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上野彦馬の像がある中島川眼鏡橋付近彦馬が開業当時撮影したといわれる崇福寺楼門
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理
解
し
、薬
剤
の
精
製・調
合
に
能
力
と
情
熱
を
傾
注
し
た
の

は
も
と
よ
り
で
あ
る
。湿
板
写
真
と
言
わ
れ
る
技
法
の
感
光
剤

に
欠
か
せ
な
い
ア
ン
モ
ニ
ア
は
肉
が
付
着
し
た
ま
ま
土
中
で
腐

ら
せ
た
牛
骨
を
、青
酸
カ
リ
は
牛
の
生
血
を
日
光
に
さ
ら
し
て

精
製
し
た
。悪
臭
の
苦
情
が
絶
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。技

術
と
技
法
を
磨
き
、中
島
川
河
畔
に
写
真
館
を
開
業
し
た
の
は

維
新
前
夜
。「
写
真
は
人
の
魂
を
抜
く
」と
信
じ
ら
れ
た
時
代
に

坂
本
、高
杉
晋
作
、大
隈
重
信
ら
志
士
た
ち
が
カ
メ
ラ
の
前
に

立
っ
た
の
は「
文
明
」を
信
じ
た
証
し
で
も
あ
る
。

　
明
治
の
彦
馬
は
、太
陽
面
通
過
の
金
星
を
追
っ
て
来
日
し
た

米
観
測
隊
に
協
力
し
、西
南
の
役
の
戦
場
に
も
立
っ
た
。若
き
大

隈
が
新
聞
社
の
現
地
特
派
員
と
し
て
戦
況
リ
ポ
ー
ト
に
活
躍

し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、彦
馬
に
も
田
原
坂
の
生
々
し
い
写

真
が
残
る
。写
真
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
と
と
も
に
報
道
カ

メ
ラ
マ
ン
の
草
分
け
で
も
あ
っ
た
。　
　
　

所在地：長崎県長崎市栄町7

　
右
手
を 

懐 

に
海
の
彼
方
を
見
つ
め
る
坂
本
龍
馬
、愛
犬
を
お

と
も伴
に
着
流
し
の
西
郷
隆
盛
。高
知・桂
浜
と
東
京・上
野
公
園
に

建
つ
像
は
、維
新
の
二
傑
の
お
も
だ
面
立
ち
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で

違
い
は
大
き
い
。坂
本
像
が
日
本
初
の
プ
ロ・カ
メ
ラ
マ
ン
上
野

彦
馬
に
よ
る
写
真
の
再
現
な
の
に
対
し
て
、西
郷
の
そ
れ
は
実

弟
つ
ぐ
み
ち

従
道
と
従
弟
大
山
巌
の
顔
で
合
成
し
た
肖
像
画
を
モ
デ
ル

に
し
た
苦
肉
だ
か
ら
で
あ
る
。西
郷
に
は
確
証
を
伴
う
写
真
が

な
い
。刺
客
対
策
だ
っ
た
と
い
う
。

　
上
野
彦
馬（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
四
）は
、銀
細
工
職
人
が
居

住
し
て
そ
の
名
が
あ
る
長
崎・銀
屋
町
に
生
ま
れ
た
。天
文
学

に
通
じ
た
奉
行
所
の
御
用
時
計
師
、オ
ラ
ン
ダ
人
と
取
引
す
る

商
人
、火
薬
、薬
剤
を
研
究
す
る
蘭
学
者・・・多
才
な
父
と
、化

学
に
連
な
る〝
錬
金
街
〞の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
濃
厚
に
受
け
継
い
だ
ら
し

い
。日
田・
か
ん
ぎ
え
ん

咸
宜
園
の
三
年
を
経
て
、オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ペ

に
せ
い
み
舎
密
学
を
学
ぶ
。「
せ
い
み
」は
蘭
語
の「
c
h
e
m
i
e（
セ

ミ
ー
）」の
音
訳
、つ
ま
り
化
学
の
こ
と
。蘭
書
で
目
に
し
た

「
f
o
t
o
g
r
a
f
i
e
」の
文
字
を
、写
真
機
と
出
会
う
二
十

歳
の
天
啓
と
し
た
の
は
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
っ
た
。　

　
レ
ン
ズ
と
暗
箱
を
通
し
て
化
学
物
質
に
像
を
結
ぶ
道
理
を

ふ
と
こ
ろ

浜屋
●

諏訪小
●

長崎
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1

トップに聞く！

マンスリーコラム
写真ハ歴史ノ証人ナリ。  上野彦馬

17

永年の「冷」へのこだわり。
独自の管理体制でお客様の多様な
倉庫・物流ニーズに応え続ける。

河合製氷冷蔵 株式会社　河合 弘吉 氏

ひっせい

畢生の努力を忘れることなく、
お客様を第一に考え、付加価値の高い
オリジナル商品づくりに邁進する。

株式会社 アジア食品　中 健一 氏

4

10

　標高1,344ｍ　九州南部霧島山
群の北東部に位置し、南東部に広が
る巨木の森を抱く夷守台、北部には
見渡す限りコスモスが埋めつくす生駒
高原（標高450ｍ）が広がっています。
　山頂からは韓国岳から高千穂峰
まで一望でき、山容と生駒高原から
の眺めが美しいことから生駒富士と
呼ばれています。

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

23

35

39

駐在員による海外リポート特集

海外展示会情報

海外拠点紹介

40 寄 稿

和牛の祭典inながさき

46

61

DATA in 九州

今月の注目データ
経済動向・経済指標

FFGニュース

1 4 10 16

23 40 46 62

宮崎県小林市

夷守岳
［ ひなもりだけ ］

16 “通過点から目的地へ”の
シフトを実現し、九州で品質№１の
空港の評価を確立したい

長崎空港ビルディング 株式会社　日髙 誠一郎 氏

FFG行員による八女市の被災地におけるボランティア活動

「平成24年7月九州北部豪雨」期間降水量と7月の月降水量平年値との
比較分布図（7月11日～7月14日）

熊本県阿蘇市
阿蘇乙姫 143%
観測値816.5mm
平年値570.1mm

福岡県八女市
黒木 171%
観測値649.0mm
平年値378.5mm

大分県竹田市
竹田 123%
観測値402.0mm
平年値327.7mm

大分県日田市
日田 139%
観測値462.0mm
平年値333.4mm

20 40 60 80 100 120 140 160 （%）
（出所：気象庁）

今月の表紙

海外リポート特集

海外進出最前線
大連……P32
海外トピックス
…………P34

海外リポート
上海………P24

海外進出最前線
バンコク…P33

海外リポート
シンガポール…P28

Overseas Report

駐在員による
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▲古賀物流センターの前で（左から河合社長、谷頭取）

河合製氷冷蔵 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

博
多
駅
前
支
店

河
合
製
氷
冷
蔵 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

河
合 

弘
吉
氏

永
年
の「
冷
」への
こ
だ
わ
り
。

独
自
の
管
理
体
制
で
お
客
様
の
多
様
な

倉
庫・物
流
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る
。
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河合製氷冷蔵 株式会社

止
し
、事
業
を
仕
入
氷
の
卸
売
に
変
更

し
ま
し
た
。

　
74
年（
昭
和
49
年
）に
本
格
的
な
営

業
冷
蔵
倉
庫
と
し
て
箱
崎
工
場（
現

箱
崎
物
流
セ
ン
タ
ー
）を
新
設
。87
年

（
昭
和
62
年
）に
は
、倉
庫
証
券
の
発

行
許
可
の
他
、自
動
車
運
送
取
扱
業
、

自
動
車
代
弁
業
、自
動
車
運
送
利
用

業
の
登
録
認
可
を
受
け
ま
し
た
。そ
し

て
90
年（
平
成
2
年
）に
、私
、五
代
目

河
合
弘
吉
が
社
長
に
就
任
。95
年（
平

成
７
年
）に
は
立
体
自
動
倉
庫
を
導
入

し
た
古
賀
物
流
セ
ン
タ
ー
、2
0
0
2

年（
平
成
14
年
）に
福
岡
物
流
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
は
、当
社
に

と
っ
て
苦
難
の
時
代
で
し
た
。し
か
し
、

こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
身
に

付
い
た
自
信
は
今
日
の
経
営
に
も
活

き
て
い
ま
す
。06
年（
平
成
18
年
）に
は

創
業
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、こ
れ
も
当
社
を
ご
支
援
下
さ
っ
た

お
客
様
と
社
員
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
1
8
7
6
年（
明
治
9
年
）、初
代

の
河
合
り
ん
ざ
ぶ
ろ
う

麟
三
郎
が
大
阪
に
お
い
て
凍

氷
卸
商（
天
然
氷
採
取
・
貯
蔵
販
売
）

を
創
業
し
た
こ
と
が
、当
社
の
歴
史
の

始
ま
り
で
す
。

　
1
9
2
2
年（
大
正
11
年
）、二
代

目
河
合
弘
太
郎
が
下
関
工
場
を
建

設
。24
年（
大
正
13
年
）に
は
博
多
工

場
も
建
設
し
、製
氷
業
を
拡
大
し
ま

し
た
。36
年（
昭
和
11
年
）、三
代
目
河

合
弘
次
が
事
業
を
継
承
。51
年（
昭
和

26
年
）に
は
河
合
製
氷
冷
蔵
株
式
会

社
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、四
代
目
河

合
と
よ
あ
き

豐
昭（
現
会
長
）が
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。そ
の
後
、八
幡
工
場
を
新
設

し
、59
年（
昭
和
34
年
）に
冷
蔵
倉
庫

業
を
開
始
し
た
他
、下
関
工
場
に
食

品
加
工
工
場
を
併
設
し
て
水
産・農
産

物
の
冷
凍
加
工
食
品
の
製
造
販
売
に

も
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

70
年（
昭
和
45
年
）に
は
製
氷
業
を
廃

古
賀
物
流
セ
ン
タ
ー
、福
岡
物
流
セ
ン

タ
ー
の
３
拠
点
で
、独
自
に
開
発
し
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、保
管
業
務
、流
通

加
工
、配
送
業
務
ま
で
、多
様
な
物
流

形
態
に
対
応
し
、３
６
５
日
24
時
間
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
答
え
し
て
い
ま

す
。

　「
物
流
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」は
、当

社
の
大
き
な
特
長
と
言
え
ま
す
。こ
れ

は
、バ
ー
コ
ー
ド
を
用
い
た
独
自
の
在

庫
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。パ
レ
ッ
ト
ご

と
に
付
け
ら
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
に
、

入
荷
時
に
は「
入
荷
日
」「
出
荷
元
」

「
製
造
工
場
」「
発
送
日
」「
製
造
日
」

「
賞
味
期
限
日
」の
情
報
を
、出
荷
時

に
は
入
荷
情
報
に
加
え
て「
配
送
先

名
」「
引
取
人
」「
出
荷
日
」「
納
品

日
」等
の
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

パ
レ
ッ
ト
単
位
で
の
在
庫
の
徹
底
管
理

を
実
現
し
て
い
ま
す
。パ
レ
ッ
ト
の
バ
ー

　
当
社
は
、「
消
費
者
の
安
定
的
で
健

康
的
な
食
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
い
、『
食
の
安
心
・
安
全
』の
提

供
」を
使
命（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）と
し
て
、そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
全
力
を
傾
け
て

い
ま
す
。創
業
以
来
1
3
6
年
間
、お

客
様
に
当
社
を
ご
利
用
頂
け
た
こ
と

に
常
に
感
謝
し
、「
信
頼
の
維
持
」「
誠

実
な
対
応
」「
仕
事
の
質
の
向
上
」を

目
指
し
続
け
る
と
と
も
に
、私
自
身
も

社
員
に
対
し
て
の
雇
用
責
任
等
、家
長

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は「
食
品
を
中
心
と
し
た
総

合
物
流
事
業
」を
事
業
の
ベ
ー
ス
と
し

て
、特
に
、冷
凍・冷
蔵
品
を
中
心
と
し

た「
冷
」に
関
わ
る
温
度
帯
に
お
い
て
、

経
験
に
基
づ
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に

活
か
し
た「
高
物
流
品
質
」を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、箱
崎
物
流
セ
ン
タ
ー
、

事
業
の
転
換
と
拡
大
、

苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え

紡
い
で
き
た
1
3
6
年
の
歴
史

▲立体自動冷凍倉庫

総
合
物
流
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た

「
食
の
安
心・安
全
」の
提
供
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

独
自
の
管
理
体
制
や

幅
広
い
物
流
対
応
能
力
で

高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

▲創業当時の採氷風景

▲古賀物流センター ▲福岡物流センター

▲歴史資料の前

▲バーコードによるパレット管理▲バーコードの読み取り風景 ▲箱崎物流センター

▲貯氷庫に出入りする際に使用した防寒着

こ
う
き
ち
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止
し
、事
業
を
仕
入
氷
の
卸
売
に
変
更

し
ま
し
た
。

　
74
年（
昭
和
49
年
）に
本
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的
な
営

業
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倉
庫
と
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工
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現
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ー
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新
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庫
証
券
の
発
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許
可
の
他
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動
車
運
送
取
扱
業
、

自
動
車
代
弁
業
、自
動
車
運
送
利
用

業
の
登
録
認
可
を
受
け
ま
し
た
。そ
し

て
90
年（
平
成
2
年
）に
、私
、五
代
目

河
合
弘
吉
が
社
長
に
就
任
。95
年（
平

成
７
年
）に
は
立
体
自
動
倉
庫
を
導
入

し
た
古
賀
物
流
セ
ン
タ
ー
、2
0
0
2

年（
平
成
14
年
）に
福
岡
物
流
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
は
、当
社
に

と
っ
て
苦
難
の
時
代
で
し
た
。し
か
し
、

こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
身
に

付
い
た
自
信
は
今
日
の
経
営
に
も
活

き
て
い
ま
す
。06
年（
平
成
18
年
）に
は

創
業
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、こ
れ
も
当
社
を
ご
支
援
下
さ
っ
た

お
客
様
と
社
員
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
1
8
7
6
年（
明
治
9
年
）、初
代

の
河
合
り
ん
ざ
ぶ
ろ
う

麟
三
郎
が
大
阪
に
お
い
て
凍

氷
卸
商（
天
然
氷
採
取
・
貯
蔵
販
売
）

を
創
業
し
た
こ
と
が
、当
社
の
歴
史
の

始
ま
り
で
す
。

　
1
9
2
2
年（
大
正
11
年
）、二
代

目
河
合
弘
太
郎
が
下
関
工
場
を
建

設
。24
年（
大
正
13
年
）に
は
博
多
工

場
も
建
設
し
、製
氷
業
を
拡
大
し
ま

し
た
。36
年（
昭
和
11
年
）、三
代
目
河

合
弘
次
が
事
業
を
継
承
。51
年（
昭
和

26
年
）に
は
河
合
製
氷
冷
蔵
株
式
会

社
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、四
代
目
河

合
と
よ
あ
き

豐
昭（
現
会
長
）が
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。そ
の
後
、八
幡
工
場
を
新
設

し
、59
年（
昭
和
34
年
）に
冷
蔵
倉
庫

業
を
開
始
し
た
他
、下
関
工
場
に
食

品
加
工
工
場
を
併
設
し
て
水
産・農
産

物
の
冷
凍
加
工
食
品
の
製
造
販
売
に

も
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

70
年（
昭
和
45
年
）に
は
製
氷
業
を
廃

古
賀
物
流
セ
ン
タ
ー
、福
岡
物
流
セ
ン

タ
ー
の
３
拠
点
で
、独
自
に
開
発
し
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、保
管
業
務
、流
通

加
工
、配
送
業
務
ま
で
、多
様
な
物
流

形
態
に
対
応
し
、３
６
５
日
24
時
間
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
答
え
し
て
い
ま

す
。

　「
物
流
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」は
、当

社
の
大
き
な
特
長
と
言
え
ま
す
。こ
れ

は
、バ
ー
コ
ー
ド
を
用
い
た
独
自
の
在

庫
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。パ
レ
ッ
ト
ご

と
に
付
け
ら
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
に
、

入
荷
時
に
は「
入
荷
日
」「
出
荷
元
」

「
製
造
工
場
」「
発
送
日
」「
製
造
日
」

「
賞
味
期
限
日
」の
情
報
を
、出
荷
時

に
は
入
荷
情
報
に
加
え
て「
配
送
先

名
」「
引
取
人
」「
出
荷
日
」「
納
品

日
」等
の
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

パ
レ
ッ
ト
単
位
で
の
在
庫
の
徹
底
管
理

を
実
現
し
て
い
ま
す
。パ
レ
ッ
ト
の
バ
ー

　
当
社
は
、「
消
費
者
の
安
定
的
で
健

康
的
な
食
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
い
、『
食
の
安
心
・
安
全
』の
提

供
」を
使
命（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）と
し
て
、そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
全
力
を
傾
け
て

い
ま
す
。創
業
以
来
1
3
6
年
間
、お

客
様
に
当
社
を
ご
利
用
頂
け
た
こ
と

に
常
に
感
謝
し
、「
信
頼
の
維
持
」「
誠

実
な
対
応
」「
仕
事
の
質
の
向
上
」を

目
指
し
続
け
る
と
と
も
に
、私
自
身
も

社
員
に
対
し
て
の
雇
用
責
任
等
、家
長

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は「
食
品
を
中
心
と
し
た
総

合
物
流
事
業
」を
事
業
の
ベ
ー
ス
と
し

て
、特
に
、冷
凍・冷
蔵
品
を
中
心
と
し

た「
冷
」に
関
わ
る
温
度
帯
に
お
い
て
、

経
験
に
基
づ
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に

活
か
し
た「
高
物
流
品
質
」を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、箱
崎
物
流
セ
ン
タ
ー
、

事
業
の
転
換
と
拡
大
、

苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え

紡
い
で
き
た
1
3
6
年
の
歴
史

▲立体自動冷凍倉庫

総
合
物
流
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た

「
食
の
安
心・安
全
」の
提
供
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

独
自
の
管
理
体
制
や

幅
広
い
物
流
対
応
能
力
で

高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

▲創業当時の採氷風景

▲古賀物流センター ▲福岡物流センター

▲歴史資料の前

▲バーコードによるパレット管理▲バーコードの読み取り風景 ▲箱崎物流センター

▲貯氷庫に出入りする際に使用した防寒着
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

河合製氷冷蔵 株式会社

も
あ
り
、企
業
秘
密
が
漏
洩
し
な
い
よ

う
万
全
の
シ
ス
テ
ム
も
整
備
し
て
い
ま

す
。

　
当
社
は
、社
員
が
物
流
の
プ
ロ
集
団

と
し
て
、ま
た
一
人
の「
人
」と
し
て
働

い
て
も
ら
う
為
の
教
育
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、「
経
営
計
画
書
」を

記
し
た
手
帳
の
全
社
員
へ
の
配
布
で

す
。こ
こ
に
は
、私
の
経
営
に
対
す
る

想
い
や
方
向
性
、例
え
ば〝
高
い
物
流

品
質
〞や〝
継
続
〞と
い
っ
た
今
期
の
重

点
施
策
の
他
、経
営
目
標
、中
期
事
業

計
画
、基
本
方
針
、環
境
方
針
、お
客

様
に
対
す
る
方
針
、社
員
行
動
規
則

集
等
を
掲
載
し
て
お
り
、社
員
に
経
営

マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を

促
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
々
の
業
務
で
得
ら
れ
る
情

報
を
有
効
に
活
用
す
る
為
の
全
社
員

ネ
ッ
ト
経
由
で
在
庫
や
入
出
庫
の
履
歴

等
の
商
品
情
報
も
検
索
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
管
理
体
制
を
基
に
、

様
々
な
お
客
様
に
対
し
て
、物
流
の

「
川
上
」か
ら「
川
下
」ま
で
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
こ
と
も
強
み

で
す
。受
注
業
務
か
ら
保
管・ピ
ッ
キ
ン

グ・
流
通
加
工
・
配
送
業
務
ま
で
包
括

し
た
物
流
業
務
全
体
を
、そ
の
企
画

段
階
か
ら
一
括
し
て
請
け
負
う「
３

P
L（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
）」を
特
長
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

個
の
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
元
気
な
社
員

が
加
わ
る
こ
と
で
、お
客
様
に
選
ば
れ

る
最
高
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

実
現
し
て
い
ま
す
。３
P
L
の
一
例
と

し
て
は
、07
年（
平
成
19
年
）か
ら
、複

数
の
乳
製
品
、油
脂
メ
ー
カ
ー
様
に

「
福
岡
物
流
セ
ン
タ
ー
」を
効
率
的
な

共
同
保
管・共
同
配
送
の
拠
点
と
し
て

ご
活
用
頂
き
、大
変
ご
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。当
社
は
配
車
シ
ス
テ
ム
や

入
出
庫
品
の
管
理
を
行
い
ま
す
が
、お

客
様
の
重
要
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と

コ
ー
ド
を
無
線
L
A
N
端
末
で
ス
キ
ャ

ン
す
る
だ
け
の
簡
単
な
操
作
に
よ
っ

て
、製
品・商
品
の「
何
が
、い
つ
、何
処

か
ら
、い
く
つ
、ど
の
よ
う
に
、何
処
へ
」

と
い
っ
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
流
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
を
支
え
て
い
る
の
が
、最
新
の
情

報
機
器
を
用
い
た「
冷
蔵
倉
庫
管
理

シ
ス
テ
ム（
K
L
T
S
：
K
a
w
a
i

L
o
g
i
s
t
i
c
s  

T
r
a
c
e
a-

b
i
l
i
t
y 

S
y
s
t
e
m
）」で

す
。K
L
T
S
は
、基
本
と
な
る
物
流

デ
ー
タ
を
処
理
し
管
理
す
る「
基
幹
シ

ス
テ
ム（
入
庫
・
出
庫
・
在
庫
管
理
・

E
D
I
）」、基
幹
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

て
入
庫
・
出
庫
業
務
を
行
う「
無
線

L
A
N
シ
ス
テ
ム
」、過
去
数
年
分
の

日
々
の
入
庫
・
出
庫
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
た「
物
流
情
報
シ
ス
テ

ム
」、物
量
や
納
品
条
件
を
考
慮
し
最

適
な
配
車
計
画
を
行
う「
配
車
シ
ス
テ

ム
」の
４
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た「
W
E
B
商
品
検
索
シ

ス
テ
ム
」の
開
発
に
よ
り
、イ
ン
タ
ー

向
け
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
研
修
や
、

各
社
員
が
社
長
と
し
て
行
動
し
決
算

ま
で
を
行
う「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」

の
他
、会
社
の
作
業
工
程
か
ら
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
を
探
し
て
総
合
的
に
業
務
改
善

を
行
う「
T
O
C（
T
h
e
o
r
y 

ｏ
ｆ 

Ｃｏｎｓ
ｔｒａ
ｉｎ
ｔｓ
）」、楽
し

く
働
け
る
環
境
・
社
風
を
つ
く
る
為

に
、社
員
自
ら
が
業
務
上
の
問
題

点
を
探
し
、小
集
団
活
動
を
通
じ
て

主
体
的
に
行
動
す
る
「
C
D
G
M

（
C
r
e
a
t
i
v
e 

D
y
n
a
m
i
c

G
r
o
u
p  

M
e
t
h
o
d
）研
修
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
今
後
は
、収
集
し
蓄
積
し
た
情

報
を
有
効
活
用
す
る
為
、社
員
と
情

報
を
共
有
化
す
る
体
制
づ
く
り
に
注

力
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
加
え
、温
暖
化

対
策
や
、社
内
組
織
の
活
性
化
等
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。月
並
み

で
す
が
、社
員
個
人
は
も
ち
ろ
ん
社
員

の
家
族
の「
幸
せ
」も
し
っ
か
り
追
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
で
す
。も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
も
人
財

育
成
に
努
め
、社
員
の
あ
ら
ゆ
る
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ソ
フ
ト
面
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。当
社
が
有
す
る
ハ
ー
ド

だ
け
で
は
な
く
、人
財
や
独
自
の
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
を
お
客
様
の
事

業
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、新

た
な
業
務
を
受
託
出
来
な
い
か
と
思

案
中
で
す
。

　
今
後
、高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
社
会
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
食
」が
生

活
の
中
で
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、安
心

度
の
高
い
物
流
は
、未
来
社
会
で
も
不

可
欠
な
存
在
で
す
。今
後
も
、当
社
が

お
客
様
や
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
企
業
で
あ
り
続
け
る
為
に
、徹

底
し
た
商
品
の
管
理
と
、当
社
の
特
長

を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
案
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲左から四本所長、河合社長、谷頭取、為永支店長▲河合社長 ▲氷点下23度の冷凍倉庫内

幅
広
い
事
業
展
開・

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
多
面
的
な

人
材
育
成・環
境
づ
く
り

　130年を超える業歴の中で、創業より「冷」に関わる事業に携わってこられまし
た。本日、およそ氷点下23度という倉庫の中を拝見させて頂きましたが、御社が有
する物流トレーサビリティ等の万全の管理体制があるからこそ、我々消費者の食の
安全が守られ、安心して日々の食生活を送ることが出来るのだと実感致しました。
　河合社長様のお話にもあったように、どんな時代でも「食」の重要性は変わりま
せん。これまで培われてきた「冷」に関するノウハウを基に、今後も「食」の安全追求
を通じて、安心出来る社会の構築に貢献し続ける総合物流企業であられることを期
待致しております。

　
将
来
は
、ま
ず「
食
」と「
冷
」に
特

化
し
た
総
合
物
流
企
業
へ
の
進
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

着
実
に
進
め
、安
心・安
全
な
サ
ー
ビ
ス

を
ご
提
供
出
来
る
よ
う
、積
極
的
に

ハ
ー
ド
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
予

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
の
整
備
に
取
り
組
み

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
総
合
物
流
企
業
へ
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

河合製氷冷蔵 株式会社

も
あ
り
、企
業
秘
密
が
漏
洩
し
な
い
よ

う
万
全
の
シ
ス
テ
ム
も
整
備
し
て
い
ま

す
。

　
当
社
は
、社
員
が
物
流
の
プ
ロ
集
団

と
し
て
、ま
た
一
人
の「
人
」と
し
て
働

い
て
も
ら
う
為
の
教
育
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、「
経
営
計
画
書
」を

記
し
た
手
帳
の
全
社
員
へ
の
配
布
で

す
。こ
こ
に
は
、私
の
経
営
に
対
す
る

想
い
や
方
向
性
、例
え
ば〝
高
い
物
流

品
質
〞や〝
継
続
〞と
い
っ
た
今
期
の
重

点
施
策
の
他
、経
営
目
標
、中
期
事
業

計
画
、基
本
方
針
、環
境
方
針
、お
客

様
に
対
す
る
方
針
、社
員
行
動
規
則

集
等
を
掲
載
し
て
お
り
、社
員
に
経
営

マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を

促
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
々
の
業
務
で
得
ら
れ
る
情

報
を
有
効
に
活
用
す
る
為
の
全
社
員

ネ
ッ
ト
経
由
で
在
庫
や
入
出
庫
の
履
歴

等
の
商
品
情
報
も
検
索
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
管
理
体
制
を
基
に
、

様
々
な
お
客
様
に
対
し
て
、物
流
の

「
川
上
」か
ら「
川
下
」ま
で
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
こ
と
も
強
み

で
す
。受
注
業
務
か
ら
保
管・ピ
ッ
キ
ン

グ・
流
通
加
工
・
配
送
業
務
ま
で
包
括

し
た
物
流
業
務
全
体
を
、そ
の
企
画

段
階
か
ら
一
括
し
て
請
け
負
う「
３

P
L（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
）」を
特
長
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

個
の
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
元
気
な
社
員

が
加
わ
る
こ
と
で
、お
客
様
に
選
ば
れ

る
最
高
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

実
現
し
て
い
ま
す
。３
P
L
の
一
例
と

し
て
は
、07
年（
平
成
19
年
）か
ら
、複

数
の
乳
製
品
、油
脂
メ
ー
カ
ー
様
に

「
福
岡
物
流
セ
ン
タ
ー
」を
効
率
的
な

共
同
保
管・共
同
配
送
の
拠
点
と
し
て

ご
活
用
頂
き
、大
変
ご
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。当
社
は
配
車
シ
ス
テ
ム
や

入
出
庫
品
の
管
理
を
行
い
ま
す
が
、お

客
様
の
重
要
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と

コ
ー
ド
を
無
線
L
A
N
端
末
で
ス
キ
ャ

ン
す
る
だ
け
の
簡
単
な
操
作
に
よ
っ

て
、製
品・商
品
の「
何
が
、い
つ
、何
処

か
ら
、い
く
つ
、ど
の
よ
う
に
、何
処
へ
」

と
い
っ
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
流
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
を
支
え
て
い
る
の
が
、最
新
の
情

報
機
器
を
用
い
た「
冷
蔵
倉
庫
管
理

シ
ス
テ
ム（
K
L
T
S
：
K
a
w
a
i

L
o
g
i
s
t
i
c
s  

T
r
a
c
e
a-

b
i
l
i
t
y 

S
y
s
t
e
m
）」で

す
。K
L
T
S
は
、基
本
と
な
る
物
流

デ
ー
タ
を
処
理
し
管
理
す
る「
基
幹
シ

ス
テ
ム（
入
庫
・
出
庫
・
在
庫
管
理
・

E
D
I
）」、基
幹
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

て
入
庫
・
出
庫
業
務
を
行
う「
無
線

L
A
N
シ
ス
テ
ム
」、過
去
数
年
分
の

日
々
の
入
庫
・
出
庫
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
た「
物
流
情
報
シ
ス
テ

ム
」、物
量
や
納
品
条
件
を
考
慮
し
最

適
な
配
車
計
画
を
行
う「
配
車
シ
ス
テ

ム
」の
４
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た「
W
E
B
商
品
検
索
シ

ス
テ
ム
」の
開
発
に
よ
り
、イ
ン
タ
ー

向
け
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
研
修
や
、

各
社
員
が
社
長
と
し
て
行
動
し
決
算

ま
で
を
行
う「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」

の
他
、会
社
の
作
業
工
程
か
ら
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
を
探
し
て
総
合
的
に
業
務
改
善

を
行
う「
T
O
C（
T
h
e
o
r
y 

ｏ
ｆ 

Ｃｏｎｓ
ｔｒａ
ｉｎ
ｔｓ
）」、楽
し

く
働
け
る
環
境
・
社
風
を
つ
く
る
為

に
、社
員
自
ら
が
業
務
上
の
問
題

点
を
探
し
、小
集
団
活
動
を
通
じ
て

主
体
的
に
行
動
す
る
「
C
D
G
M

（
C
r
e
a
t
i
v
e 

D
y
n
a
m
i
c

G
r
o
u
p  

M
e
t
h
o
d
）研
修
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
今
後
は
、収
集
し
蓄
積
し
た
情

報
を
有
効
活
用
す
る
為
、社
員
と
情

報
を
共
有
化
す
る
体
制
づ
く
り
に
注

力
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
加
え
、温
暖
化

対
策
や
、社
内
組
織
の
活
性
化
等
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。月
並
み

で
す
が
、社
員
個
人
は
も
ち
ろ
ん
社
員

の
家
族
の「
幸
せ
」も
し
っ
か
り
追
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
で
す
。も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
も
人
財

育
成
に
努
め
、社
員
の
あ
ら
ゆ
る
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ソ
フ
ト
面
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。当
社
が
有
す
る
ハ
ー
ド

だ
け
で
は
な
く
、人
財
や
独
自
の
シ
ス

テ
ム
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
を
お
客
様
の
事

業
に
活
用
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、新

た
な
業
務
を
受
託
出
来
な
い
か
と
思

案
中
で
す
。

　
今
後
、高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
社
会
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
食
」が
生

活
の
中
で
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、安
心

度
の
高
い
物
流
は
、未
来
社
会
で
も
不

可
欠
な
存
在
で
す
。今
後
も
、当
社
が

お
客
様
や
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
企
業
で
あ
り
続
け
る
為
に
、徹

底
し
た
商
品
の
管
理
と
、当
社
の
特
長

を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
案
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲左から四本所長、河合社長、谷頭取、為永支店長▲河合社長 ▲氷点下23度の冷凍倉庫内

幅
広
い
事
業
展
開・

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
多
面
的
な

人
材
育
成・環
境
づ
く
り

　130年を超える業歴の中で、創業より「冷」に関わる事業に携わってこられまし
た。本日、およそ氷点下23度という倉庫の中を拝見させて頂きましたが、御社が有
する物流トレーサビリティ等の万全の管理体制があるからこそ、我々消費者の食の
安全が守られ、安心して日々の食生活を送ることが出来るのだと実感致しました。
　河合社長様のお話にもあったように、どんな時代でも「食」の重要性は変わりま
せん。これまで培われてきた「冷」に関するノウハウを基に、今後も「食」の安全追求
を通じて、安心出来る社会の構築に貢献し続ける総合物流企業であられることを期
待致しております。

　
将
来
は
、ま
ず「
食
」と「
冷
」に
特

化
し
た
総
合
物
流
企
業
へ
の
進
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

着
実
に
進
め
、安
心・安
全
な
サ
ー
ビ
ス

を
ご
提
供
出
来
る
よ
う
、積
極
的
に

ハ
ー
ド
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
予

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
の
整
備
に
取
り
組
み

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
総
合
物
流
企
業
へ
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た
と
こ
ろ
、地
元
テ
レ
ビ
局
で
放
映
さ

れ
、話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、わ
さ
び
蓮
根
は
日
も
ち
が

し
な
い
た
め
全
国
に
販
売
が
難
し
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、今
後
の
事
業
拡
大
を

図
る
上
で
、よ
り
可
能
性
の
大
き
な
製

品
を
模
索
す
る
中
で「
調
味
料
」に
注

目
し
、「
黒
酢
た
ま
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」を
開
発
致
し
ま
し
た
。商
品
が
全

国
の
生
活
協
同
組
合
で
人
気
と
な
り
、

次
第
に
大
手
の
取
引
先
が
増
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、93
年（
平
成
５
年
）に

株
式
会
社
ア
ジ
ア
食
品
と
改
組
し
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、2
0
0
7
年

（
平
成
19
年
に
）は
新
工
場
を
建
設
致

し
ま
し
た
。

　
現
在
、商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し

て
は
、ま
ず
主
と
な
る
製
品
が
、黒
酢

を
使
用
し
た「
た
ま
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」群
で
、全
体
の
約
95
％
を
占
め
て

い
ま
す
。玉
ね
ぎ
は
、血
栓
予
防
や
血

圧
・
血
糖
値
の
降
下
の
他
、脂
肪
燃
焼

や
滋
養
強
壮
、利
尿
作
用
等
の
健
康

効
果
が
非
常
に
高
い
食
材
で
す
。健
康

ブ
ー
ム
が
益
々
盛
り
上
が
る
中
、当
社

　
私
自
身
、も
と
も
と
化
学
に
関
す
る

業
務
に
15
年
ほ
ど
携
わ
っ
て
お
り
、そ

こ
で
培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
松
茸
の
人
工
栽
培
に
取
り
組
む
べ

く
独
立
し
、1
9
8
6
年（
昭
和
61

年
）に
有
限
会
社
を
設
立
し
た
の
が
当

社
の
始
ま
り
で
す
。設
立
後
、試
行
錯

誤
し
な
が
ら
商
品
開
発
へ
の
挑
戦
を

続
け
、熊
本
名
物
の
辛
子
蓮
根
を
ア
レ

ン
ジ
し
た「
わ
さ
び
蓮
根
」を
考
案
し

調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て

「
玉
ね
ぎ
」に
特
化
し
た

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

▲左から松本常務、内田専務、中社長、林頭取、大浦工場長、津原支店長、北岡営業担当

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行 

鏡
支
店

株
式
会
社 

ア
ジ
ア
食
品

代
表
取
締
役

中 

健
一
氏

ひっ
せ
い

畢
生
の
努
力
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

お
客
様
を
第
一
に
考
え
、付
加
価
値
の
高
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。
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た
と
こ
ろ
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テ
レ
ビ
局
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放
映
さ

れ
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題
と
な
り
ま
し
た
。
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が

し
な
い
た
め
全
国
に
販
売
が
難
し
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と

い
う
こ
と
か
ら
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大
を

図
る
上
で
、よ
り
可
能
性
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大
き
な
製

品
を
模
索
す
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調
味
料
」に
注

目
し
、「
黒
酢
た
ま
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」を
開
発
致
し
ま
し
た
。商
品
が
全

国
の
生
活
協
同
組
合
で
人
気
と
な
り
、

次
第
に
大
手
の
取
引
先
が
増
え
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、93
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平
成
５
年
）に

株
式
会
社
ア
ジ
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食
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改
組
し
新

た
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ス
タ
ー
ト
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0
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7
年

（
平
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。
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％
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て
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す
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予
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血
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滋
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健
康

効
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が
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中
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携
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茸
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独
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と
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「
玉
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特
化
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た
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グ
を

▲左から松本常務、内田専務、中社長、林頭取、大浦工場長、津原支店長、北岡営業担当

ト
ッ
プ
に
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く
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の
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忘
れ
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に
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も
大
手
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
会
社
で
は
年

間
2
，0
0
0
万
本
も
製
造
し
て
い
ま

す
か
ら
、当
社
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
感
じ

ま
す
。現
在
７
〜
８
割
を
関
東
向
け
に

出
荷
し
て
お
り
、そ
の
他
関
西
エ
リ
ア

や
熊
本
県
内
で
も
お
取
り
扱
い
頂
い

て
お
り
ま
す
。

 

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
以
外
の
商
品
と
し
て

は
、玉
ね
ぎ
の
皮
に
含
ま
れ
る
ケ
ル
セ

チ
ン
と
い
う
成
分
に
注
目
し
た「
た
ま

ね
ぎ
茶
」と
い
う
飲
料
の
他
に
、「
介

護
用
補
助
食
品
」も
今
後
の
有
力
商

品
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ご
高

齢
の
方
の
多
く
は
、次
第
に
飲
み
込

む
力
が
弱
く
な
る
こ
と
で
、む
せ
た
り

食
べ
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
り
し
が

ち
で
、時
に
は
肺
炎
等
の
疾
患
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。介

護
現
場
で
は
、い
か
に
そ
れ
を
防
ぐ
か

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、食
材
を
細
か

で
は
こ
の
効
果
に
注
目
し
ま
し
た
。そ

し
て
、他
メ
ー
カ
ー
の
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
は
、玉
ね
ぎ
を
加
熱
し
ペ
ー
ス
ト

状
に
し
て
使
う
と
こ
ろ
が
大
半
で
あ
る

の
に
対
し
、当
社
で
は〝
生
〞を
そ
の
ま

ま
刻
ん
で
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
特
長
を

出
し
て
お
り
ま
す
。生
の
新
鮮
な
玉
ね

ぎ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
る
の

で
、シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
好

評
で
す
。ま
た
、原
材
料
の
料
理
酒
や

み
り
ん
、酢
、醤
油
等
の
調
味
料
も
厳

選
し
、そ
れ
を
更
に
二
次
加
工（
熟
成
）

す
る
こ
と
で
旨
味
が
濃
く
な
る
よ
う

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
品
質
を
保
つ
こ
と
に
よ

り
、お
か
げ
様
で
お
客
様
の
評
判
も

良
く
次
第
に
需
要
が
広
が
り
、毎
年

の
売
上
高
は
前
年
比
1
3
0
〜

1
4
0
％
の
伸
び
を
続
け
て
お
り
ま

す
。現
状
の
年
産
量
は
2
0
0
万
本

で
す
が
、注
文
に
生
産
が
追
い
つ
か
ず

現
在
新
工
場
の
建
設
を
計
画
中
で

す
。今
後
の
５
ヵ
年
計
画
で
は
年
間
製

造
本
数
を
1
，2
0
0
万
本
ま
で
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で

を
し
て
い
ま
す
が
、飲
み
込
む
力
が
衰

え
た
と
き
原
型
の
無
い
食
事
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
態
は
、精
神
的
に

も
辛
い
こ
と
で
す
。「
い
つ
ま
で
も
食

を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
。」そ
ん
な
想

い
か
ら
こ
の
と
ろ
み
食
品
を
開
発
致

し
ま
し
た
し
、将
来
の
こ
と
と
し
て
若

い
世
代
の
方
々
に
も
強
く
伝
え
た
い

こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
新
商
品
の
開
発
は
、大

手
で
あ
れ
ば
専
門
の
部
門
で
研
究
す

る
の
で
し
ょ
う
が
、中
小
企
業
で
は
難

し
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
の
よ
う
な
中
、当
社
は
小
規
模

で
も
先
述
し
た
よ
う
な
開
発
力
が
あ

る
点
が
強
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
経
営
者
と
し
て
更
に
必
要
な
の
は
、

「
危
機
管
理
」の
意
識
だ
と
思
い
ま

す
。危
機
管
理
と
は
、常
に
現
状
の
問

題
点
を
探
り
、対
応
出
来
る
体
制
を
作

く
刻
ん
だ
り
潰
す
工
夫
を
す
る
等
、

苦
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
長
い
間
母

を
介
護
し
て
お
り
、実
際
に
母
の
食

事
を
手
伝
う
際
、食
べ
物
を
ス
ム
ー
ズ

に
飲
み
込
ん
で
も
ら
え
な
い
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
。飲
み
込
み
や
す
い
よ
う

「
と
ろ
み
」を
つ
け
る〝
粉
末
タ
イ
プ
〞

の
調
整
食
品
は
市
販
し
て
あ
り
ま
し

た
が
、ダ
マ
に
な
り
や
す
く
使
い
づ
ら

い
。使
い
や
す
い
液
状
を
探
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
の
で
、自
身
で
開
発
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
れ
が
介
護
用
補

助
食
品「
む
せ
な
い
と
ろ
み
」で
す
。

私
は
根
っ
か
ら
の
研
究
好
き
で
、こ
の

よ
う
な
開
発
は
得
意
分
野
で
も
あ
り

ま
し
た
。完
成
し
た
こ
の「
液
状
と
ろ

み
」商
品
は
、様
々
な
料
理
に
応
用
出

来
、多
方
面
か
ら
引
き
合
い
が
来
て

い
ま
す
。現
在
は
他
の
食
品
会
社
に

「
と
ろ
み
ハ
ン
バ
ー
グ
」や「
と
ろ
み
パ

ン
」の
製
造
を
委
託
し
て
お
り
、今
後

自
社
で
販
売
を
す
る
予
定
で
す
。こ

れ
ら
の
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
、国

内
外
で
商
標
登
録
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。私
た
ち
は
普
段
何
気
な
く
食
事

母
の
介
護
体
験
か
ら
生
ま
れ
た

介
護
用
補
助
食
品「
む
せ
な
い
と
ろ
み
」

開
発
力
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
生
む

社
員
が
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
て
こ
そ

お
客
様
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る

株式会社 アジア食品

▲工場見学風景

❶玉ねぎ
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，0
0
0
万
本
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製
造
し
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い
ま

す
か
ら
、当
社
は
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だ
ま
だ
だ
と
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じ

ま
す
。現
在
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８
割
を
関
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向
け
に

出
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し
て
お
り
、そ
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他
関
西
エ
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や
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本
県
内
で
も
お
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扱
い
頂
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て
お
り
ま
す
。

 

ド
レ
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以
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の
商
品
と
し
て

は
、玉
ね
ぎ
の
皮
に
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ま
れ
る
ケ
ル
セ

チ
ン
と
い
う
成
分
に
注
目
し
た「
た
ま

ね
ぎ
茶
」と
い
う
飲
料
の
他
に
、「
介

護
用
補
助
食
品
」も
今
後
の
有
力
商

品
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ご
高

齢
の
方
の
多
く
は
、次
第
に
飲
み
込

む
力
が
弱
く
な
る
こ
と
で
、む
せ
た
り

食
べ
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
り
し
が

ち
で
、時
に
は
肺
炎
等
の
疾
患
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。介

護
現
場
で
は
、い
か
に
そ
れ
を
防
ぐ
か

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、食
材
を
細
か

で
は
こ
の
効
果
に
注
目
し
ま
し
た
。そ

し
て
、他
メ
ー
カ
ー
の
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
は
、玉
ね
ぎ
を
加
熱
し
ペ
ー
ス
ト

状
に
し
て
使
う
と
こ
ろ
が
大
半
で
あ
る

の
に
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し
、当
社
で
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〞を
そ
の
ま

ま
刻
ん
で
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
特
長
を

出
し
て
お
り
ま
す
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の
新
鮮
な
玉
ね

ぎ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
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る
の

で
、シ
ャ
キ
シ
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キ
と
し
た
食
感
が
好
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で
す
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た
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材
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の
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理
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や
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ん
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等
の
調
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も
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し
、そ
れ
を
更
に
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加
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熟
成
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す
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こ
と
で
旨
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が
濃
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る
よ
う

工
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を
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ま
す
。

　
こ
う
し
た
品
質
を
保
つ
こ
と
に
よ

り
、お
か
げ
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で
お
客
様
の
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も

良
く
次
第
に
需
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が
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が
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、毎
年

の
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は
前
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1
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〜
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4
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の
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を
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の
年
産
量
は
2
0
0
万
本

で
す
が
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に
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が
追
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ず

現
在
新
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の
建
設
を
計
画
中
で

す
。今
後
の
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ヵ
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計
画
で
は
年
間
製

造
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数
を
1
，2
0
0
万
本
ま
で
増
や

し
た
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と
思
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て
お
り
ま
す
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れ
で

を
し
て
い
ま
す
が
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み
込
む
力
が
衰

え
た
と
き
原
型
の
無
い
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を
取
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を
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な
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状
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は
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的
に

も
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で
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で
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想
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の
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を
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の
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と
と
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の
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に
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は
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の
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が
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企
業
で
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述
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開
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が
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点
が
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の
で
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管
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」の
意
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だ
と
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は
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に
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ス
が
崩
れ
る
等
、結
局
失
敗
し
て
し

ま
い
ま
す
。お
客
様
が
満
足
さ
れ
、安

心
し
て
頂
け
る
品
質
を
保
ち
な
が

ら
、少
し
で
も
コ
ス
ト
を
下
げ
る
…
そ

の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
の
で
す
が
、根

底
に
あ
る
の
は
や
は
り「
お
客
様
に
安

心
し
て
食
べ
て
頂
き
た
い
」と
い
う
想

い
で
す
。

　
当
社
の
社
訓
と
し
て
、「

ひ
っ
せ
い

畢
生
の
努

力
」と
い
う
言
葉
を
壁
に
掛
け
て
お
り

ま
す
。人
間
は
一
生
涯
、学
び
、努
力

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、

私
個
人
も
社
員
に
も
常
に
心
に
刻
ま

せ
て
い
た
い
か
ら
で
す
。

　
私
自
身
、社
会
に
出
て
か
ら
人
の
何

倍
も
学
び
、努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
自
分
に
厳
し
く
し
て
参
り
ま
し

た
。社
員
か
ら
見
れ
ば
、口
や
か
ま
し

い
、厳
し
い
経
営
者
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
全
て
は「
お
客
様
の
こ
と
を
考

る
こ
と
で
す
。そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、

「
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
商
品
と
は
何

か
」を
日
々
忘
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
食
品
の
場
合
、メ
ー
カ
ー
の
社
員
が

そ
の
商
品
を
自
分
で
も
実
際
に
食
べ

て
、「
だ
か
ら
こ
そ
勧
め
る
」と
い
う
姿

勢
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。や
は
り
目
先
の
利
益
だ
け
を
求
め

て
い
て
は
、先
々
の
会
社
の
継
続
は
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。

　
当
社
の
た
ま
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

値
段
は
、他
社
と
比
べ
て
も
決
し
て
安

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
、有
り

難
い
こ
と
に
生
協
や
お
客
様
の
評
判

で
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。一
般

的
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、濃
く
作
っ
た

も
の
を
薄
め
る
こ
と
で
製
造
コ
ス
ト
を

下
げ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、そ

れ
で
は
旨
味
が
薄
れ
て
し
ま
う
の
で
、

当
社
で
は
濃
縮
や
濃
度
を
薄
め
る
等

の
加
工
は
行
わ
ず
、製
造
し
た
そ
の
ま

ま
を
出
荷
し
ま
す
。だ
か
ら
、コ
ス
ト

を
下
げ
る
に
は
生
産
量
を
増
や
す
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、単
に
設
備
を

大
型
化
す
る
だ
け
で
は
味
の
バ
ラ
ン

え
る
」と
い
う
想
い
か
ら
で
す
。社
員

に
は
、「
会
社
か
ら
給
料
を
貰
う
ん

じ
ゃ
な
い
、お
客
様
か
ら
給
料
を
頂
い

て
い
る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
を
、朝
礼
で

も
よ
く
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
経
営
者
と
し
て
念
頭
に
置

い
て
い
る
の
は
、「
常
に
会
社
を
大
き
く

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
」と

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」で
す
。創
業
以

来
、お
か
げ
様
で
売
上
は
右
肩
上
が
り

に
伸
び
て
参
り
ま
し
た
が
、現
状
に
満

足
せ
ず
、今
後
も
今
ま
で
以
上
の
成
長

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。特
に
現
在
の

日
本
で
は
、モ
ノ
が
溢
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
が
薄
れ
世

の
中
全
体
が
停
滞
し
て
い
ま
す
が
、そ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、会
社
を
ど
こ

ま
で
大
き
く
出
来
る
か
は
経
営
者
の

意
識
に
よ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
主
力
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
は

じ
め
、お
客
様
に
喜
ば
れ
る
付
加
価
値

の
高
い
商
品
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ
と

で
人
々
の
健
康
に
寄
与
し
て
い
け
る
よ

う
、弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存

で
す
。

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　常に失敗を恐れずアイデアを出し、工夫を凝らしながら長年商品開発に力を
入れてこられました。中社長様のお話をお伺いした中で、目先の利益だけを求
めるのではなく、「お客様の事を第一に考えた商品づくり」を追求されてきたか
らこそ、「黒酢たまねぎドレッシング」のようなこだわりの詰まった商品が生まれ
ているのだと拝察致します。
　これから特に力を入れていきたいと仰っていた介護用補助食品「むせないとろみ」
は、高齢化社会の進展に伴って、今後更に需要の拡大が見込まれる商品だと感じ
ます。これらの商品のご提供により、健康で笑顔の絶えないお客様の暮らしを支
え、社会に貢献されることで、御社が益々ご活躍されることを期待致します。

一
生
涯
努
力
を
忘
れ
ず
に

「
お
客
様
」を
第
一
に
考
え
て

商
品
づ
く
り
を

株式会社 アジア食品

▲介護用補助食品「むせないとろみ」

▲とろみを使用した「とろみパン」（9月中旬販売予定）

▲こだわりギフトセットC

▲とろみを使用した「とろみハンバーグ」（9月中旬販売予定）▲工場外観

▲黒酢たまねぎドレッシング▲中社長

▲商標登録証
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▲商標登録証
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海
上
に
浮
か
ぶ

み
し
ま
箕
島
に
世
界
初
の
海

上
空
港「
長
崎
空
港
」が
開
港
し
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
当
社
は
、新
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
で
の
営
業
を
開
始
。開
港
後
は

航
空
機
の
大
型
化
や
増
便
、国
際
線

就
航
に
合
わ
せ
た
増
改
築
を
実
施
し
、

施
設
や
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）

か
ら
は
、新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
、

よ
り
快
適
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
拡

充
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
充
実
等
、２
年

間
に
わ
た
る
大
規
模
な
改
修
工
事
を

実
施
。08
年（
平
成
20
年
）12
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
後
、09
年（
平
成
21
年
）２
月

に
は
、お
か
げ
様
で
設
立
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
や
は
り
当
社
の
最
大
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
は
、75
年（
昭
和
50
年
）に

誕
生
し
た
長
崎
空
港
の
開
港
か
と
思

い
ま
す
。長
崎
空
港
は
、九
州
に
お
い

て
唯
一
、全
国
で
も
数
少
な
い
長
さ

3
，0
0
0
m
・
幅
60
m
と
い
う
滑
走

　
当
社
は
、1
9
5
9
年（
昭
和
34

年
）２
月
に
地
方
公
共
団
体
・
運
輸
機

関
・
経
済
界
か
ら
の
出
資
に
よ
り
、大

村
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
運
営
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。75
年（
昭

和
50
年
）５
月
に
は
、高
度
経
済
成
長

を
背
景
と
し
た
航
空
需
要
の
増
加
と

航
空
機
の
ジ
ェッ
ト
化
に
対
応
出
来
る

新
空
港
建
設
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、旧
空
港
か
ら
沖
合
約
３
k
m
の

長崎空港ビルディング 株式会社

▲左から日髙社長、小幡頭取

海
上
空
港
と
な
っ
た
後
の

大
規
模
改
修
で
、

安
心・安
全・快
適
性
が
更
に
向
上

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

大
村
支
店

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

日
髙 

誠
一
郎
氏

〝
通
過
点
か
ら
目
的
地
へ
〞の

シ
フ
ト
を
実
現
し
、九
州
で
品
質
№
１
の

空
港
の
評
価
を
確
立
し
た
い
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会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。75
年（
昭

和
50
年
）５
月
に
は
、高
度
経
済
成
長

を
背
景
と
し
た
航
空
需
要
の
増
加
と

航
空
機
の
ジ
ェッ
ト
化
に
対
応
出
来
る

新
空
港
建
設
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、旧
空
港
か
ら
沖
合
約
３
k
m
の

長崎空港ビルディング 株式会社

▲左から日髙社長、小幡頭取

海
上
空
港
と
な
っ
た
後
の

大
規
模
改
修
で
、

安
心・安
全・快
適
性
が
更
に
向
上

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

大
村
支
店

長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

日
髙 

誠
一
郎
氏

〝
通
過
点
か
ら
目
的
地
へ
〞の

シ
フ
ト
を
実
現
し
、九
州
で
品
質
№
１
の

空
港
の
評
価
を
確
立
し
た
い
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具
体
的
に
は
ま
ず
、空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
機
能
を
充
実
さ
せ
て
安
全
で
快
適

な
空
間
と〝
お
も
て
な
し
〞の
心
溢
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
全
力

を
傾
注
し
、空
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、旅
客
数
と
い
っ
た
外
部
環
境

に
左
右
さ
れ
に
く
い
堅
実
な
企
業
体

質
の
構
築
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。更

に
、空
港
事
業
本
部
・
営
業
本
部
・
業

務
本
部
が
連
携
し
て
様
々
な
施
策
に

取
り
組
み
な
が
ら
、同
時
に
、新
た
な

目
標
へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
よ
う
何

事
も
積
極
的
に「
受
信・発
信
」し
、ス

ピ
ー
ド
の
あ
る「
行
動
」に
反
映
さ
せ

て
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る
企
業
と
し

て
の
経
営
活
動
を
展
開
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
そ
し
て
、全
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
実
践

の
基
礎
と
な
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
社
員
一
人
ひ
と
り

が「
小
さ
な
こ
と
」「
当
た
り
前
の
こ

と
」を〝
真
剣
に
〞か
つ〝
丁
寧
に
〞実
践

す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

路
を
備
え
た
地
方
空
港
で
あ
り
、パ
イ

ロ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
離
発
着
が
し
易
く
、

ま
た
周
辺
住
民
に
と
っ
て
は
騒
音
が

気
に
な
ら
な
い
環
境
を
有
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
長
崎
空
港
は
、大
き

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
の
で

す
が
、そ
の
全
て
を
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。だ
か
ら
こ
そ

今
、長
崎
空
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、地
域
と
共
存

す
る
魅
力
的
な
空
港
を
目
指
し
更
に

発
展
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
当
社
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は
、日
本
の

「
西
の
空
の
玄
関
口
」・長
崎
と
い
う
位

置
づ
け
の
中
で
、「
九
州
で
品
質
№
１
の

空
港
」と
い
う
高
い
評
価
を
確
立
さ
せ

る
こ
と
で
す
。そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
の
が
、「
安
全
快
適
」「
顧
客
第
一
」

「
健
全
経
営
」「
地
域
貢
献
」で
す
。

発
し
た
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
一
つ

で「
第
43
回
長
崎
県
特
産
品
新
作
展
」

ス
イ
ー
ツ
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た「
じ
ゃ
が
メ
ル
」は
、雲
仙
で
採
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
チ
ッ
プ
ス
に
し
て
濃
厚

キ
ャ
ラ
メ
ル
と
絡
め
た
長
崎
の
新
し
い

ス
イ
ー
ツ
と
し
て
、空
港
売
店
で
も
人

気
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
全
国

の
空
港
ビ
ル
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

空
港
限
定
商
品
や
ご
当
地
の
名
産
品

を
購
入
出
来
る「
ク
ー
コ・モ
ー
ル
」と

い
う
空
港
通
販
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
他
、空
港
を

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
提
供
し
、

県
下
各
地
の
物
産
展
を
開
催
す
る

等
、多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
近
年
、全
国
で
推
進
さ
れ
て
い
る

「
環
境
保
全
活
動
」に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。環
境
に
や
さ
し
い
空
港「
エ
コ
エ

ア
ポ
ー
ト
」を
目
標
に
、太
陽
光
発
電

の
導
入
に
加
え
、屋
上
や
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ひ
さ
し庇

の
緑
化
を
実
施
し
た
他
、

空
港
ビ
ル
自
体
が
外
光
を
取
り
入
れ

ら
れ
る
構
造
に
改
修
し
て
照
明
の
数

　
当
社
は
、ビ
ル
管
理
、物
販
、飲
食
、

旅
行
、航
空
機
地
上
作
業
等
、航
空
旅

客
の
利
用
促
進
と
空
港
機
能
を
支
え

る
複
数
の
事
業
を
一
体
的
に
運
営
し

て
い
ま
す
。こ
の
複
数
の
事
業
形
態

は
、全
国
の
空
港
ビ
ル
で
は
珍
し
く
、

当
社
最
大
の
特
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
事
業
の
中
で
も「
旅
客
需
要
の

掘
り
起
こ
し
」、つ
ま
り
空
港
利
用
の

促
進
は
重
要
課
題
で
す
。こ
の
課
題
を

ク
リ
ア
す
べ
く
県
内
３
ヵ
所
に
あ
る
当

社
の
旅
行
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
ら
旅
行

を
企
画
す
る
と
と
も
に
、積
極
的
な
斡

旋
に
よ
り
旅
客
ニ
ー
ズ
の
喚
起
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
、企
画
・
実
施

し
、人
気
を
集
め
た「
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ

イ
ン 

チ
ャ
ー
タ
ー
直
行
便
で
行
く
感

動
台
湾
４
日
間
」は
、そ
の
一
例
で
す
。

　「
県
物
産
振
興
等
へ
の
協
力
」に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え

ば
、製
造
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開

▲空港通販ポータルサイト「クーコ・モール」（ネット事業） ▲手作りキャラメル じゃがメル

▲長崎すいーとん ▲珈琲蘭倶度紗 ▲社員の皆様と

活
発
な
旅
客
需
要
発
掘・

自
社
商
品
開
発・環
境
保
全
活
動

に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
企
業
力

日
本
に
お
け
る

西
の
空
の
玄
関
口
・長
崎
で
、

「
九
州
で
品
質
№
１
の
空
港
」へ
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快
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サ
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を
提
供
す
る
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と
に
全
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を
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の
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関
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と
し
て
の
役
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を
果
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し
て
い
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と
思
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い
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す
。
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右
さ
れ
に
く
い
堅
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企
業
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も
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に
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ま
す
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に
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事
業
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・
営
業
本
部
・
業

務
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部
が
連
携
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て
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な
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に
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ら
、同
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な
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と
チ
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レ
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出
来
る
よ
う
何

事
も
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的
に「
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」し
、ス
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ド
の
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行
動
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、地
域
社
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に
貢
献
す
る
企
業
と
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の
経
営
活
動
を
展
開
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
そ
し
て
、全
て
の
キ
ー
ワ
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ド
実
践

の
基
礎
と
な
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
社
員
一
人
ひ
と
り

が「
小
さ
な
こ
と
」「
当
た
り
前
の
こ

と
」を〝
真
剣
に
〞か
つ〝
丁
寧
に
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践

す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

路
を
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方
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で
あ
り
、パ
イ

ロ
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ト
に
と
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て
は
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発
着
が
し
易
く
、

ま
た
周
辺
住
民
に
と
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て
は
騒
音
が
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に
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ら
な
い
環
境
を
有
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て
い
ま

す
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の
よ
う
に
長
崎
空
港
は
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な
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ン
シ
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ル
を
秘
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て
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る
の
で

す
が
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の
全
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を
使
い
こ
な
せ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
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ら
こ
そ

今
、長
崎
空
港
の
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シ
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ル
を
最
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限
に
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が
ら
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と
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に
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と
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で
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と

こ
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で
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。

　
当
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の
経
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と
い
う
位

置
づ
け
の
中
で
、「
九
州
で
品
質
№
１
の

空
港
」と
い
う
高
い
評
価
を
確
立
さ
せ

る
こ
と
で
す
。そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
の
が
、「
安
全
快
適
」「
顧
客
第
一
」

「
健
全
経
営
」「
地
域
貢
献
」で
す
。

発
し
た
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
一
つ

で「
第
43
回
長
崎
県
特
産
品
新
作
展
」

ス
イ
ー
ツ
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た「
じ
ゃ
が
メ
ル
」は
、雲
仙
で
採
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
チ
ッ
プ
ス
に
し
て
濃
厚

キ
ャ
ラ
メ
ル
と
絡
め
た
長
崎
の
新
し
い

ス
イ
ー
ツ
と
し
て
、空
港
売
店
で
も
人

気
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
全
国

の
空
港
ビ
ル
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

空
港
限
定
商
品
や
ご
当
地
の
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他
、空
港
を

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
提
供
し
、

県
下
各
地
の
物
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な
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ン
ト
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誘
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い
ま
す
。
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年
、全
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で
推
進
さ
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て
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る

「
環
境
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全
活
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」に
も
注
力
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て
い
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に
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い
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に
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に
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他
、

空
港
ビ
ル
自
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が
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を
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り
入
れ
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る
構
造
に
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て
照
明
の
数

　
当
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は
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、飲
食
、

旅
行
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機
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上
作
業
等
、航
空
旅
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の
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促
進
と
空
港
機
能
を
支
え
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の
事
業
を
一
体
的
に
運
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す
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の
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数
の
事
業
形
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は
、全
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の
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で
は
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く
、

当
社
最
大
の
特
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
事
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の
中
で
も「
旅
客
需
要
の

掘
り
起
こ
し
」、つ
ま
り
空
港
利
用
の

促
進
は
重
要
課
題
で
す
。こ
の
課
題
を

ク
リ
ア
す
べ
く
県
内
３
ヵ
所
に
あ
る
当

社
の
旅
行
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
ら
旅
行

を
企
画
す
る
と
と
も
に
、積
極
的
な
斡

旋
に
よ
り
旅
客
ニ
ー
ズ
の
喚
起
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
、企
画
・
実
施

し
、人
気
を
集
め
た「
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ

イ
ン 

チ
ャ
ー
タ
ー
直
行
便
で
行
く
感

動
台
湾
４
日
間
」は
、そ
の
一
例
で
す
。

　「
県
物
産
振
興
等
へ
の
協
力
」に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え

ば
、製
造
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開

▲空港通販ポータルサイト「クーコ・モール」（ネット事業） ▲手作りキャラメル じゃがメル

▲長崎すいーとん ▲珈琲蘭倶度紗 ▲社員の皆様と

活
発
な
旅
客
需
要
発
掘・

自
社
商
品
開
発・環
境
保
全
活
動

に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
企
業
力

日
本
に
お
け
る

西
の
空
の
玄
関
口
・長
崎
で
、

「
九
州
で
品
質
№
１
の
空
港
」へ
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　御社は、長崎空港旅客ターミナルビルの運営会社として、時代ごとの要望に
応えながら、発展・進化してこられました。空港としての本来の機能に加え、旅客
需要の喚起に向けた施策や地域貢献にも繋がる物産展の開催等を通して、長
崎全体を活性化しようとしておられる姿勢を拝見し、非常に感服致しました。
　今後も、往来される方にとって利便性が高く安全な通過点として、また更に魅
力ある目的地としてターミナルビル全体を運営され、「日本の西の空の玄関口」
である長崎空港が、ますます存在感を増していかれることを期待しています。

長崎空港ビルディング 株式会社

は
、当
社
の
大
き
な
努
力
項
目
で
す
。

当
社
で
は
、長
崎
県
お
も
て
な
し
運
動

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、社
内
で

は
私
が
委
員
長
と
な
っ
て「
C
S
推
進

委
員
会
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。ま
た

07
年（
平
成
19
年
）か
ら
は
サ
ー
ビ
ス

介
助
士
の
資
格
取
得
も
推
進
し
、現

在
の
有
資
格
者
は
42
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。空
港
全
体
に
お
け
る
C
S
向
上

活
動
と
し
て
は
、「
C
S
表
彰
」「
C
S

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
」等
を
行
っ
て
お

り
、こ
の
２
つ
は
本
年
度
よ
り
航
空
局

を
は
じ
め
当
社
や
航
空
会
社
、バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
会
社
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
長
崎
空
港
利
用
者
利
便
向
上

協
議
会
で
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い

ま
す
。

　「
青
少
年
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

支
援
」も
特
長
で
し
ょ
う
。当
社
は
、少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
N
A
B
I
C 

C
U
P
」を
主
催
す
る
と
と
も
に
、長

崎
陸
上
競
技
協
会
活
動
の
メ
イ
ン
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て「
雲
仙
小
浜
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
協
賛
。更
に
全
国

大
会
等
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
が
戦
い

を
削
減
。併
せ
て
空
調
用
イ
ン
バ
ー

タ
ー
設
備
の
導
入
や
館
内
照
明
の

L
E
D
化
も
進
め
、消
費
電
力
削
減

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
空
港
内
で
は
、「
長
崎
ら
し
さ
の
演

出
」も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
社
で
は
長

崎
空
港
に
お
客
様
が
降
り
立
っ
た
瞬

間
か
ら
長
崎
を
実
感
し
て
も
ら
う
為

に
、長
崎
県
内
の
行
事
に
合
わ
せ
た
館

内
装
飾
を
行
っ
て
い
ま
す
。空
港
ロ

ビ
ー
に
は
龍
踊
り
の「
龍
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

や「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
オ
ブ
ジ
ェ
」を
置
い
て

い
る
他
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
天
井
面
に

龍
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

作
品「
空
の
守
神
」を
設
置
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
、波
佐
見
焼
・
三
川
内
焼

の
陶
板
等
で
壁
面
を
装
飾
し
、長
崎
全

体
が
盛
り
上
が
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
C
S（
顧
客
満
足
）の
推
進
」

を
終
え
て
長
崎
空
港
に
到
着
す
る
際
、

関
連
機
関
と
の
連
携
で「
お
帰
り
な
さ

い
」セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、空
港
見
学
を
希
望
す
る
団
体

を
随
時
受
け
入
れ
て
、長
崎
空
港
P
R

の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、〝
日
本
L
C
C
元
年
〞。長

崎
空
港
に
は
既
に
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
就
航
し
て
お
り
、他
空
港
で
は

ジ
ェッ
ト
ス
タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
や
エ
ア
ア
ジ

ア・
ジ
ャ
パ
ン
が
運
航
開
始
し
て
い
ま

す
。国
に
お
い
て
も
、空
港
全
体
の
経
営

を
民
間
に
任
せ
る
と
い
う「
空
港
の
あ

り
方
」の
見
直
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
変
革
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

て
、当
社
も
時
流
に
乗
っ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
果
た
し「
空
港
の
あ
り
方
」

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
見
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
は
公
共
的
な
空
港
業

務
に
携
わ
る
だ
け
で
企
業
と
し
て
存

▲空の守神 ▲左から北川支店長、日髙社長、小幡頭取

▲日髙社長

▲空港内視察風景

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
、

長
崎
ら
し
さ
の
演
出・C
S
推
進・

地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
支
援
の
取
り
組
み

今
を
転
換
期
と
し
て
捉
え
、

通
過
点
か
ら
目
的
地
へ
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
ジ
を
図
る

動
す
る
」社
員
へ
の
成
長
を
促
し
て
い

ま
す
。先
述
の
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
の
資

格
取
得
奨
励
を
は
じ
め
、昼
食
時
に
社

長
室
で
開
催
す
る「
ワ
イ
ガ
ヤ
会
」で

の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
は
、そ
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
今
こ
そ
が
転
換
期
！
韓
国

や
中
国
か
ら
近
い
地
の
利
、そ
し
て
長

崎
の
歴
史・自
然・文
化
と
い
っ
た
観
光

資
源
を
活
か
し
た
地
域
一
体
型
の
改

革
を
促
進
し
て
、「
西
の
玄
関
口
」た
る

に
相
応
し
い
新
た
な
空
港
へ
と
進
化
す

る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

続
出
来
た
時
代
で
し
た
が
、今
は
生
き

残
り
を
か
け
て
知
恵
を
出
し
合
い
、よ

り
能
動
的
に
前
へ
進
む
時
代
で
す
。

　
そ
こ
で
当
社
で
は
、空
港
を「
通
過

点
」か
ら「
目
的
地
」へ
と
シ
フ
ト
さ
せ

る
べ
く
、様
々
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。映
画
館
や
温
泉
を

併
設
し
た
新
千
歳
空
港
等
は
、大
規

模
空
港
と
商
業
施
設
の
充
実
で
航
空

旅
客
以
外
の
誘
客
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
空
港
も
多
く
の
地
元
の
人
が
訪

れ
る
空
港
に
変
革
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
為
の「
人
材
育

成
」は
プ
ラ
ン
実
現
の

上
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
ま
す
。当
社

で
は
社
員
一
人
ひ
と

り
が「
受
信
・
発
信
そ

し
て
行
動
」と
い
う
三

つ
の
能
力
を
備
え
る
よ

う
に
な
る
為
の
育
成
に

注
力
し
て
お
り
、あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て

「
自
主
的
に
考
え
行
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　御社は、長崎空港旅客ターミナルビルの運営会社として、時代ごとの要望に
応えながら、発展・進化してこられました。空港としての本来の機能に加え、旅客
需要の喚起に向けた施策や地域貢献にも繋がる物産展の開催等を通して、長
崎全体を活性化しようとしておられる姿勢を拝見し、非常に感服致しました。
　今後も、往来される方にとって利便性が高く安全な通過点として、また更に魅
力ある目的地としてターミナルビル全体を運営され、「日本の西の空の玄関口」
である長崎空港が、ますます存在感を増していかれることを期待しています。

長崎空港ビルディング 株式会社

は
、当
社
の
大
き
な
努
力
項
目
で
す
。

当
社
で
は
、長
崎
県
お
も
て
な
し
運
動

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、社
内
で

は
私
が
委
員
長
と
な
っ
て「
C
S
推
進

委
員
会
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。ま
た

07
年（
平
成
19
年
）か
ら
は
サ
ー
ビ
ス

介
助
士
の
資
格
取
得
も
推
進
し
、現

在
の
有
資
格
者
は
42
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。空
港
全
体
に
お
け
る
C
S
向
上

活
動
と
し
て
は
、「
C
S
表
彰
」「
C
S

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
」等
を
行
っ
て
お

り
、こ
の
２
つ
は
本
年
度
よ
り
航
空
局

を
は
じ
め
当
社
や
航
空
会
社
、バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
会
社
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
長
崎
空
港
利
用
者
利
便
向
上

協
議
会
で
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い

ま
す
。

　「
青
少
年
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

支
援
」も
特
長
で
し
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う
。当
社
は
、少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
N
A
B
I
C 

C
U
P
」を
主
催
す
る
と
と
も
に
、長

崎
陸
上
競
技
協
会
活
動
の
メ
イ
ン
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て「
雲
仙
小
浜
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」に
協
賛
。更
に
全
国

大
会
等
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
が
戦
い

を
削
減
。併
せ
て
空
調
用
イ
ン
バ
ー

タ
ー
設
備
の
導
入
や
館
内
照
明
の

L
E
D
化
も
進
め
、消
費
電
力
削
減

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
空
港
内
で
は
、「
長
崎
ら
し
さ
の
演

出
」も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
社
で
は
長

崎
空
港
に
お
客
様
が
降
り
立
っ
た
瞬

間
か
ら
長
崎
を
実
感
し
て
も
ら
う
為

に
、長
崎
県
内
の
行
事
に
合
わ
せ
た
館

内
装
飾
を
行
っ
て
い
ま
す
。空
港
ロ

ビ
ー
に
は
龍
踊
り
の「
龍
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

や「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
オ
ブ
ジ
ェ
」を
置
い
て

い
る
他
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
天
井
面
に

龍
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

作
品「
空
の
守
神
」を
設
置
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
、波
佐
見
焼
・
三
川
内
焼

の
陶
板
等
で
壁
面
を
装
飾
し
、長
崎
全

体
が
盛
り
上
が
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
C
S（
顧
客
満
足
）の
推
進
」

を
終
え
て
長
崎
空
港
に
到
着
す
る
際
、

関
連
機
関
と
の
連
携
で「
お
帰
り
な
さ

い
」セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、空
港
見
学
を
希
望
す
る
団
体

を
随
時
受
け
入
れ
て
、長
崎
空
港
P
R

の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、〝
日
本
L
C
C
元
年
〞。長

崎
空
港
に
は
既
に
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
就
航
し
て
お
り
、他
空
港
で
は

ジ
ェッ
ト
ス
タ
ー・ジ
ャ
パ
ン
や
エ
ア
ア
ジ

ア・
ジ
ャ
パ
ン
が
運
航
開
始
し
て
い
ま

す
。国
に
お
い
て
も
、空
港
全
体
の
経
営

を
民
間
に
任
せ
る
と
い
う「
空
港
の
あ

り
方
」の
見
直
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
変
革
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

て
、当
社
も
時
流
に
乗
っ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
果
た
し「
空
港
の
あ
り
方
」

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
見
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
は
公
共
的
な
空
港
業

務
に
携
わ
る
だ
け
で
企
業
と
し
て
存

▲空の守神 ▲左から北川支店長、日髙社長、小幡頭取

▲日髙社長

▲空港内視察風景

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
、

長
崎
ら
し
さ
の
演
出・C
S
推
進・

地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
支
援
の
取
り
組
み

今
を
転
換
期
と
し
て
捉
え
、

通
過
点
か
ら
目
的
地
へ
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
ジ
を
図
る

動
す
る
」社
員
へ
の
成
長
を
促
し
て
い

ま
す
。先
述
の
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
の
資

格
取
得
奨
励
を
は
じ
め
、昼
食
時
に
社

長
室
で
開
催
す
る「
ワ
イ
ガ
ヤ
会
」で

の
自
由
闊
達
な
意
見
交
換
は
、そ
の

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
今
こ
そ
が
転
換
期
！
韓
国

や
中
国
か
ら
近
い
地
の
利
、そ
し
て
長

崎
の
歴
史・自
然・文
化
と
い
っ
た
観
光

資
源
を
活
か
し
た
地
域
一
体
型
の
改

革
を
促
進
し
て
、「
西
の
玄
関
口
」た
る

に
相
応
し
い
新
た
な
空
港
へ
と
進
化
す

る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

続
出
来
た
時
代
で
し
た
が
、今
は
生
き

残
り
を
か
け
て
知
恵
を
出
し
合
い
、よ

り
能
動
的
に
前
へ
進
む
時
代
で
す
。

　
そ
こ
で
当
社
で
は
、空
港
を「
通
過

点
」か
ら「
目
的
地
」へ
と
シ
フ
ト
さ
せ

る
べ
く
、様
々
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。映
画
館
や
温
泉
を

併
設
し
た
新
千
歳
空
港
等
は
、大
規

模
空
港
と
商
業
施
設
の
充
実
で
航
空

旅
客
以
外
の
誘
客
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
空
港
も
多
く
の
地
元
の
人
が
訪

れ
る
空
港
に
変
革
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
為
の「
人
材
育

成
」は
プ
ラ
ン
実
現
の

上
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
ま
す
。当
社

で
は
社
員
一
人
ひ
と

り
が「
受
信
・
発
信
そ

し
て
行
動
」と
い
う
三

つ
の
能
力
を
備
え
る
よ

う
に
な
る
為
の
育
成
に

注
力
し
て
お
り
、あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て

「
自
主
的
に
考
え
行
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河合製氷冷蔵 株式会社4 9pp 河合製氷冷蔵

■創　　業：1986年10月
■設　　立：1993年10月
■所 在 地：熊本県八代市
■資 本 金：4,300万円
■従 業 員：22名
■事業内容：ドレッシング、介護用補助食品
■事業拠点：熊本県八代市（本社、工場）
■取 引 店：　　　　　　　　　  鏡支店  0965-52-1011

10 15p p

16 21pp

■設　　立：1959年2月
■所 在 地：長崎県大村市
■資 本 金：4億5,300万円
■従 業 員：327名
■事業内容：貸室並びに施設の賃貸業、航空事業者・航空旅客並びに航空

貨物に対する役務の提供、広告宣伝業、航空代理店業務、食堂
及び売店経営、旅行業法に基づく旅行業、損害保険代理店業務

■事業拠点：長崎県大村市（本社、事業所）、
長崎県長崎市、佐世保市（事業所）

■取 引 店：　　　　　　　　大村支店  0957-52-2111

■創　　業：1876年
■設　　立：1951年
■所 在 地：福岡市博多区
■資 本 金：3,500万円
■従 業 員：105名
■事業内容：冷蔵倉庫業、自動車運送利用業
■事業拠点：福岡市博多区(本社)、福岡市東区(営業本部、物流センター)、

福岡県古賀市(物流センター)、
福岡県糟屋郡(物流センター)

■取 引 店：　　　　　　　  博多駅前支店  092-441-3821

株式会社 アジア食品 アジア食品

長崎空港ビルディング
株式会社

長崎空港ビル

トップに聞く！ 会社概要

河合製氷冷蔵 株式会社

株式会社 アジア食品

長崎空港ビルディング 株式会社
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海外リポート特集

海外進出最前線
大連……P32
海外トピックス
…………P34

海外リポート
上海………P24

海外進出最前線
バンコク…P33

海外リポート
シンガポール…P28

Overseas Report

駐在員による



　
2
0
1
1
年
3
月
の
全
国
人
民
代
表

大
会（
全
人
代
）で
、「
第
十
二
次
五
ヵ
年

計
画
（
国
民
経
済
と
社
会
発
展
第
十
二

次
五
ヵ
年
規
画
綱
要
）」が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
中
で
、中
国
の
対
外
開
放
の

水
準
向
上
を
目
的
と
し
た
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
上
海
四
大
セ
ン
タ
ー
構
想
が

正
式
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、国
務
院（
中
央
政
府
）は
、上
海
市
を

国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
・
国
際
経
済
セ
ン

タ
ー
・
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
国
際
航

運（
海
運
･
港
湾
物
流
）セ
ン
タ
ー
と
位

置
付
け
、
そ
の
構
想
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、上
海
四

大
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
「
国
際
航
運
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
の
上
海
に
つ
い
て
リ

ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　　
上
海
港
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
当
時
中

国
の
清
が
英
国
に
敗
戦
し
た
こ
と
に
伴

い
、
1
8
4
2
年
に
締
結
さ
れ
た
南
京

条
約
に
よ
り
対
外
貿
易
港
と
し
て
開
港

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
上
海
市
は

1
8
4
0
年
代
か
ら
の
欧
米
列
強
諸
国

に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た「
租
界（
外
国
人

居
留
地
）」
や
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
の

「
対
外
経
済
技
術
開
発
区
」
等
に
よ
っ

て
、多
く
の
外
国
資
本
が
流
入
し
、中
国

最
大
の
経
済
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を

持
つ
上
海
港
は
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、

中
国
本
土
に
お
け
る
主
要
港
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
世
界
有
数
の
港
湾
に
ま

で
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
黄
浦
江
沿
い
の
地
域
か
ら
始
ま
っ
た

上
海
港
は
、
1
9
9
0
年
代
に
長
江
に

面
し
た
外
高
橋
地
区
に
中
心
が
移
り

ま
し
た
。そ
の
後
、2
0
0
5
年
に
は
、

中
国
経
済
の
発
展
に
伴
う
輸
出
入
量
急

増
や
コ
ン
テ
ナ
船
大
型
化
へ
の
対
応
の

為
、
洋
山
深
水
港
が
杭
州
湾
上
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。長
江
河
口
の
水
深
（
約
10
ｍ
）

に
対
し
て
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港

可
能
な
15
ｍ
以
上
を
確
保
す
る
為
に
、

杭
州
湾
上
の
大
洋
山
島
と
小
洋
山
島
の

2
つ
の
島
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
港
湾

で
す
。上
海
市
か
ら
、
全
長
32
・
5
ｋｍ
の

東
海
大
橋
で
結
ぶ
と
い
う
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
上
海
港
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
そ
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
か
ら
も
見
て
と
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
抜

き
世
界
第
1
位
と
な
っ
た
上
海
港
の

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
、
2
0
1
1
年
に

は
世
界
で
初
め
て
3,
0
0
0
万
T
E
U

（
１
T
E
U
は
2
0
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ

ナ
１
個
分
）
を
突
破
し
ま
し
た
。東
京
港

は
4
5
5
万
T
E
U
（
第
27
位
）、
日
本

全
体
で
も
1,
7
1
4
万
T
E
U
で
あ

る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
は
圧
巻
で
す
。ま
た
、
航
空

貨
物
取
扱
量
の
分
野
で
も
、
上
海
浦
東

国
際
空
港
は
2
0
1
1
年
に
世
界
第

3
位（
3
1
0
万
ト
ン
）と
高
ラ
ン
ク
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
は
、
こ
れ
ま
で
安
価
な
労
働
力

を
背
景
と
し
て
各
国
企
業
の
生
産
拠
点

が
集
中
し
、「
世
界
の
工
場
」
と
称
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
経
済
成
長

に
よ
っ
て「
世
界
の
市
場
」へ
と
変
貌
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
中
国

以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
同
様
の
道
を

辿
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、モ
ノ
の

流
れ
が
益
々
活
発
に
な
っ
て
い
く
環
境

を
追
い
風
と
し
て
、
上
海
市
は
国
際
航

運
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。下
の
「
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
上
位
3
港
（
上
海
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
香
港
）
と
東
京
港
の
過
去
推

移
」グ
ラ
フ
を
見
て
も
、
上
海
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
が
、
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国

の
経
済
成
長
と
比
例
し
て
増
加
し
て

い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。な
お
、
上

位
3
港
と
も
1
9
9
0
年
頃
か
ら
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
上
海
港
の

伸
び
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、
中
国
の
W
T
O
（
世
界
貿

易
機
関
）
へ
の
加
盟
に
よ
る
効
果
が
大

き
い
こ
と
に
加
え
、
上
海
市
が
国
際
物

流
拠
点
と
な
る
べ
く
、
後
述
の「
三
港
三

区
」
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
及

び
施
策
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　　
上
海
浦
東
新
区
に
あ
る
「
三
港
三
区
」

と
は
、
外
高
橋
港
・
洋
山
深
水
港
・

浦
東
空
港
の「
三
港
」と
外
高
橋
保
税
区

（
外
高
橋
保
税
物
流
園
区
を
含
む
）・

洋
山
保
税
港
区
・
浦
東
空
港
総
合
保
税

区
の
「
三
区
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。2
0
0
9 

年
11 

月
に
は
、
上
海
市

政
府
に
よ
っ
て
上
海
総
合
保
税
区
管
理

委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
浦
東
新
区
海
岸

線
の
南
北
1
0
0
ｋｍ
に
亘
る「
三
区
」を

統
一
的
に
管
理
し
て
、
そ
の
連
携
強
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

Overseas
Report

は
じ
め
に

1

上
海
港
の
沿
革

2

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

3

〜
中
国
か
ら

国
際
航
運
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
上
海

こ
う
ほ
こ
う

そ
と
た
か
は
し

三
港
三
区

4

■ 世界の主要空港の貨物取扱量ランキング（2011年）
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2
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1
1
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人
代
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第
十
二
次
五
ヵ
年

計
画
（
国
民
経
済
と
社
会
発
展
第
十
二

次
五
ヵ
年
規
画
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要
）」が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
中
で
、中
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外
開
放
の

水
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た
施
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一
つ

と
し
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上
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ン
タ
ー
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融
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済
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ン
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ー
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国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
国
際
航
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海
運
･
港
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流
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ン
タ
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と
位
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け
、
そ
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し
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い
く

こ
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海
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の
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国
際
航
運
セ
ン
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ー
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上
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に
つ
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す
。

　　
上
海
港
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
当
時
中

国
の
清
が
英
国
に
敗
戦
し
た
こ
と
に
伴

い
、
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さ
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京
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よ
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対
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と
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て
開
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さ
れ
ま
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の
後
、
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は

1
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4
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の
欧
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強
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国

に
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設
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、
1
9
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代
か
ら
の

「
対
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経
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技
術
開
発
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」
等
に
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て
、多
く
の
外
国
資
本
が
流
入
し
、中
国

最
大
の
経
済
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を

持
つ
上
海
港
は
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、

中
国
本
土
に
お
け
る
主
要
港
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
世
界
有
数
の
港
湾
に
ま

で
成
長
し
て
い
ま
す
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黄
浦
江
沿
い
の
地
域
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始
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1
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に
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橋
地
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に
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が
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り

ま
し
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後
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に
は
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中
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経
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の
発
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に
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う
輸
出
入
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急

増
や
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大
型
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へ
の
対
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の

為
、
洋
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杭
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上
に
建
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ま
し
た
。長
江
河
口
の
水
深
（
約
10
ｍ
）

に
対
し
て
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港

可
能
な
15
ｍ
以
上
を
確
保
す
る
為
に
、

杭
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湾
上
の
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洋
山
島
と
小
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山
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の

2
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の
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に
建
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で
す
。上
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、
全
長
32
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で
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ロ
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を
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世
界
第
1
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と
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は
、
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に

は
世
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で
初
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て
3,
0
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万
T
E
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（
１
T
E
U
は
2
0
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ

ナ
１
個
分
）
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突
破
し
ま
し
た
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京
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4
5
5
万
T
E
U
（
第
27
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）、
日
本

全
体
で
も
1,
7
1
4
万
T
E
U
で
あ

る
こ
と
と
比
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る
と
、
そ
の
ス
ケ
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ル

の
大
き
さ
は
圧
巻
で
す
。ま
た
、
航
空

貨
物
取
扱
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の
分
野
で
も
、
上
海
浦
東

国
際
空
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は
2
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に
世
界
第

3
位（
3
1
0
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ト
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高
ラ
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ク
に

位
置
し
て
い
ま
す
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中
国
は
、
こ
れ
ま
で
安
価
な
労
働
力

を
背
景
と
し
て
各
国
企
業
の
生
産
拠
点

が
集
中
し
、「
世
界
の
工
場
」
と
称
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
経
済
成
長

に
よ
っ
て「
世
界
の
市
場
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と
変
貌
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
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ま
す
。ま
た
、
中
国

以
外
の
ア
ジ
ア
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国
も
、
同
様
の
道
を

辿
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、モ
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の
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が
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発
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環
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風
と
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、
上
海
市
は
国
際
航

運
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て

い
る
と
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東
京
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の
過
去
推
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を
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も
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海
港
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コ
ン

テ
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取
扱
量
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、
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国

の
経
済
成
長
と
比
例
し
て
増
加
し
て

い
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た
こ
と
が
分
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り
ま
す
。な
お
、
上

位
3
港
と
も
1
9
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0
年
頃
か
ら
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の
上
海
港
の

伸
び
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、
中
国
の
W
T
O
（
世
界
貿

易
機
関
）
へ
の
加
盟
に
よ
る
効
果
が
大

き
い
こ
と
に
加
え
、
上
海
市
が
国
際
物

流
拠
点
と
な
る
べ
く
、
後
述
の「
三
港
三

区
」
に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
及

び
施
策
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

言
え
ま
す
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上
海
浦
東
新
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に
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る
「
三
港
三
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」

と
は
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外
高
橋
港
・
洋
山
深
水
港
・

浦
東
空
港
の「
三
港
」と
外
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橋
保
税
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橋
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流
園
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を
含
む
）・

洋
山
保
税
港
区
・
浦
東
空
港
総
合
保
税

区
の
「
三
区
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。2
0
0
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年
11 

月
に
は
、
上
海
市

政
府
に
よ
っ
て
上
海
総
合
保
税
区
管
理

委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
浦
東
新
区
海
岸

線
の
南
北
1
0
0
ｋｍ
に
亘
る「
三
区
」を

統
一
的
に
管
理
し
て
、
そ
の
連
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強
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
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アンカレッジ

ソウル・仁川

ドバイ国際

フランクフルト国際

ルイスビル国際

パリ・シャルルドゴール

東京・成田

シンガポール・チャンギ国際

マイアミ国際

ロサンゼルス国際

北京

台北・中正

中国

アメリカ

中国

アメリカ

韓国

UAE

ドイツ

アメリカ

フランス

日本

シンガポール

アメリカ

アメリカ

中国

台湾

 397 

 392 

 310 

 263 

 254 

 227 

 222 

 219 

 210 

 195 

 190 

 184 

 169 

 167 

 163 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
【出所：Airport  Council  International】

（単位：万トン）

順位 港湾名 国名 取扱量

【出所：上海総合保税区管理委員会発表値より作成】

1,571 

1,310 

270 

3,151 

49.9%

41.6%

8.6%

100.0%

外高橋港

洋山深水港

呉淞港 他

上海港 合計

コンテナ取扱量
（万TEU） 割合（%）

■ 世界の主要港湾のコンテナ取扱量ランキング（2011年）

上海

シンガポール

香港

深圳

釜山

寧波

広州

青島

ドバイ

ロッテルダム

天津

ポートケラン

高雄

ハンブルグ

アントワープ

東京

中国

シンガポール

中国

中国

韓国

中国

中国

中国

UAE

オランダ

中国

マレーシア

台湾

ドイツ

ベルギー

日本

 3,151 

 2,994 

 2,440 

 2,257 

 1,616 

 1,469 

 1,440 

 1,302 

 1,300 

 1,190 

 1,150 

 976 

 967 

 902 

 866 

 455 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

27
【出所：Containerization　International】
※TEU：貨物容量のおおよそを表す単位で、20フィートコンテナ1個分を1TEUとする。

（単位：万TEU）

順位 港湾名 国名 取扱量

Shanghai

【出所：Containerization　Internationalのデータを基に作成】
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■ 2011年コンテナ取扱量上位3港と東京港の過去推移
（単位：万TEU）
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香港 
東京 

25 FFG MONTHLY SURVEY Vol.52



　　
1
9
9
0
年
に
外
高
橋
保
税
区
は
、

中
国
で
最
初
に
保
税
区
の
認
可
を
受
け

ま
し
た
。浦
東
新
区
東
部
の
長
江
下
流

に
位
置
し
、
外
高
橋
港
と
隣
接
し
て
い

ま
す
。保
税
区
は
、
国
際
中
継
貿
易
、

加
工
貿
易
、物
流
業
、金
融
業
の
展
開
を

目
的
と
し
た
保
税
エ
リ
ア
で
あ
り
、
保
税

区
内
は「
外
国
」と
み
な
さ
れ
、
海
外
か

ら
の
輸
入
貨
物
に
対
す
る
関
税
や
増
値

税
（
日
本
に
お
け
る
消
費
税
の
よ
う
な

も
の
で
、
中
国
国
内
で
の
商
品
売
買
や

役
務
提
供
に
関
し
、
そ
の
付
加
価
値
に

課
せ
ら
れ
る
税
金
）
が
一
時
保
留
さ
れ

た
状
況
で
加
工
を
行
う
こ
と
等
が
可
能

で
す
。な
お
、
保
税
区
域
内
か
ら
中
国
国

内（
保
税
区
外
）に
製
品
を
納
入
し
な
い

限
り
、
関
税
や
増
値
税
を
納
付
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
保
税
区
内
企

業
が
中
国
国
内（
保
税
区
外
）か
ら
貨
物

を
購
入
す
る
場
合
、
増
値
税
が
一
旦
課

税
さ
れ
ま
す
が
、
所
定
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
税
物
流
園
区
は
、
保
税〝
物
流
〞の

展
開
に
特
化
し
た
エ
リ
ア
と
し
て
、

2
0
0
2
年
に
上
海
市
外
高
橋
保
税
区

内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
中
国

で
最
初
の
保
税
物
流
園
区
で
す
。保
税
物

流
園
区
で
は
、保
税
区
と
異
な
り
園
区
内

で
の
生
産
・
加
工
は
出
来
ま
せ
ん
が
、保

税
区
の
場
合
は
海
外
へ
輸
出
船
積
み
す

る
ま
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
増
値

税
還
付
が
、中
国
国
内（
区
外
）か
ら
の
貨

物
が
区
内
へ
搬
入
さ
れ
た
時
点
で「
み
な

し
輸
出
」
と
さ
れ
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

貨
物
搬
入
後
は
、
海
外
輸
入
者
の
名
義

で
ス
ト
ッ
ク
し
、
適
時
に
適
量
を
適
当

な
場
所
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
洋
山
保
税
港
区
は
、2
0
0
5
年
の

洋
山
深
水
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
中
国

で
最
初
の
保
税
港
区
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。保
税
港
区
は
、
保
税
区
・
保
税

物
流
園
区
・
輸
出
加
工
区
の
3
つ
の
機

能
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。輸
出
加
工

区
と
は
、
輸
出
製
品
生
産
企
業
を
集
約

し
て
効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的

に
つ
く
ら
れ
た
保
税
エ
リ
ア
で
、
中
国

国
内（
区
外
）か
ら
区
内
メ
ー
カ
ー
向
け

に
加
工
用
部
材
を
納
め
た
場
合
に
搬
入

（
み
な
し
輸
出
）
し
た
時
点
に
て
増
値
税

還
付
手
続
が
可
能
で
す
。

　
浦
東
空
港
総
合
保
税
区
は
、「
三
区
」

の
中
で
最
も
新
し
く
、
2
0
1
0
年
か

ら
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。他
の
「
三

区
」と
は
異
な
り
、
浦
東
空
港
に
隣
接
す

る
為
、
航
空
貨
物
の
取
扱
が
メ
イ
ン
と

な
り
ま
す
。中
国
で
初
め
て
の
空
港
を

中
心
と
し
た
保
税
区
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。総
合
保
税
区
の
機
能
は
、
前

述
の
保
税
港
区
と
同
様
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
な
国
際
航
運
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
施
策
に
よ

る
効
果
は
、上
海
市
の
周
辺
地
域
に
ま
で

波
及
し
て
い
ま
す
。上
段
の
グ
ラ
フ
は
、

「
上
海
市
と
上
海
税
関
区
の
輸
出
入
額
の

過
去
推
移
」
で
す
。前
述
の
コ
ン
テ
ナ
取

扱
量
増
加
と
同
様
に
、増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。但
し
、
上
海
税
関
区
の
輸
出
入
額

を
み
る
と
、
上
海
市
の
輸
出
入
額
と
大

き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
輸
入

で
あ
れ
ば
、
上
海
税
関
を
通
関
し
た
後

に
、上
海
市
以
外
の
地
域
へ
多
く
の
モ
ノ

が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。逆
に
輸
出
は
、
上
海
市
以
外
の
地
域

か
ら
も
多
く
の
モ
ノ
が
集
ま
り
、上
海
税

関
を
通
関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
上
海
市
と
江
蘇
省（
南
京
・
蘇
州
・
無

錫
・
常
州
・
鎮
江
・
南
通
・
揚
州
・
泰
州
）、

浙
江
省
（
杭
州
・
寧
波
・
嘉
興
・
湖
州
・

紹
興
・
舟
山
・
台
州
）の
16
市
か
ら
な
る

上
海
経
済
圏（
長
江
デ
ル
タ
経
済
圏
）は
、

中
国
経
済
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。面
積
が
中
国
全
土
の
2
％
強
、
人

口
が
中
国
全
人
口
の
12
％
弱
な
が
ら
、

G
D
P
は
中
国
全
体
の
21
％
強
と
大
き

な
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。上
海
経
済

圏
全
体
の
発
展
と
上
海
市
の
国
際
航
運

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
成
長
が
、相
互
に
寄

与
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
出
来
ま
す
。

　
最
近
、中
国
経
済
の
減
速
に
関
す
る
報

道
が
日
本
国
内
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。日
本
の
最
大
の
貿
易
相
手

国
で
あ
る
中
国
の
日
本
経
済
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
か
ら
の
報
道
と
思
わ
れ

ま
す
。確
か
に
減
速
し
て
い
る
側
面
は
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
港
湾
施
設
を
視
察
し

た
印
象
で
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル

か
ら
依
然
と
し
て
中
国
経
済
の
力
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。中
国
経
済
は
、
今
後
も

市
場
化
・
産
業
化
・
国
際
化
を
加
速
さ

せ
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
中
で
「
国

際
航
運
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
上
海
」
も

益
々
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。「
第
十
二
次
五
ヵ
年
計
画
」が

終
了
す
る
2
0
1
5
年
に
は
、
上
海
市
は

四
大
セ
ン
タ
ー
と
し
て
更
に
確
固
た
る

地
位
を
築
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上
海
経
済
圏
へ
の

波
及
効
果

5

最
後
に

6

1
外
高
橋
保
税
区

（
外
高
橋
保
税
物
流
園
区
を
含
む
）

2
洋
山
保
税
港
区

3
浦
東
空
港
総
合
保
税
区

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
長 

真
太
郎
）

全国（A）

上海市

江蘇省

浙江省

上海経済圏（B）
シェア
（B／A）

 134,735 

 2,347 

 7,899 

 5,463 

 15,709 

11.7%

2011年末
人口（万人）

面積
（万ｋ㎡）

GDP
（億元）

1人あたりGDP
（元）

輸出額
（億ドル）

輸入額
（億ドル）

 960 

 1 

 10 

 10 

 21 

2.1%

 471,564

 19,196

 48,604

 32,000

 99,800

21.2％

 35,083 

 82,560 

 61,649 

 58,665 

－

－

 17,435 

 2,276 

 2,271 

 930 

 5,478 

31.4%

 18,986 

 2,097 

 3,126 

 2,164 

 7,387 

38.9%

【出所：各統計年鑑のデータを基に作成】

（単位：億米ドル）
■ 上海市と上海税関区の輸出入額の過去推移 
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- 上
海
税
関
区

上
海
市

1990年

上
海
税
関
区

上
海
市

1995年

上
海
税
関
区

上
海
市

1996年

上
海
税
関
区

上
海
市

1997年

上
海
税
関
区

上
海
市

1998年

上
海
税
関
区

上
海
市

1999年

上
海
税
関
区

上
海
市

2000年

上
海
税
関
区

上
海
市

2001年

上
海
税
関
区

上
海
市

2002年

上
海
税
関
区

上
海
市

2003年

上
海
税
関
区

上
海
市

2004年

上
海
税
関
区

上
海
市

2005年

上
海
税
関
区

上
海
市

2006年

上
海
税
関
区

上
海
市

2007年

上
海
税
関
区

上
海
市

2008年

上
海
税
関
区

上
海
市

2009年

上
海
税
関
区

上
海
市

2010年

上
海
税
関
区

上
海
市

2011年

輸入 輸出 

【出所：上海統計年鑑のデータを基に作成】

物流園区（保税港区・総合保税区を含む）の活用イメージ

❶外高橋保税区

❷洋山保税港区

❸浦東空港総合保税区

1

3

2
杭州湾

【補足】
物流園区（保税港区・総合保税区も
同様）は外国とみなされ増値税還付
が可能なため、「中国→海外」や「海
外→中国」の物流以外に、「中国→中
国」の物流でも大きく活用できる。

国内企業A
物流園区倉庫 海外企業C

国内企業B
輸出
・輸
入

輸出・輸入
輸出・輸入

中 国

大洋山島
小洋山島

黄浦江
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1
9
9
0
年
に
外
高
橋
保
税
区
は
、

中
国
で
最
初
に
保
税
区
の
認
可
を
受
け

ま
し
た
。浦
東
新
区
東
部
の
長
江
下
流

に
位
置
し
、
外
高
橋
港
と
隣
接
し
て
い

ま
す
。保
税
区
は
、
国
際
中
継
貿
易
、

加
工
貿
易
、物
流
業
、金
融
業
の
展
開
を

目
的
と
し
た
保
税
エ
リ
ア
で
あ
り
、
保
税

区
内
は「
外
国
」と
み
な
さ
れ
、
海
外
か

ら
の
輸
入
貨
物
に
対
す
る
関
税
や
増
値

税
（
日
本
に
お
け
る
消
費
税
の
よ
う
な

も
の
で
、
中
国
国
内
で
の
商
品
売
買
や

役
務
提
供
に
関
し
、
そ
の
付
加
価
値
に

課
せ
ら
れ
る
税
金
）
が
一
時
保
留
さ
れ

た
状
況
で
加
工
を
行
う
こ
と
等
が
可
能

で
す
。な
お
、
保
税
区
域
内
か
ら
中
国
国

内（
保
税
区
外
）に
製
品
を
納
入
し
な
い

限
り
、
関
税
や
増
値
税
を
納
付
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
保
税
区
内
企

業
が
中
国
国
内（
保
税
区
外
）か
ら
貨
物

を
購
入
す
る
場
合
、
増
値
税
が
一
旦
課

税
さ
れ
ま
す
が
、
所
定
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
税
物
流
園
区
は
、
保
税〝
物
流
〞の

展
開
に
特
化
し
た
エ
リ
ア
と
し
て
、

2
0
0
2
年
に
上
海
市
外
高
橋
保
税
区

内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
中
国

で
最
初
の
保
税
物
流
園
区
で
す
。保
税
物

流
園
区
で
は
、保
税
区
と
異
な
り
園
区
内

で
の
生
産
・
加
工
は
出
来
ま
せ
ん
が
、保

税
区
の
場
合
は
海
外
へ
輸
出
船
積
み
す

る
ま
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
増
値

税
還
付
が
、中
国
国
内（
区
外
）か
ら
の
貨

物
が
区
内
へ
搬
入
さ
れ
た
時
点
で「
み
な

し
輸
出
」
と
さ
れ
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

貨
物
搬
入
後
は
、
海
外
輸
入
者
の
名
義

で
ス
ト
ッ
ク
し
、
適
時
に
適
量
を
適
当

な
場
所
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
洋
山
保
税
港
区
は
、2
0
0
5
年
の

洋
山
深
水
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
中
国

で
最
初
の
保
税
港
区
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。保
税
港
区
は
、
保
税
区
・
保
税

物
流
園
区
・
輸
出
加
工
区
の
3
つ
の
機

能
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。輸
出
加
工

区
と
は
、
輸
出
製
品
生
産
企
業
を
集
約

し
て
効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的

に
つ
く
ら
れ
た
保
税
エ
リ
ア
で
、
中
国

国
内（
区
外
）か
ら
区
内
メ
ー
カ
ー
向
け

に
加
工
用
部
材
を
納
め
た
場
合
に
搬
入

（
み
な
し
輸
出
）
し
た
時
点
に
て
増
値
税

還
付
手
続
が
可
能
で
す
。

　
浦
東
空
港
総
合
保
税
区
は
、「
三
区
」

の
中
で
最
も
新
し
く
、
2
0
1
0
年
か

ら
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。他
の
「
三

区
」と
は
異
な
り
、
浦
東
空
港
に
隣
接
す

る
為
、
航
空
貨
物
の
取
扱
が
メ
イ
ン
と

な
り
ま
す
。中
国
で
初
め
て
の
空
港
を

中
心
と
し
た
保
税
区
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。総
合
保
税
区
の
機
能
は
、
前

述
の
保
税
港
区
と
同
様
で
す
。

　
前
述
の
よ
う
な
国
際
航
運
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
施
策
に
よ

る
効
果
は
、上
海
市
の
周
辺
地
域
に
ま
で

波
及
し
て
い
ま
す
。上
段
の
グ
ラ
フ
は
、

「
上
海
市
と
上
海
税
関
区
の
輸
出
入
額
の

過
去
推
移
」
で
す
。前
述
の
コ
ン
テ
ナ
取

扱
量
増
加
と
同
様
に
、増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。但
し
、
上
海
税
関
区
の
輸
出
入
額

を
み
る
と
、
上
海
市
の
輸
出
入
額
と
大

き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
輸
入

で
あ
れ
ば
、
上
海
税
関
を
通
関
し
た
後

に
、上
海
市
以
外
の
地
域
へ
多
く
の
モ
ノ

が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。逆
に
輸
出
は
、
上
海
市
以
外
の
地
域

か
ら
も
多
く
の
モ
ノ
が
集
ま
り
、上
海
税

関
を
通
関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
上
海
市
と
江
蘇
省（
南
京
・
蘇
州
・
無

錫
・
常
州
・
鎮
江
・
南
通
・
揚
州
・
泰
州
）、

浙
江
省
（
杭
州
・
寧
波
・
嘉
興
・
湖
州
・

紹
興
・
舟
山
・
台
州
）の
16
市
か
ら
な
る

上
海
経
済
圏（
長
江
デ
ル
タ
経
済
圏
）は
、

中
国
経
済
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。面
積
が
中
国
全
土
の
2
％
強
、
人

口
が
中
国
全
人
口
の
12
％
弱
な
が
ら
、

G
D
P
は
中
国
全
体
の
21
％
強
と
大
き

な
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。上
海
経
済

圏
全
体
の
発
展
と
上
海
市
の
国
際
航
運

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
成
長
が
、相
互
に
寄

与
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
出
来
ま
す
。

　
最
近
、中
国
経
済
の
減
速
に
関
す
る
報

道
が
日
本
国
内
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。日
本
の
最
大
の
貿
易
相
手

国
で
あ
る
中
国
の
日
本
経
済
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
か
ら
の
報
道
と
思
わ
れ

ま
す
。確
か
に
減
速
し
て
い
る
側
面
は
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
港
湾
施
設
を
視
察
し

た
印
象
で
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル

か
ら
依
然
と
し
て
中
国
経
済
の
力
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。中
国
経
済
は
、
今
後
も

市
場
化
・
産
業
化
・
国
際
化
を
加
速
さ

せ
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
中
で
「
国

際
航
運
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
上
海
」
も

益
々
大
き
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。「
第
十
二
次
五
ヵ
年
計
画
」が

終
了
す
る
2
0
1
5
年
に
は
、
上
海
市
は

四
大
セ
ン
タ
ー
と
し
て
更
に
確
固
た
る

地
位
を
築
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上
海
経
済
圏
へ
の

波
及
効
果

5

最
後
に

6

1
外
高
橋
保
税
区

（
外
高
橋
保
税
物
流
園
区
を
含
む
）

2
洋
山
保
税
港
区

3
浦
東
空
港
総
合
保
税
区

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
長 

真
太
郎
）

全国（A）

上海市

江蘇省

浙江省

上海経済圏（B）
シェア
（B／A）

 134,735 

 2,347 

 7,899 

 5,463 

 15,709 

11.7%

2011年末
人口（万人）

面積
（万ｋ㎡）

GDP
（億元）

1人あたりGDP
（元）

輸出額
（億ドル）

輸入額
（億ドル）

 960 

 1 

 10 

 10 

 21 

2.1%

 471,564

 19,196

 48,604

 32,000

 99,800

21.2％

 35,083 

 82,560 

 61,649 

 58,665 

－

－

 17,435 

 2,276 

 2,271 

 930 

 5,478 

31.4%

 18,986 

 2,097 

 3,126 

 2,164 

 7,387 

38.9%

【出所：各統計年鑑のデータを基に作成】

（単位：億米ドル）
■ 上海市と上海税関区の輸出入額の過去推移 

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

- 上
海
税
関
区

上
海
市

1990年

上
海
税
関
区

上
海
市

1995年

上
海
税
関
区

上
海
市

1996年

上
海
税
関
区

上
海
市

1997年

上
海
税
関
区

上
海
市

1998年

上
海
税
関
区

上
海
市

1999年

上
海
税
関
区

上
海
市

2000年

上
海
税
関
区

上
海
市

2001年

上
海
税
関
区

上
海
市

2002年

上
海
税
関
区

上
海
市

2003年

上
海
税
関
区

上
海
市

2004年

上
海
税
関
区

上
海
市

2005年

上
海
税
関
区

上
海
市

2006年

上
海
税
関
区

上
海
市

2007年

上
海
税
関
区

上
海
市

2008年

上
海
税
関
区

上
海
市

2009年

上
海
税
関
区

上
海
市

2010年

上
海
税
関
区

上
海
市

2011年

輸入 輸出 

【出所：上海統計年鑑のデータを基に作成】

物流園区（保税港区・総合保税区を含む）の活用イメージ

❶外高橋保税区

❷洋山保税港区

❸浦東空港総合保税区

1

3

2
杭州湾

【補足】
物流園区（保税港区・総合保税区も
同様）は外国とみなされ増値税還付
が可能なため、「中国→海外」や「海
外→中国」の物流以外に、「中国→中
国」の物流でも大きく活用できる。

国内企業A
物流園区倉庫 海外企業C

国内企業B
輸出
・輸
入

輸出・輸入
輸出・輸入

中 国

大洋山島
小洋山島

黄浦江
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　「
ハ
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。「
ハ
ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教

の
戒
律
で「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
飲
食
出
来
る
物
や
出

来
る
行
為
の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、
イ
ス

ラ
ム
教
の
禁
ず
る
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル

類
を
含
ま
な
い
安
全
な
食
品
等
の
規
格

を
定
め
、原
材
料
や
製
造
工
程
、商
品
の

品
質
を
厳
格
に
審
査
し
て
規
格
に
適
合

し
た
商
品
を「
認
証
」し
、
そ
の
商
品
に

「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
を
表
示
さ
せ
る
こ
と

が「
ハ
ラ
ル
の
認
証
」で
す
。つ
ま
り
、「
ハ

ラ
ル
認
証
」は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
飲
食
す

る
為
に
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い「
認
証
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　　　
ハ
ラ
ル
と
認
め
ら
れ
「
ハ
ラ
ル
認
証
」

を
受
け
る
為
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
作
法

に
則
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
材
料
を
使
用

し
、
決
め
ら
れ
た
処
理
手
順
を
踏
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
製
造
工
程
に

お
い
て
、
豚
肉
を
揚
げ
た
油
で
調
理
し

て
い
な
い
こ
と
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
が
混

入
す
る
製
造
機
器
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
等
を
証
明
出
来
な
け
れ
ば
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
安
心
し
て
商
品
を
買
う
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
を
審
査
し

て「
ハ
ラ
ル
で
あ
る
」と
証
明
す
る
機
関

を「
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
」と
呼
び
、
こ
の

機
関
の
数
は
宗
教
団
体
や
任
意
団
体

等
、
世
界
に
数
百
団
体
存
在
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
世
界
中

に
多
く
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
敬
虔
な

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
国
を
あ
げ
て
ハ
ラ
ル
認
証
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。政
府
が
直
接
ハ
ラ
ル

認
証
機
関
を
持
っ
て
い
る
の
は
世
界
で

唯
一
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
、
政
府
に
よ

る
認
証
な
の
で
信
頼
性
が
非
常
に
高

く
、
そ
の
認
証
は
世
界
中
の
ハ
ラ
ル
市

場
で
通
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い

マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
状

に
も
触
れ
な
が
ら
、
ハ
ラ
ル
に
つ
い

て
考
察
し
ま
す
。

　
ハ
ラ
ル
食
品
を
主
に
口
に
す
る
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
、
世
界
に
ど
の
く
ら
い
存

在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。2
0
1
1
年

現
在
、世
界
の
人
口
は
約
70
億
人
、そ
の

中
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
約
20
億
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
イ
ス
ラ

ム
人
口
の
多
い
国
は
イ
ン
ド
（
2
・
5

億
人
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
２
億
人
）、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ（
1
・
5
億
人
）等
で

す
。富
裕
層
の
多
い
中
東
諸
国
に
も
全

体
で
２
億
人
以
上
、
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア

に
は
約
1,
8
0
0
万
人
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
暮
ら
し
て
お
り
、
日
本
の
人
口

と
比
較
し
て
も
こ
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ム
人
口
の
多
さ
に
驚
き
ま

す
。そ
し
て
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
人
口
は

年
率
1
・
8
％
程
度
の
割
合
で
増
加
し

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い

イ
ス
ラ
ム
教
で
す
が
、
彼
ら
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
は
人
生
の

基
盤
で
あ
り
生
活
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。そ
の
い
く
つ
か
を
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
特
徴
と
し
て
は
①
ハ
ラ
ル
食
品
を
食

べ
、②
1
日
に
5
回
、
メ
ッ
カ
の
方
角
に

向
か
っ
て
お
祈
り
を
し
、③
ラ
マ
ダ
ン

期
間
中
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
は
飲

食
を
控
え
、④
女
性
は
外
出
時
に
は
頭

部
や
肌
の
露
出
を
防
ぐ
ス
カ
ー
フ
を
身

に
付
け
る
こ
と
、等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
は
基
本
的
に
ハ
ラ
ル
食
品
を
飲

食
し
ま
す
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
豚
肉

は
禁
忌
で
す
。敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
多
い
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
東
諸
国
で

は
、
例
え
ば
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
入
口
の

ド
ア
に
は
「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
が
あ
る

他
、
食
品
ス
ー
パ
ー
で
は
ハ
ラ
ル
商
品

が
圧
倒
的
に
多
く
販
売
さ
れ
、
一
方
で

ハ
ラ
ル
以
外
の
商
品
は
売
り
場
の
隅

の
方
に
特
別
に
区
画
が
設
け
ら
れ
、
お

金
を
支
払
う
レ
ジ
も
別
々
で
す
。イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
一
般
的
な
ス
ー
パ
ー
で

も
、
豆
腐
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
様
々
な
も

の
に
「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。但
し
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
中

で
も
戒
律
に
対
す
る
意
識
に
は
若
干

の
温
度
差
が
あ
り
、
一
部
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
は
ハ
ラ
ル
食
品
以
外
の
も
の
を
食

す
機
会
も
稀
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
富
裕
層
の
多
い
非
イ
ス
ラ
ム

系
華
人
や
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
民
は
、

ハ
ラ
ル
を
全
く
意
識
せ
ず
自
由
に
飲
食

し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
博

多
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
店
は
、
連
日
行

列
も
出
来
る
等
、賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
1
日
に
5
回
、特
定

の
時
刻
に
メ
ッ
カ
の
方
角
に
向
か
っ
て

お
祈
り
を
し
ま
す
。最
近
で
は
こ
の
方
々

の
た
め
に
国
際
空
港
に
も
P
R
A
Y 

R
O
O
M
（
祈
り
の
部
屋
）
が
あ
り
ま
す

し
、イ
ス
ラ
ム
系
国
家
の
一
般
的
な
会
社

に
も
P
R
A
Y 

R
O
O
M
が
設
け
ら

れ
、イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
員
が
利
用
し
て

い
ま
す
。日
系
企
業
が
イ
ス
ラ
ム
教
国
家

に
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
を
設
け
る
場

合
に
も
、
社
員
の
為
に
P
R
A
Y 

R
O
O
M
を
準
備
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ラ
マ
ダ
ン
と
は
イ
ス
ラ
ム
暦
の「
９
月
」

の
こ
と
を
指
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
断

食
を
行
う
月
で
も
あ
り
ま
す
。イ
ス
ラ

ム
暦
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
太
陽

暦
と
比
べ
て
１
年
が
11
日
ほ
ど
短
く
、

お
よ
そ
33
年
で
季
節
が
一
巡
す
る
為
、

ラ
マ
ダ
ン
も
太
陽
暦
上
、毎
年
実
施
期
間

が
異
な
り
ま
す
。2
0
1
2
年
の
ラ
マ

ダ
ン
は
7
月
22
日
か
ら
8
月
18
日
で
、

こ
の
期
間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

一
切
の
飲
食
を
絶
ち
ま
す
。ラ
マ
ダ
ン

期
間
中
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、日
中
は
多

く
の
飲
食
店
が
店
を
閉
じ
る
他
、
観
光

客
や
非
イ
ス
ラ
ム
系
の
人
々
向
け
に

営
業
し
て
い
る
飲
食
店
で
は
周
囲
の

イ
ス
ラ
ム
系
の
人
々
に
配
慮
し
て
カ
ー

テ
ン
で
外
か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、
日
系
企
業

の
駐
在
員
に
よ
れ
ば
、
ラ
マ
ダ
ン
期
間

中
の
労
働
に
は
配
慮
が
必
要
に
な
る
と

い
う
話
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
の
女
性
は
ス
カ
ー
フ
を

被
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
最

近
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
化
粧
等
の
お

し
ゃ
れ
に
気
を
使
う
女
性
が
多
く
な
っ

た
こ
と
も
特
徴
で
す
。女
性
の
肌
に
直

接
触
れ
る
化
粧
品
も
ハ
ラ
ル
認
証
商
品

か
否
か
は
重
要
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
女
性

は
ハ
ラ
ル
認
証
済
の
化
粧
品
を
好
ん
で

購
入
し
て
お
り
、
そ
の
市
場
規
模
は

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
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　「
ハ
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。「
ハ
ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教

の
戒
律
で「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
飲
食
出
来
る
物
や
出

来
る
行
為
の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、
イ
ス

ラ
ム
教
の
禁
ず
る
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル

類
を
含
ま
な
い
安
全
な
食
品
等
の
規
格

を
定
め
、原
材
料
や
製
造
工
程
、商
品
の

品
質
を
厳
格
に
審
査
し
て
規
格
に
適
合

し
た
商
品
を「
認
証
」し
、
そ
の
商
品
に

「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
を
表
示
さ
せ
る
こ
と

が「
ハ
ラ
ル
の
認
証
」で
す
。つ
ま
り
、「
ハ

ラ
ル
認
証
」は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
飲
食
す

る
為
に
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い「
認
証
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　　　
ハ
ラ
ル
と
認
め
ら
れ
「
ハ
ラ
ル
認
証
」

を
受
け
る
為
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
作
法

に
則
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
材
料
を
使
用

し
、
決
め
ら
れ
た
処
理
手
順
を
踏
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
製
造
工
程
に

お
い
て
、
豚
肉
を
揚
げ
た
油
で
調
理
し

て
い
な
い
こ
と
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
が
混

入
す
る
製
造
機
器
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
等
を
証
明
出
来
な
け
れ
ば
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
安
心
し
て
商
品
を
買
う
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
を
審
査
し

て「
ハ
ラ
ル
で
あ
る
」と
証
明
す
る
機
関

を「
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
」と
呼
び
、
こ
の

機
関
の
数
は
宗
教
団
体
や
任
意
団
体

等
、
世
界
に
数
百
団
体
存
在
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
世
界
中

に
多
く
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
敬
虔
な

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
国
を
あ
げ
て
ハ
ラ
ル
認
証
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。政
府
が
直
接
ハ
ラ
ル

認
証
機
関
を
持
っ
て
い
る
の
は
世
界
で

唯
一
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
、
政
府
に
よ

る
認
証
な
の
で
信
頼
性
が
非
常
に
高

く
、
そ
の
認
証
は
世
界
中
の
ハ
ラ
ル
市

場
で
通
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い

マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
状

に
も
触
れ
な
が
ら
、
ハ
ラ
ル
に
つ
い

て
考
察
し
ま
す
。

　
ハ
ラ
ル
食
品
を
主
に
口
に
す
る
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
、
世
界
に
ど
の
く
ら
い
存

在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。2
0
1
1
年

現
在
、世
界
の
人
口
は
約
70
億
人
、そ
の

中
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
約
20
億
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
イ
ス
ラ

ム
人
口
の
多
い
国
は
イ
ン
ド
（
2
・
5

億
人
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
２
億
人
）、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ（
1
・
5
億
人
）等
で

す
。富
裕
層
の
多
い
中
東
諸
国
に
も
全

体
で
２
億
人
以
上
、
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア

に
は
約
1,
8
0
0
万
人
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
暮
ら
し
て
お
り
、
日
本
の
人
口

と
比
較
し
て
も
こ
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ム
人
口
の
多
さ
に
驚
き
ま

す
。そ
し
て
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
人
口
は

年
率
1
・
8
％
程
度
の
割
合
で
増
加
し

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い

イ
ス
ラ
ム
教
で
す
が
、
彼
ら
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
は
人
生
の

基
盤
で
あ
り
生
活
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。そ
の
い
く
つ
か
を
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
特
徴
と
し
て
は
①
ハ
ラ
ル
食
品
を
食

べ
、②
1
日
に
5
回
、
メ
ッ
カ
の
方
角
に

向
か
っ
て
お
祈
り
を
し
、③
ラ
マ
ダ
ン

期
間
中
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
は
飲

食
を
控
え
、④
女
性
は
外
出
時
に
は
頭

部
や
肌
の
露
出
を
防
ぐ
ス
カ
ー
フ
を
身

に
付
け
る
こ
と
、等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
は
基
本
的
に
ハ
ラ
ル
食
品
を
飲

食
し
ま
す
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
豚
肉

は
禁
忌
で
す
。敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
多
い
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
東
諸
国
で

は
、
例
え
ば
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
入
口
の

ド
ア
に
は
「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
が
あ
る

他
、
食
品
ス
ー
パ
ー
で
は
ハ
ラ
ル
商
品

が
圧
倒
的
に
多
く
販
売
さ
れ
、
一
方
で

ハ
ラ
ル
以
外
の
商
品
は
売
り
場
の
隅

の
方
に
特
別
に
区
画
が
設
け
ら
れ
、
お

金
を
支
払
う
レ
ジ
も
別
々
で
す
。イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
一
般
的
な
ス
ー
パ
ー
で

も
、
豆
腐
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
様
々
な
も

の
に
「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。但
し
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
中

で
も
戒
律
に
対
す
る
意
識
に
は
若
干

の
温
度
差
が
あ
り
、
一
部
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
は
ハ
ラ
ル
食
品
以
外
の
も
の
を
食

す
機
会
も
稀
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
富
裕
層
の
多
い
非
イ
ス
ラ
ム

系
華
人
や
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
民
は
、

ハ
ラ
ル
を
全
く
意
識
せ
ず
自
由
に
飲
食

し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
博

多
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
店
は
、
連
日
行

列
も
出
来
る
等
、賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
1
日
に
5
回
、特
定

の
時
刻
に
メ
ッ
カ
の
方
角
に
向
か
っ
て

お
祈
り
を
し
ま
す
。最
近
で
は
こ
の
方
々

の
た
め
に
国
際
空
港
に
も
P
R
A
Y 

R
O
O
M
（
祈
り
の
部
屋
）
が
あ
り
ま
す

し
、イ
ス
ラ
ム
系
国
家
の
一
般
的
な
会
社

に
も
P
R
A
Y 

R
O
O
M
が
設
け
ら

れ
、イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
員
が
利
用
し
て

い
ま
す
。日
系
企
業
が
イ
ス
ラ
ム
教
国
家

に
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な
ど
を
設
け
る
場

合
に
も
、
社
員
の
為
に
P
R
A
Y 

R
O
O
M
を
準
備
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ラ
マ
ダ
ン
と
は
イ
ス
ラ
ム
暦
の「
９
月
」

の
こ
と
を
指
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
断

食
を
行
う
月
で
も
あ
り
ま
す
。イ
ス
ラ

ム
暦
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
太
陽

暦
と
比
べ
て
１
年
が
11
日
ほ
ど
短
く
、

お
よ
そ
33
年
で
季
節
が
一
巡
す
る
為
、

ラ
マ
ダ
ン
も
太
陽
暦
上
、毎
年
実
施
期
間

が
異
な
り
ま
す
。2
0
1
2
年
の
ラ
マ

ダ
ン
は
7
月
22
日
か
ら
8
月
18
日
で
、

こ
の
期
間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

一
切
の
飲
食
を
絶
ち
ま
す
。ラ
マ
ダ
ン

期
間
中
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、日
中
は
多

く
の
飲
食
店
が
店
を
閉
じ
る
他
、
観
光

客
や
非
イ
ス
ラ
ム
系
の
人
々
向
け
に

営
業
し
て
い
る
飲
食
店
で
は
周
囲
の

イ
ス
ラ
ム
系
の
人
々
に
配
慮
し
て
カ
ー

テ
ン
で
外
か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、
日
系
企
業

の
駐
在
員
に
よ
れ
ば
、
ラ
マ
ダ
ン
期
間

中
の
労
働
に
は
配
慮
が
必
要
に
な
る
と

い
う
話
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
の
女
性
は
ス
カ
ー
フ
を

被
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
最

近
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
化
粧
等
の
お

し
ゃ
れ
に
気
を
使
う
女
性
が
多
く
な
っ

た
こ
と
も
特
徴
で
す
。女
性
の
肌
に
直

接
触
れ
る
化
粧
品
も
ハ
ラ
ル
認
証
商
品

か
否
か
は
重
要
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
女
性

は
ハ
ラ
ル
認
証
済
の
化
粧
品
を
好
ん
で

購
入
し
て
お
り
、
そ
の
市
場
規
模
は

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。
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世
界
の
イ
ス
ラ
ム
人
口
の
増
加
と
所

得
の
増
大
、
加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
る
電
子
商
取
引
の
一
般
化

等
に
よ
っ
て
、
世
界
の
ハ
ラ
ル
食
品
の

市
場
は
2
0
0
5
年
に
は
お
よ
そ
44
兆

円
、
現
在
で
は
60
兆
円
近
く
に
達
し
て

い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
食
品

に
限
ら
ず
、化
粧
品
や
医
薬
品
、洗
剤
や

歯
磨
き
粉
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
至
る
ま

で
ハ
ラ
ル
産
業
の
裾
野
は
非
常
に
大
き

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ラ
ル
産
業

全
体
で
は
2
0
0
兆
円
の
規
模
が
見
込

ま
れ
、
今
後
も
益
々
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
九
州
の
人
口
よ
り

も
多
い
1,
8
0
0
万
人
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。ハ
ラ
ル
の

商
品
事
情
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、

他
に
も
特
徴
的
な
光
景
が
見
ら
れ
ま

す
。そ
れ
は
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

の
街
中
や
ホ
テ
ル
等
で
は
、
イ
ラ
ン
や

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
い
っ
た
中
東
諸
国

か
ら
の
旅
行
者
を
非
常
に
多
く
見
か

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
理
由

は
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い
中

東
諸
国
の
人
々
に
と
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア

は
安
心
し
て
食
事
や
旅
行
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
る
国
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
が
、
ハ
ラ
ル
食
品
の
将
来
性
を
重
視

し
て
、「
ハ
ラ
ル
・
ハ
ブ
政
策
」
を
推
進

し
て
お
り
、
国
を
あ
げ
て
そ
の
生
産
・

物
流
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。レ
ポ
ー

ト
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
政
府
が
認
証
機
関
を
有
し

直
接
ハ
ラ
ル
認
証
を
行
っ
て
い
る
他
、

海
外
企
業
の
誘
致
等
を
実
施
し
、
ハ
ラ

ル
食
品
に
関
す
る
世
界
の
ハ
ブ
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
の
で
す
。こ

う
し
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の

「
ハ
ラ
ル
商
品
」
ま
た
は
「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
ハ
ブ
と
し
て
今
後
重
要
な
拠

点
と
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
毎
年
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ

れ
る
世
界
最
大
の
ハ
ラ
ル
見
本
市
に
は

日
本
を
含
む
世
界
中
か
ら
数
百
社
が
出

展
し
、
様
々
な
ハ
ラ
ル
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
展
示
し
活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、
こ
こ
1
〜
2
年
の
間
に

日
本
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
、
化
粧
品
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー

等
が
ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
マ
レ
ー

シ
ア
に
次
々
に
進
出
し
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
向
け
の
巨
大
市

場
へ
の
関
心
が
、
に
わ
か
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
も
「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。現
在
日

本
国
内
に
は
留
学
生
も
含
め
て
約
10
万

人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
い
る
と
推
計

さ
れ
、
こ
の
方
々
に
対
し
て
定
期
的
に

ハ
ラ
ル
食
品
を
集
め
て
販
売
を
し
て
い

る
国
内
の
店
舗
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
々
か
ら
日
本

へ
や
っ
て
来
る
観
光
客
は
年
々
増
加

し
、
中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
日
本
へ

の
観
光
客
数
は
2
0
1
2
年
上
半
期
だ

け
を
見
て
も
６
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
日
本
で
観
光
す

る
際
に
気
が
か
り
な
の
は
食
事
に
つ
い

て
で
す
。日
本
が
彼
ら
に
対
し
て
ハ
ラ

ル
認
証
取
得
の
食
事
を
安
定
的
に
提
供

出
来
れ
ば
、
来
日
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
観

光
客
が
一
層
増
加
し
彼
ら
の
消
費
意
欲

の
拡
大
に
繋
が
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
端
末
の
口
コ
ミ
等
を
通
じ
て

そ
の
情
報
が
広
が
れ
ば
観
光
客
数
と
消

費
量
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
長
ら
く
続
く
円
高
や

少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
に

直
面
し
て
お
り
、
そ
の
打
開
策
と
し
て

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
の
拡
大
を
模
索

す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
世
界
を
冷
静
に
見
渡
し
発
想
を
豊

か
に
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
可
能

性
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回
ご
紹
介
し

た
ハ
ラ
ル
以
外
の
イ
ス
ラ
ム
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
の
例
と
し
て
、
最
近
で
は
世
界
の

金
融
業
界
で
も
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
拡
大

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ス
ラ
ム
金

融
の
大
き
な
特
徴
は
、
金
利
の
概
念
が

な
い
こ
と
、取
引
相
手
等
の
当
事
者
が

イ
ス
ラ
ム
の
教
義
に
反
す
る
事
業
（
豚

肉
、ア
ル
コ
ー
ル
、武
器
、賭
博
等
）に
関

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
不
確
実
性
や
不

明
瞭
性
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

投
機
行
為
の
禁
止
で
す
。イ
ス
ラ
ム

金
融
資
産
は
、
年
に
数
10
％
の
勢
い
で

増
加
し
て
お
り
、
総
資
産
は
1
兆
ド
ル

を
超
え
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
ハ
ラ
ル
の
実
態
を

知
る
に
は
、
是
非
マ
レ
ー
シ
ア
等
の

イ
ス
ラ
ム
教
国
家
に
実
際
に
足
を
運
ば

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。昨
今
の
よ

う
に
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ
錯
綜
す
る

中
で
は
、ご
自
身
の
眼
で
観
察
し
体
感
さ

れ
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
リ
サ
ー
チ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、ハ
ラ
ル
の
認
証
機
関
と
取
得
手

続
き
、
更
に
は
認
証
違
反
の
際
の
罰
則
等

に
つ
い
て
は
、
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。認
証
機
関
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
確
認
出
来
ま

す
。当
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
で
も
可
能

な
範
囲
で
ハ
ラ
ル
に
関
す
る
情
報
を
ご

提
供
致
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
営
業
店

を
通
じ
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
　
酒
口
　
昇
）

最
後
に

4

1
マ
レ
ー
シ
ア
の「
ハ
ラ
ル
」市
場
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日
本
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お
け
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世
界
の
イ
ス
ラ
ム
人
口
の
増
加
と
所

得
の
増
大
、
加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
る
電
子
商
取
引
の
一
般
化

等
に
よ
っ
て
、
世
界
の
ハ
ラ
ル
食
品
の

市
場
は
2
0
0
5
年
に
は
お
よ
そ
44
兆

円
、
現
在
で
は
60
兆
円
近
く
に
達
し
て

い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
食
品

に
限
ら
ず
、化
粧
品
や
医
薬
品
、洗
剤
や

歯
磨
き
粉
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
至
る
ま

で
ハ
ラ
ル
産
業
の
裾
野
は
非
常
に
大
き

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ラ
ル
産
業

全
体
で
は
2
0
0
兆
円
の
規
模
が
見
込

ま
れ
、
今
後
も
益
々
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
九
州
の
人
口
よ
り

も
多
い
1,
8
0
0
万
人
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。ハ
ラ
ル
の

商
品
事
情
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、

他
に
も
特
徴
的
な
光
景
が
見
ら
れ
ま

す
。そ
れ
は
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

の
街
中
や
ホ
テ
ル
等
で
は
、
イ
ラ
ン
や

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
い
っ
た
中
東
諸
国

か
ら
の
旅
行
者
を
非
常
に
多
く
見
か

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
理
由

は
、
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い
中

東
諸
国
の
人
々
に
と
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア

は
安
心
し
て
食
事
や
旅
行
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
る
国
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
が
、
ハ
ラ
ル
食
品
の
将
来
性
を
重
視

し
て
、「
ハ
ラ
ル
・
ハ
ブ
政
策
」
を
推
進

し
て
お
り
、
国
を
あ
げ
て
そ
の
生
産
・

物
流
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。レ
ポ
ー

ト
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
政
府
が
認
証
機
関
を
有
し

直
接
ハ
ラ
ル
認
証
を
行
っ
て
い
る
他
、

海
外
企
業
の
誘
致
等
を
実
施
し
、
ハ
ラ

ル
食
品
に
関
す
る
世
界
の
ハ
ブ
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
の
で
す
。こ

う
し
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の

「
ハ
ラ
ル
商
品
」
ま
た
は
「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
」
の
ハ
ブ
と
し
て
今
後
重
要
な
拠

点
と
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
毎
年
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ

れ
る
世
界
最
大
の
ハ
ラ
ル
見
本
市
に
は

日
本
を
含
む
世
界
中
か
ら
数
百
社
が
出

展
し
、
様
々
な
ハ
ラ
ル
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
展
示
し
活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、
こ
こ
1
〜
2
年
の
間
に

日
本
の
食
品
メ
ー
カ
ー
や
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
、
化
粧
品
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー

等
が
ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
マ
レ
ー

シ
ア
に
次
々
に
進
出
し
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
向
け
の
巨
大
市

場
へ
の
関
心
が
、
に
わ
か
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
も
「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。現
在
日

本
国
内
に
は
留
学
生
も
含
め
て
約
10
万

人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
い
る
と
推
計

さ
れ
、
こ
の
方
々
に
対
し
て
定
期
的
に

ハ
ラ
ル
食
品
を
集
め
て
販
売
を
し
て
い

る
国
内
の
店
舗
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
々
か
ら
日
本

へ
や
っ
て
来
る
観
光
客
は
年
々
増
加

し
、
中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
日
本
へ

の
観
光
客
数
は
2
0
1
2
年
上
半
期
だ

け
を
見
て
も
６
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
日
本
で
観
光
す

る
際
に
気
が
か
り
な
の
は
食
事
に
つ
い

て
で
す
。日
本
が
彼
ら
に
対
し
て
ハ
ラ

ル
認
証
取
得
の
食
事
を
安
定
的
に
提
供

出
来
れ
ば
、
来
日
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
観

光
客
が
一
層
増
加
し
彼
ら
の
消
費
意
欲

の
拡
大
に
繋
が
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
端
末
の
口
コ
ミ
等
を
通
じ
て

そ
の
情
報
が
広
が
れ
ば
観
光
客
数
と
消

費
量
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
長
ら
く
続
く
円
高
や

少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
に

直
面
し
て
お
り
、
そ
の
打
開
策
と
し
て

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
の
拡
大
を
模
索

す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の

中
で
世
界
を
冷
静
に
見
渡
し
発
想
を
豊

か
に
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
可
能

性
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回
ご
紹
介
し

た
ハ
ラ
ル
以
外
の
イ
ス
ラ
ム
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
の
例
と
し
て
、
最
近
で
は
世
界
の

金
融
業
界
で
も
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
拡
大

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ス
ラ
ム
金

融
の
大
き
な
特
徴
は
、
金
利
の
概
念
が

な
い
こ
と
、取
引
相
手
等
の
当
事
者
が

イ
ス
ラ
ム
の
教
義
に
反
す
る
事
業
（
豚

肉
、ア
ル
コ
ー
ル
、武
器
、賭
博
等
）に
関

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
不
確
実
性
や
不

明
瞭
性
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

投
機
行
為
の
禁
止
で
す
。イ
ス
ラ
ム

金
融
資
産
は
、
年
に
数
10
％
の
勢
い
で

増
加
し
て
お
り
、
総
資
産
は
1
兆
ド
ル

を
超
え
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
ハ
ラ
ル
の
実
態
を

知
る
に
は
、
是
非
マ
レ
ー
シ
ア
等
の

イ
ス
ラ
ム
教
国
家
に
実
際
に
足
を
運
ば

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。昨
今
の
よ

う
に
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ
錯
綜
す
る

中
で
は
、ご
自
身
の
眼
で
観
察
し
体
感
さ

れ
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
リ
サ
ー
チ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、ハ
ラ
ル
の
認
証
機
関
と
取
得
手

続
き
、
更
に
は
認
証
違
反
の
際
の
罰
則
等

に
つ
い
て
は
、
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。認
証
機
関
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
確
認
出
来
ま

す
。当
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
で
も
可
能

な
範
囲
で
ハ
ラ
ル
に
関
す
る
情
報
を
ご

提
供
致
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
営
業
店

を
通
じ
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
　
酒
口
　
昇
）

最
後
に

4

1
マ
レ
ー
シ
ア
の「
ハ
ラ
ル
」市
場

2
日
本
に
お
け
る「
ハ
ラ
ル
」市
場

「
ハ
ラ
ル
」の
市
場
規
模

と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
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2
大
連
進
出
の
き
っ
か
け

1
会
社
概
要

2
工
場
の
立
地
事
情

3
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
業
拡
大

　
2
0
1
2
年
4
月
、大
連
市
で「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。同
店
は
、佐
賀
県
を
中
心
と

し
た「
九
州
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、九
州
各
地
の
郷
土
料
理

や
銘
酒
が
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、店
内
の
装
飾
に
は

佐
賀
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
有
田
焼
や
名
尾
和
紙
等
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、こ
の「
日
本
九
州
料
理 
和
匠 

有
明
」を
経
営
す
る
株
式
会
社
ら
ら
ら
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

同
社
は
、佐
賀
県
を
中
心
に
飲
食
店
を
展
開
す
る
ユ
ニ
コ
グ
ル

ー
プ
の
飲
食
子
会
社
と
し
て
2
0
0
5
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。佐
賀
市
に
本
社
を
置
き
、佐
賀
、福
岡
、長
崎
、山
口
な
ど

西
日
本
を
中
心
に
、ラ
ー
メ
ン
、カ
レ
ー
、焼
鳥
店
等
約
80
店
舗

を
展
開
し
て
い
ま
す
。同
社
代
表
取
締
役
の
内
田
社
長
に
、

大
連
進
出
の
き
っ
か
け
、出
店
時・現
在
の
苦
労
、今
後
の
事
業

展
開
につい
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
円
高
の
影
響
に
よ
る
国
内
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
で
消
費
が
衰
退
す
る
中
、外
食
産
業
が
こ
の
先

生
き
残
っ
て
い
く
為
に
は
、国
内
以
外
に
も
広
く
目
を
向
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、海
外
進
出
を
検
討
さ
れ
始
め
ま

し
た
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
2
位
な
が
ら
、ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

の
地
域
も
あ
り
、今
後
も
益
々
の
経
済
発
展
が
見
込
め
る
国
で

あ
る
と
感
じ
、中
国
進
出
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
か
ら
大
連
の
紹
介
が
あ
っ
た
こ
と
、日
本
で
修
行
を

積
ん
だ「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」の
料
理
長
が
大
連
出

身
と
い
う
こ
と
か
ら
、こ
こ
大
連
を
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。大
連

は
日
本
料
理
店
が
約
3
0
0
店
舗
あ
り
、日
本
食
に
対
す
る

抵
抗
が
少
な
く
、日
本
料
理
が
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
地
域
で
あ

る
の
も
出
店
を
決
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　　　
出
店
用
地
の
選
定
で
、集
客
が
見
込
め
る
立
地
や
同
社
の

想
定
す
る
家
賃
に
合
う
場
所
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、現
在

の
店
舗
に
決
ま
る
ま
で
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

不
動
産
賃
貸
相
場
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、良
い
物
件
を

見
つ
け
る
の
は
想
像
以
上
に
大
変
だ
っ
た
と
の
事
。少
し
で
も

有
利
な
契
約
を
結
ぶ
事
が
日
本
以
上
に
求
め
ら
れ
る
様
で
す
。

特
に
、契
約
解
除
時
に
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
違
約
金
支
払

等
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、事
前
交
渉
の
段
階
か
ら
不
動

産
会
社
・
家
主
と
契
約
の
取
り
決
め
を
綿
密
に
行
う
事
が

重
要
だ
と
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。現
在
苦
労
さ
れ
て
い
る
の

は
、ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ・料
理
人
に
日
本
の
接
客
、料
理
の
味
を

再
現
さ
せ
る
た
め
の
従
業
員
教
育
で
す
。日
本
と
中
国
で
は

文
化・習
慣
の
違
い
が
あ
り
、当
社
の
経
営
理
念
を
浸
透
さ
せ

る
よ
う
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、人
と
人
と
の
繋
が

り
が
大
切
だ
と
考
え
、人
脈
づ
く
り
、情
報
収
集
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
今
後
は
、「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」

を
軌
道
に
乗
せ
、日
本
料
理
店
だ
け
で
な
く
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
飲
食
店
展
開
を
志
向
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
連
で
は
、日
本
人
駐
在
員
や
出
張
者
だ
け
で
な
く
、中
国

人
に
も
日
本
料
理
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。本
場
九
州

料
理
の
味
を
限
り
な
く
再
現
さ
せ
、大
連
で
九
州
料
理
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
く
事
で
、今
後
益
々
、事
業
が
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（

大
連
駐
在
員
事
務
所
　
宮
城 

正
志
）

▲店舗入口にてスタッフと王料理長（右手前）
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3
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・
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在
の
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今
後
の
展
開

5
最
後
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井
上
喜
タ
イ
ラ
ン
ド
様
は
福
岡
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
井

上
喜
株
式
会
社
と
タ
イ
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
合
弁
で

1
9
8
9
年
10
月
に
設
立
さ
れ
、半
導
体
関
連
の
梱
包
資
材

の
製
造
販
売
、化
学
薬
品
や
窒
素
ガ
ス
発
生
装
置
の
販
売
と

いっ
た
商
社
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。井
上
喜
株
式
会
社

は
、1
6
6
1
年（
寛
文
元
年
）に
染
料（
天
然
化
学
品
）の
取

り
扱
い
を
開
始
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、長
年
の
業
歴

・伝
統
を
受
け
継
ぎ
、化
学
品
専
門
商
社
と
し
て
業
容
を
拡
大

し
て
こ
ら
れ
て
お
り
、九
州
を
ベ
ー
ス
と
し
て
国
内
に
17
ヶ
所
、

そ
し
て
ア
ジ
ア
に
8
ヶ
所（
台
湾
3・中
国
1・タ
イ
1・シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
1・マ
レ
ー
シ
ア
1・フ
ィ
リ
ピ
ン
1
）の
拠
点
を
構
え
、

営
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
で
の
事
業
展
開
は
、

1
9
8
9
年
の
主
力
取
引
先（
半
導
体
メ
ー
カ
ー
）の
バ
ン

コ
ク
進
出
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
数
年
の
間

に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
次
々
に
現
地
法
人
を

設
立
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　　
タ
イ
に
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
日
系
の
メ
ー
カ
ー

が
多
数
進
出
し
て
お
り
、そ
の
数
は
数
千
社
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。自
動
車（
完
成
車
体
）は
船
で
運
ぶ
た
め
、日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
組
立
工
場
は
タ
イ
湾
に
近
い
沿
岸
部（
首
都
バ
ン

コ
ク
の
南
部
郊
外
）に
集
ま
って
い
ま
す
が
、電
気
製
品
や
自
動

車
製
造
に
使
う
半
導
体
は
空
輸
出
来
る
こ
と
か
ら
、半
導
体

メ
ー
カ
ー
工
場
は
空
港
近
辺（
バ
ン
コ
ク
の
北
部
郊
外
：
現
在

国
際
空
港
は
東
部
へ
移
転
）に
集
中
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

タ
イ
の
北
部
か
ら
押
し
寄
せ
た
昨
年
の
洪
水
時
に
は
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
よ
り
も
電
気
製
品
メ
ー
カ
ー
の
方
が
直
接
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。半
導
体
関
連
製
品
を
数
多
く
取
り

扱
う
同
社
も
バ
ン
コ
ク
北
部
に
あ
り
、洪
水
の
被
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
。被
災
時
に
は
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
土
嚢
を
積
ん

だ
り
、資
材
を
運
び
出
し
臨
時
事
務
所
を
開
設
し
て
営
業
を

続
け
た
と
い
う
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　　
同
社
の
売
上
高
は
タ
イ
進
出
後
の
20
数
年
間
ほ
ぼ
一
定
の

水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、直
近
の
2
年
間
で
こ
れ
ま
で

の
3
倍
近
く
ま
で
伸
び
て
お
り
、そ
の
要
因
は『
新
規
取
引
先

の
開
拓
』と
の
こ
と
で
す
。同
社
で
は
、本
業
で
あ
る
半
導
体
関

連
の
梱
包
製
品
や
化
学
薬
品
の
販
売
に
加
え
、そ
の
販
売
の

過
程（
商
流
）の
中
で
倉
庫
保
管・在
庫
管
理・移
転
価
格
税
制

対
策
等
に
着
眼
さ
れ
、本
来
の
商
社
機
能
に
同
社
独
自
の

流
通
機
能
を
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
案
さ
れ
た
結
果
、

同
社
の
お
客
様
へ
の
生
産
支
援
に
大
き
く
繋
が
り
、大
口
の

販
売
先（
日
本
の
上
場
企
業
子
会
社
）を
数
社
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
同
社
の
流
通
機
能
は
前
述
の
洪
水
時
に
も
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
、タ
イ
の
日
系
メ
ー
カ
ー
が
操
業
不
能
で
世
界

的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
る
中
、同
社
は

国
内
外
各
方
面
か
ら
の
製
品
供
給
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
ま

し
た
。同
社
は
引
き
続
き
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
注
力
さ
れ

て
お
り
、タ
イ
、及
び
周
辺
諸
国
も
視
野
に
入
れ
た
更
な
る

業
容
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
同
社
を
訪
問
し
、そ
の
営
業
展
開
手
法
を
伺
う
こ
と
で
、

海
外
に
お
い
て
も『
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
』と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
や
、そ
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　
貞
方 

泰
徳
）

▲井上喜タイランドの皆様

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

井
上
喜
株
式
会
社 

〜Inoueki（Thailand
）Co.,Ltd.

〜
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2
大
連
進
出
の
き
っ
か
け

1
会
社
概
要

2
工
場
の
立
地
事
情

3
独
自
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
業
拡
大

　
2
0
1
2
年
4
月
、大
連
市
で「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。同
店
は
、佐
賀
県
を
中
心
と

し
た「
九
州
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、九
州
各
地
の
郷
土
料
理

や
銘
酒
が
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、店
内
の
装
飾
に
は

佐
賀
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
有
田
焼
や
名
尾
和
紙
等
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、こ
の「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」を
経
営
す
る
株
式
会
社
ら
ら
ら
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

同
社
は
、佐
賀
県
を
中
心
に
飲
食
店
を
展
開
す
る
ユ
ニ
コ
グ
ル

ー
プ
の
飲
食
子
会
社
と
し
て
2
0
0
5
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。佐
賀
市
に
本
社
を
置
き
、佐
賀
、福
岡
、長
崎
、山
口
な
ど

西
日
本
を
中
心
に
、ラ
ー
メ
ン
、カ
レ
ー
、焼
鳥
店
等
約
80
店
舗

を
展
開
し
て
い
ま
す
。同
社
代
表
取
締
役
の
内
田
社
長
に
、

大
連
進
出
の
き
っ
か
け
、出
店
時・現
在
の
苦
労
、今
後
の
事
業

展
開
につい
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
円
高
の
影
響
に
よ
る
国
内
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
で
消
費
が
衰
退
す
る
中
、外
食
産
業
が
こ
の
先

生
き
残
っ
て
い
く
為
に
は
、国
内
以
外
に
も
広
く
目
を
向
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、海
外
進
出
を
検
討
さ
れ
始
め
ま

し
た
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
2
位
な
が
ら
、ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

の
地
域
も
あ
り
、今
後
も
益
々
の
経
済
発
展
が
見
込
め
る
国
で

あ
る
と
感
じ
、中
国
進
出
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
か
ら
大
連
の
紹
介
が
あ
っ
た
こ
と
、日
本
で
修
行
を

積
ん
だ「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」の
料
理
長
が
大
連
出

身
と
い
う
こ
と
か
ら
、こ
こ
大
連
を
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。大
連

は
日
本
料
理
店
が
約
3
0
0
店
舗
あ
り
、日
本
食
に
対
す
る

抵
抗
が
少
な
く
、日
本
料
理
が
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
地
域
で
あ

る
の
も
出
店
を
決
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　　　
出
店
用
地
の
選
定
で
、集
客
が
見
込
め
る
立
地
や
同
社
の

想
定
す
る
家
賃
に
合
う
場
所
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、現
在

の
店
舗
に
決
ま
る
ま
で
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

不
動
産
賃
貸
相
場
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、良
い
物
件
を

見
つ
け
る
の
は
想
像
以
上
に
大
変
だ
っ
た
と
の
事
。少
し
で
も

有
利
な
契
約
を
結
ぶ
事
が
日
本
以
上
に
求
め
ら
れ
る
様
で
す
。

特
に
、契
約
解
除
時
に
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
違
約
金
支
払

等
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、事
前
交
渉
の
段
階
か
ら
不
動

産
会
社
・
家
主
と
契
約
の
取
り
決
め
を
綿
密
に
行
う
事
が

重
要
だ
と
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。現
在
苦
労
さ
れ
て
い
る
の

は
、ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ・料
理
人
に
日
本
の
接
客
、料
理
の
味
を

再
現
さ
せ
る
た
め
の
従
業
員
教
育
で
す
。日
本
と
中
国
で
は

文
化・習
慣
の
違
い
が
あ
り
、当
社
の
経
営
理
念
を
浸
透
さ
せ

る
よ
う
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、人
と
人
と
の
繋
が

り
が
大
切
だ
と
考
え
、人
脈
づ
く
り
、情
報
収
集
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
今
後
は
、「
日
本
九
州
料
理 

和
匠 

有
明
」

を
軌
道
に
乗
せ
、日
本
料
理
店
だ
け
で
な
く
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
飲
食
店
展
開
を
志
向
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
連
で
は
、日
本
人
駐
在
員
や
出
張
者
だ
け
で
な
く
、中
国

人
に
も
日
本
料
理
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。本
場
九
州

料
理
の
味
を
限
り
な
く
再
現
さ
せ
、大
連
で
九
州
料
理
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
く
事
で
、今
後
益
々
、事
業
が
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（

大
連
駐
在
員
事
務
所
　
宮
城 

正
志
）

▲店舗入口にてスタッフと王料理長（右手前）
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3
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現地法人名
住 所

T E L
親　会　社
住 所
T E L
F A X

大連編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
佐
賀
支
店
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

株
式
会
社
ら
ら
ら 

〜
大　
啦
啦　
咨　
服　
有
限
公
司
〜

　

 

井
上
喜
タ
イ
ラ
ン
ド
様
は
福
岡
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
井

上
喜
株
式
会
社
と
タ
イ
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
合
弁
で

1
9
8
9
年
10
月
に
設
立
さ
れ
、半
導
体
関
連
の
梱
包
資
材

の
製
造
販
売
、化
学
薬
品
や
窒
素
ガ
ス
発
生
装
置
の
販
売
と

いっ
た
商
社
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。井
上
喜
株
式
会
社

は
、1
6
6
1
年（
寛
文
元
年
）に
染
料（
天
然
化
学
品
）の
取

り
扱
い
を
開
始
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、長
年
の
業
歴

・伝
統
を
受
け
継
ぎ
、化
学
品
専
門
商
社
と
し
て
業
容
を
拡
大

し
て
こ
ら
れ
て
お
り
、九
州
を
ベ
ー
ス
と
し
て
国
内
に
17
ヶ
所
、

そ
し
て
ア
ジ
ア
に
8
ヶ
所（
台
湾
3・中
国
1・タ
イ
1・シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
1・マ
レ
ー
シ
ア
1・フ
ィ
リ
ピ
ン
1
）の
拠
点
を
構
え
、

営
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
で
の
事
業
展
開
は
、

1
9
8
9
年
の
主
力
取
引
先（
半
導
体
メ
ー
カ
ー
）の
バ
ン

コ
ク
進
出
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
数
年
の
間

に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
次
々
に
現
地
法
人
を

設
立
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　　
タ
イ
に
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
日
系
の
メ
ー
カ
ー

が
多
数
進
出
し
て
お
り
、そ
の
数
は
数
千
社
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。自
動
車（
完
成
車
体
）は
船
で
運
ぶ
た
め
、日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
組
立
工
場
は
タ
イ
湾
に
近
い
沿
岸
部（
首
都
バ
ン

コ
ク
の
南
部
郊
外
）に
集
ま
って
い
ま
す
が
、電
気
製
品
や
自
動

車
製
造
に
使
う
半
導
体
は
空
輸
出
来
る
こ
と
か
ら
、半
導
体

メ
ー
カ
ー
工
場
は
空
港
近
辺（
バ
ン
コ
ク
の
北
部
郊
外
：
現
在

国
際
空
港
は
東
部
へ
移
転
）に
集
中
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

タ
イ
の
北
部
か
ら
押
し
寄
せ
た
昨
年
の
洪
水
時
に
は
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
よ
り
も
電
気
製
品
メ
ー
カ
ー
の
方
が
直
接
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。半
導
体
関
連
製
品
を
数
多
く
取
り

扱
う
同
社
も
バ
ン
コ
ク
北
部
に
あ
り
、洪
水
の
被
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
。被
災
時
に
は
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
土
嚢
を
積
ん

だ
り
、資
材
を
運
び
出
し
臨
時
事
務
所
を
開
設
し
て
営
業
を

続
け
た
と
い
う
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　　
同
社
の
売
上
高
は
タ
イ
進
出
後
の
20
数
年
間
ほ
ぼ
一
定
の

水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、直
近
の
2
年
間
で
こ
れ
ま
で

の
3
倍
近
く
ま
で
伸
び
て
お
り
、そ
の
要
因
は『
新
規
取
引
先

の
開
拓
』と
の
こ
と
で
す
。同
社
で
は
、本
業
で
あ
る
半
導
体
関

連
の
梱
包
製
品
や
化
学
薬
品
の
販
売
に
加
え
、そ
の
販
売
の

過
程（
商
流
）の
中
で
倉
庫
保
管・在
庫
管
理・移
転
価
格
税
制

対
策
等
に
着
眼
さ
れ
、本
来
の
商
社
機
能
に
同
社
独
自
の

流
通
機
能
を
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
案
さ
れ
た
結
果
、

同
社
の
お
客
様
へ
の
生
産
支
援
に
大
き
く
繋
が
り
、大
口
の

販
売
先（
日
本
の
上
場
企
業
子
会
社
）を
数
社
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
同
社
の
流
通
機
能
は
前
述
の
洪
水
時
に
も
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
、タ
イ
の
日
系
メ
ー
カ
ー
が
操
業
不
能
で
世
界

的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
る
中
、同
社
は

国
内
外
各
方
面
か
ら
の
製
品
供
給
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
ま

し
た
。同
社
は
引
き
続
き
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
注
力
さ
れ

て
お
り
、タ
イ
、及
び
周
辺
諸
国
も
視
野
に
入
れ
た
更
な
る

業
容
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
同
社
を
訪
問
し
、そ
の
営
業
展
開
手
法
を
伺
う
こ
と
で
、

海
外
に
お
い
て
も『
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
』と
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
や
、そ
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　
貞
方 

泰
徳
）

▲井上喜タイランドの皆様

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

井
上
喜
株
式
会
社 

〜Inoueki（Thailand

）Co.,Ltd.

〜
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瀋
陽
市
は
、中
国
遼
寧
省
の
省
都
で
、中
国
東
北

部
の
主
要
都
市
の
一
つ
で
す
。そ
の
名
は
市
内
を

流
れ
る
瀋
水
と
い
う
河
が
中
国
東
北
部
に
位
置
す

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。現
在
、経
済
的
重
要

性
か
ら
、瀋
陽
は
全
国
に
15
都
市
存
在
す
る
副
省

級
市（
大
幅
な
自
主
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
地
方
自

治
体
の
一
種
で
、北
京・上
海
等
の
直
轄
市
に
次
ぐ

重
要
な
都
市
と
い
う
位
置
づ
け
）の
一
つ
に
も
指

定
さ
れ
て
お
り
、常
住
人
口
は
約
7
8
6
万
人
と
東

北
地
方
最
大
の
都
市
で
す
。そ
の
中
で
約
7
0
0

人
の
日
本
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、中
国
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
の
一
つ

で
あ
る「
国
家
歴
史
文
化
名
城
」に
指
定
さ
れ
る
ほ

ど
歴
史
的
文
化
財
等
が
多
く
残
っ
て
お
り
、ま
た
近

年
で
は
観
光
都
市
と
し
て
も
存
在
感
を
増
し
て
き

て
い
る
瀋
陽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

瀋
陽
の
歴
史
は
大
変
古
く
、7,
2
0
0
年
前
に

は
定
住
集
落
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

17
世
紀
に
入
り
、瀋
陽
が
都
と
定
め
ら
れ
、

1
6
3
4
年
に
は
盛
京
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。19

世
紀
後
半
以
降
、ロ
シ
ア
帝
国
の
南
下
政
策
へ
の
対

抗
上
、清
王
朝
に
よ
っ
て
満
州
へ
の
漢
民
族
の
移
住

及
び
開
発
等
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、瀋
陽

は
地
域
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、東
北
三
省

を
束
ね
る
政
庁
も
設
置
さ
れ
る
等
、都
市
と
し
て
大

き
く
発
展
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
都
市
名
が
様
々
に

変
化
し
ま
す
が
、1
9
4
5
年
に
瀋
陽
と
改
称
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
瀋
陽
は
、長

い
歴
史
の
変
革
を
経
験
し
て
き
た
都
市
だ
と
言
え

ま
す
。

　
ち
な
み
に
現
在
、北
海
道
札
幌
市
及
び
神
奈
川

県
川
崎
市
と
友
好
都
市
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
の
瀋
陽
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
5,
9
1
5
億

元（
約
7
兆
4,
0
0
0
億
円
）で
、前
年
比
12
・

3
％
の
増
加
と
高
い
成
長
率
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

産
業
は
、設
備
や
機
械
製
造
等
の
重
工
業
が
盛
ん

で
、中
国
を
代
表
す
る
国
有
企
業
が
多
く
集
積
し
て

い
ま
す
。瀋
陽
市
内
や
そ
の
近
隣
都
市
圏
は
、鉄
鉱

石
や
油
田
等
の
豊
富
な
資
源
を
持
つ
一
大
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
と
し
て
、20
世
紀
後
半
の
中
国
を
工
業
面
で

支
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、瀋
陽
近
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、労
働
者
の
所
得
が
年
々
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、近
年
で
は
市
場
と
し
て
の
魅
力

が
増
し
て
い
ま
す
。瀋
陽
に
は
、大
手
メ
ー
カ
ー
を
中

心
に
多
数
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
が
、市

場
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
に
伴
い
、近
年
で
は
市

場
開
拓
の
拠
点
と
し
て
進
出
す
る
日
系
企
業
も
増

加
し
て
い
ま
す
。加
え
て
外
国
人
旅
行
客
数
が
こ
の

10
年
で
3・8
倍
に
増
加
し
て
お
り
、今
後
の
国
際

化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

更
に
、先
進
的
な
建
築
工
法
を
導
入
す
る
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
国
家
現
代
建
築
産
業
化
モ

デ
ル
都
市
」に
中
国
で
初
め
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
建
築
関
連
企
業
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

瀋
陽
は
多
く
の
歴
史
あ
る
建
築
物
が
残
る
都
市

で
あ
る
一
方
で
、前
述
し
た
よ
う
に
急
速
に
経
済
発

展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。今
後
も
、瀋
陽
を
含
め
た
東

北
地
区
の
発
展
や
企
業
の
進
出
動
向
に
は
引
き
続

き
注
目
が
必
要
で
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
レ
ー
ニ
ー　
木
杉　
昭
弘
）

は
じ
め
に

Foreign countries Topics 海外トピックス

1
瀋
陽
の
歴
史

2

瀋
陽
の
経
済

終
わ
り
に

4

し
ん
よ
う

り
ょ
う
ね
い
し
ょ
う

①在留邦人・進出日系企業

遼寧省

大連市

瀋陽市

面積[千㎢]

人口[万人]

ＧＤＰ[億元]

一人あたりのＧＤＰ[元]

13.0 

719

5,915

72,637

7,101

6,151

729

在留邦人

出所：在瀋陽日本国総領事館

（単位：人、社）
日系企業
1,335

1,180

155

②瀋陽と大連の比較
瀋陽市

数値項目

出所：各市統計公報2011年※人口は2010年

大連市
前年比 数値 前年比

0.3%

12.3%

11.0%

12.6

586

6,150

91,287

0.2%

13.5%

11.8%

3

中国東北地区最大の都市「瀋陽」 北京
●

●青島

瀋陽
●

●大連
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U s e f u l  I n f o r m a t i o n
貿 易 お 役 立 ち 情 報

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
場　　　所 期　　　間展　覧　会　名

第6回中国（大連）国際紡績商品博覧会
第8回中国国際特許技術及び商品交易会
世界海洋大会
2012中国東北地区日常用品百貨貿易商談会
大連国際現代家庭用品博覧会
中国博物館美術大学書画及び芸術品博覧会
2012大連秋季不動産交易大会
第45回大連装飾内装工事展覧会 
第37回中古住宅交易大会
2012大連中日貿易投資展示商談会
第8回中国大連国際海事展覧会
2012中国（大連）健康食品及び家庭用品博覧会
第23回大連国際服装博覧会
第6回中国東北地区無公害食品博覧会
遼寧省渤海沿海七都市特色商品博覧会
2012大連国際老年産業博覧会
第14回中国国際建材及び家庭装飾商品展覧会
第13回大連国際流行家具展覧即売会
2012大連国際農業博覧会
第4回中国（大連）軽工業商品博覧会
2012大連秋季紫砂芸術品及び工芸品博覧会
中国（大連）国際文化産業博覧会
第5回中国（大連）国際真珠アクセサリー博覧会
第１６回大連国際毛皮、ダウン服装博覧会
第2回大連冬季栄養商品、健康食品博覧会

2012中国（北京）国際ガラス工業展覧会
第２５回中国国際メガネ展覧会
中国国際金属板、管、棒材等の切断、プレス、成形、
製作技術及び設備展覧会
第２1回中国国際情報通信展覧会 
2012第１０回中国国際ビール、飲料製造技術及び
設備展覧会
第14回国際電力設備及び技術展覧会 
2012第11回北京医療器械展覧会
中国国際婦人・児童産業博覧会
2012第10回中国国際肉類工業展覧会
第7回北京国際ＬＥＤ製品及び応用展覧会
第9回中国国際機器視覚展覧会
2012北京国際馬業馬術展覧会
 2012北京国際美容美髪化粧品博覧会
2012中国自動車産業製造業博覧会
2012中国国際電動自動車充電スタンド建設展覧会
2012中国国際社会公共安全製品博覧会
2012中国国際自動車部品博覧会
2012中国国際真珠アクセサリー展覧会
2012中国国際ドア、窓、壁博覧会
2012中国国際石油化工技術大会及び展覧会
2012中国（北京）国際海洋石油天然ガス技術展覧会
中国国際設計芸術博覧会
中国（北京）国際高空作業機械、安全保護用品及び
洗浄設備展覧会
2012北京国際紡績製衣製靴工業及び紡績生地展覧会
2012北京国際栄養及び健康産業展覧会
第11回中国国際現代的鉄道技術装備展覧会
2012中国（北京）国際石炭及び新エネルギー博覧会
2012中国国際電子情報産業博覧会

2012年中国（蘇州）省エネ展覧会
第5回中国国際紙包装工業・カラ―段ボール
包装印刷展覧会
中国国際ナノ技術産業発展フォーラム及び商品展
2012年第3回中国東方国際自転車博覧会
2012年第2回東方国際アウトドア用品博覧会
第17回蘇州住宅産業博覧会
2012年中国（蘇州）国際自動車博覧会
2012年第3回蘇州国際コンピューター制御工作機械
及び金属加工工業展
2012年蘇州国際鍛型工業展覧会
2012年中国蘇州電子情報博覧会
2012年中国クリーン展
締め金具展
2012年中国(蘇州)国際バイオ科学技術展
中国(江蘇)第7回国際新エネルギーサイクル経済展覧会
中国国際新エネルギー及び電池展覧会
上花(蘇州)2012年冬季漁具展
2012年中国（蘇州）農産品展示会

中国国際皮製品展覧会
2012年第3回中国上海ドア産業展覧会
2012年第2回中国上海国際カーテン及び
カーテンウォール展覧会

 9 月 8 日～ 9 月11日
 9 月15日～ 9 月17日
 9 月20日～ 9 月23日

 9 月21日～ 9 月23日
 
 9 月27日～ 9 月30日

10月11日～10月15日

10月18日～10月19日
10月23日～10月26日
 8 月30日～ 9 月 3 日
 9 月 8 日～ 9 月15日
  9 月21日～ 9 月23日
 9 月25日～ 9 月28日
10月 5 日～10月 8 日

10月11日～10月15日

10月18日～10月22日
10月25日～10月29日
11月 1 日～11月 5 日
11月 8 日～11月12日
11月15日～11月19日
11月17日～11月25日
12月 1 日～12月10日

 9 月 4 日～ 9 月 6 日
 9 月10日～ 9 月12日
 
 9 月10日～ 9 月13日

 9 月18日～ 9 月22日

 9 月19日～ 9 月22日
  

 9 月26日～ 9 月28日
 

10月11日～10月13日

10月16日～10月18日

10月17日～10月19日

10月22日～10月25日
10月26日～10月28日
11月 1 日～11月 5 日
11月 8 日～11月10日

11月14日～11月16日

11月20日～11月22日

11月21日～11月23日

11月27日～11月30日
11月28日～11月30日
12月 3 日～12月 5 日

 9 月 7 日～ 9 月 9 日

 
9 月13日～ 9 月15日
 
 
9 月21日～ 9 月23日
 
 9 月30日～10月 3 日
 9 月30日～10月 4 日

10月11日～10月13日

10月11日～10月14日
10月18日～10月21日
10月26日～10月28日
11月 1 日～11月 2 日
11月 2 日～11月 4 日

11月15日～11月17日

12月14日～12月16日
12月14日～12月17日

9月4日～9月6日

 
 

 9 月 4 日～ 9 月 6 日

 9 月11日～ 9 月15日

 9 月19日～ 9 月21日

 9 月25日～ 9 月28日

 9 月26日～ 9 月28日

10月11日～10月13日

10月11日～10月14日

10月16日～10月18日

10月22日～10月24日

10月22日～10月25日

10月29日～11月 1 日

10月30日～11月 1 日

11月 6 日～11月10日

11月14日～11月16日

11月27日～11月30日
12月11日～12月14日
 9 月12日～ 9 月13日

 9 月19日～ 9 月21日
 
 9 月25日～ 9 月27日
10月 5 日～10月 7 日
10月10日～10月12日
11月22日～11月24日
 9 月 5 日～ 9 月 7 日
 9 月12日～ 9 月14日
 9 月19日～ 9 月21日

 

9 月24日～ 9 月26日
 

10月20日～10月22日
10月25日～10月27日

10月30日～11月 1 日

10月31日～11月 2 日
11月 5 日～11月 7 日
11月14日～11月16日

11月19日～11月21日

11月28日～11月30日

12月 2 日～12月 4 日

12月 7 日～12月10日
12月 7 日～12月19日
12月28日～12月31日
 9 月 5 日～ 9 月 7 日
 9 月 6 日～ 9 月 7 日
 9 月10日～ 9 月12日

 9 月20日～ 9 月22日
 
 9 月25日～ 9 月27日
10月11日～10月13日
10月17日～10月19日
10月31日～11月 2 日
11月 7 日～11月 9 日
11月14日～11月16日

10月 3 日 ～10月 5 日
 
10月 4 日 ～10月  7 日
10月13日 ～10月16日

10月20日 ～10月23日
 

10月27日 ～10月29日
 
10月27日 ～10月30日

大連

北京

世界博覧広場

星海会展中心

中国国際展覧中心

蘇州

上海

蘇州国際博覧センター

上海新国際博覧中心

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
上海国際ゴム・プラスチック用射出成型機及びポリウレタン展
上海国際難燃性材料及び機能性繊維技術化設備展
第18回中国国際家具展覧会
中国国際文具品及びオフィス用品展覧会
中国国際金属製品展覧会
中国国際パイプ展覧会
中国国際ワイヤーケーブル材展覧会
第19回中国（上海）建築装飾・建築材料展覧会
中国国際玩具及び模型展覧会
上海国際ベビーカー及び乳幼児用品展覧会
中国(上海)国際楽器展覧会
第4回上海国際電池製品及び
技術スーパーコンデンサー展覧会
中国国際ニット博覧会
中国国際紡績生地及びアクセサリー（秋冬）博覧会
中国国際産業用紡績品及び不織布展覧会
アジア国際パワートランスミッション・制御技術展
アジア国際物流技術・運輸システム展
第80回中国電子展
第14回中国国際工業博覧会
第12回中国国際ゴム技術展
2012年上海国際食品飲料及び関連設備展覧会
2012年上海国際サロン・美容化粧品博覧会
中国国際工程機械・建築機械・工程車両及び設備博覧会
上海国際自動車部品・測定設備展覧会
2012年中国（上海）国際バイヤー大会
2012年（秋季）上海国際アパレル展覧会及び
繊研日本ファッション展
2012年中国（上海）国際流体機械展覧会
上海国際自動車改装博覧会
2012年上海国際紙フィルム加工印刷技術設備及び材料博覧会
2012年上海国際物産展
第26回中国熔接博覧会
第10回中国国際タイヤ博覧会
2012年自動車検査及び品質監視博覧会
2012年中国国際クリーニング業展覧会
2012年生活用紙上海展覧会
2012年第25回CHMAT国際医療衛生用品展覧会・
第8回中国抗菌消毒技術展覧会

2012年第10回中国安全病院建築設計及び設備展覧会・
第7回中国医療廃棄物処理技術設備展
第12回全国農薬交流会及び農業用化学製品展示会
2012年第15回中国国際接着剤及びシーラント展
2012年第4回上海国際コールドチェーン物流技術展
2012年第6回中国上海有機食品博覧会
2012年第1回中国上海国際包装製品及び材料展覧会
2012年第7回国際マイクロ波及びアンテナ技術展覧会
第8回コンデンサー磁性材料展覧会
2012年中国国際化学工業新材料展覧会
2012年第6回中国上海国際圧力容器・圧力パイプ技術
及び設備展覧会

2012年上海国際太陽光エネルギー産業及び
光起電力工程展覧会
2012年上海国際先進精密溶接技術及び設備展覧会
2012年第11回国際照明電灯展覧会
2012年第11回中国上海国際LED展覧会
2012年第9回中国(上海)国際造園機械設備及び
技術展覧会
2012年中国上海農業生産用資材展覧会
2012年第7回上海ギフト・インテリア用品展覧会
2012年第7回上海国際漁業博覧会
第12回全国農産品上海交易会
2012年上海国際冷凍冷蔵食品博覧会
2012年第6回資源リサイクル産業展覧会
第20回中国国際紙製造・紙製品工業展覧会
2012年飴フェア・2012年第9回中国国際デザート＆
スナック展覧会
2012年中国上海国際食品加工及び包装機械展覧会
2012年中国上海アイスクリーム・冷凍食品産業展覧会
第10回国際粉体工業展覧会
第13回中国国際潤滑油用品及び応用技術展覧会
2012第4回上海圧鋳・鋳造・鍛造展覧会
2012年中国国際フィルター工業展覧会

Interstoff アジア・エセンシャル-オータム 2012
(テキスタイルエキシビション)
ファインアートアジア2012
HKTDC香港エレクトロニクスフェア(オータムエディション)
メガショーPart 1 (ギフト、家庭用品、景品、おもちゃ、
クリスマス、フェスティバル、季節用品、パッケージ関連
エキシビション）

メガショーPart 2 (ギフト、家庭用品、文具、学校・オフィス
用品エキシビション）
HKTDC 香港国際ライトニングフェア（オータムエディション）

上海新国際博覧中心

上海世貿商城
（上海マート）

上海光大会展中心

上海国際展覧中心

香港・マカオ
Hong Kong 
Convention &
Exhibition
Centre（香港） 
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11月 1 日 ～11月 4 日
11月 2 日 ～11月 4 日

11月 7 日 ～11月 9 日
 
11月 8 日 ～11月10日

11月14日 ～11月16日
 
11月22日 ～11月24日
11月29日 ～12月 2 日
12月 5 日 ～12月 7 日

12月 6 日 ～12月 8 日
 
 
12月11日 ～12月13日

12月14日 ～12月16日
 
12月15日 ～12月17日
12月22日 ～12月25日

12月23日 ～12月26日

10月12日～10月15日
 
 

10月19日～10月22日
 

10月27日～10月29日

10月27日～10月30日

10月28日～10月30日
 9 月29日～10月 2 日

10月10日～10月12日

10月12日～10月14日

10月18日～10月21日
10月26日～10月28日
11月 7 日～11月 9 日
11月 9 日～11月11日
11月22日～11月25日

12月 7 日～12月 9 日

10月25日～10月28日
12月24日～12月27日

10月 1 日～ 10月 4 日
 

10月15日～ 10月17日
 
 
10月22日～ 10月25日
10月29日～ 10月31日
11月 6 日～ 11月 8 日
11月16日～ 11月21日

11月25日～ 11月27日

11月28日～11月30日
11月30日～12月 2 日

12月12日～12月14日

12月14日～12月16日

10月15日～10月19日
10月23日～10月27日
10月31日～11月 4 日

11月 8 日～11月10日
 
 
 
 
 
 

11月 8 日～11月10日

11月 9 日～11月11日
11月14日～11月16日

11月22日～11月24日

11月22日～11月25日
11月22日～11月26日
11月23日～12月 2 日
11月23日～12月 2 日

11月28日～11月30日

12月10日～12月12日
 

10月 1 日～ 10月 5 日
 
10月31日～ 11月 3 日

11月14日～11月16日
 

11月21日～11月23日

11月29日～12月 1 日

12月22日～12月23日

10月 3 日 ～10月 5 日
10月 6 日 ～10月 7 日
10月11日 ～10月13日
10月12日 ～10月15日
10月16日 ～10月18日
10月18日 ～10月21日
10月20日 ～10月21日
10月26日 ～10月29日
11月 9 日 ～11月12日
11月16日 ～11月19日

11月23日 ～11月26日

12月 1 日 ～12月 9 日

12月13日 ～12月16日
12月21日 ～12月24日
10月 5 日 ～10月 8 日

10月19日 ～10月22日

10月26日 ～10月29日
11月10日 ～11月11日

12月 1 日 ～12月 9 日

12月13日 ～12月16日
12月21日 ～12月24日

10月 9 日 ～10月 12日

10月16日 ～10月18日

10月24日 ～10月26日
 

11月 9 日 ～11月12日

 8 月17日～ 8 月31日
 9 月 5 日～ 9 月 7 日
 9 月 5 日～ 9 月 8  日
 9 月 6 日～ 9 月 8 日
 9 月19日～ 9 月22日

10月16日～10月 21日

10月25日～10月28日

11月 6 日～11月 8 日
11月 7 日～11月11日

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
香港ウェディングバンケットエクスポ2012
香港ウェディングエクスポ2012
MIPIMアジア2012(不動産&財産トレードショー)
HKTDC香港オプティカルフェア
HKTDC香港国際ワイン＆スピリッツフェア
CosmoProfアジア2012
 (コスメティクス&ビューティートレードショー)
ラーニング＆ティーチングエクスポ2012
香港国際ジュエリー製造者ショー
AgriProアジア2012(アジアの農産物品エキシビション)
HKTDC Inno Design Technology エクスポ
（デザイン、テクノロジー）

Business of Design Week 2012
（デザイン、イノベーション産業）
HKTDC 世界中小企業エクスポ 
Cineアジア2012(シネマエキシビション)
第６９回クリスマスウェディングサービス＆
バンケットエクスポ
グローバルスポーツブランドエクスポ
ダイビング＆リゾートトラベルエクスポ
アジアゲームショー2012
第１０回香港フードフェスティバル2012
第１２回香港Homex（インテリア）
第５回電気機器＆ドメスティック電気製品エクスポ
チャイナソーシングフェア エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェアセキュリティ関連商品
コリアソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　
ベイビー＆チルドレンプロダクト

チャイナソーシングフェア クリスマス＆
シーズン関連プロダクト
チャイナソーシングフェア ギフト＆景品
チャイナソーシングフェア 家庭用品
チャイナソーシングフェア メディカル＆ヘルスプロダクト
チャイナソーシングフェア ソーラー＆省エネプロダクト
インドソーシングフェア　家庭用品
HKTDC香港国際ビルディング＆装飾用品＆機材フェア
チャイナソーシングフェア ファッションアクセサリー
チャイナソーシングフェア　衣類＆テキスタイル
チャイナソーシングフェア アンダーウェア＆スイムウェア
国際トレードフェア（環境保護）
インドソーシングフェア　衣類＆アクセサリー
スポーツソース アジアエキシビション
香港Trendy Buying エクスポ 2012(オータム)
第８回国際ホテルエクスポ
世界遺産トラベルエクスポ（マカオ）
アジア（マカオ）国際自動車用アクセサリーエクスポ2012
アジア(マカオ）国際自動車用エレクトロニクスエクスポ2012
第１７回マカオ国際トレード＆インベストメントフェア
2012チャイナ（マカオ）国際自動車エクスポ
ワイン＆グルメアジア2012
マカオ国際鉱山採掘者＆投資者エクスポ
トップマルケスアジア2012（豪華自動車、ヨットショー）
第６回ホーム＆家庭用品プロダクトエクスポ
第５回クリスマスショッピングフェスティバル
マカオ（チャイナ）国際ヨット輸出入フェア2012
第６回マカオ国際アニメーション＆コミックエクスポ

2012深圳モーターカーニバル＆第２回輸入自動車・
豪華自動車エクスポ
2012チャイナ（深圳）国際物流＆輸送フェア
第８回国際粘着テープ、保護フィルム＆
学フィルムエクスポ
第８回国際ダイカッティングエクスポ（型抜き）
第２０回チャイナ（深圳）国際ギフト＆ホームエクスポ
深圳・香港・マカオ国際旅行産業フェア
2012深圳国際ホスピタリティ設備＆補材フェア
第１４回チャイナ国際ハイテクフェア
第１４回チャイナ（深圳）国際携帯電話産業エキシビション
チャイナ国際タッチスクリーンエキシビション
2012国際プリント配線＆電子部品フェア
2012アジアゴルフエクスポ
第１４回深圳国際エキシビション
（アパレル生地、アクセサリ、糸）
2012深圳国際衣類OEM/ODNエクスポ
2012チャイナ（深圳）国際ファイナンスエクスポ

第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１２回広東国際エキシビション（アパレル生地、アクセサリ、糸）
第１２回広東国際エキシビション
（染物産業、テキスタイル化学）

AsiaWorld-Expo
（香港） 

The Venetian
Macao
（ベネチアン　マカオ）

11月21日～11月24日
12月 7 日～12月16日
 
 8 月23日～  8 月26日

 9 月15日～ 9 月23日
 9 月21日～ 9 月 23日
10月 4 日～10月 7 日
10月18日～10月25日
11月 3 日～11月11日
 8 月18日～ 8 月26日
 
 9 月 1 日～ 9 月 9 日
 
 9 月 5 日～ 9 月 9 日
 9 月13日～ 9 月17日 
 

 9 月19日～  9 月21日
 

9 月19日～ 9 月23日
 9 月27日～ 9 月30日
10月 3 日～10月 5 日

10月 6 日～10月14日

11月 1 日～11月 4 日
11月 3 日～11月11日
11月 8 日～11月11日
11月16日～11月23日
11月16日～11月25日
11月17日～11月18日

11月29日～12月10日

10月 3 日～10月 6 日

10月 4 日～10月 6 日

10月10日～10月12日

10月24日～10月27日

11月 1 日～11月 3 日
11月13日～11月16日

11月14日～11月17日

11月21日～11月24日

12月14日～12月16日

10 月10日～10月12日
11月 6 日～11月 8 日

12月 5 日～12月 8 日

10月17日～10月21日
 
12月 4 日～12月 7 日

 9 月29日 ～ 10月 7 日
10月17日～10月19日
10月27日 ～ 11月 4 日
10月30日 ～ 10月31日
11月 6 日

11月10日～11月18日

 

11月22日 ～ 11月25日
12月 1 日 ～ 12月 9 日
12月 4 日 ～ 12月 6 日
12月11日～12月12日
12月15日 ～ 12月23日
10月10日 ～ 10月12日

10月22日 ～ 10月24日

11月 1 日 ～ 11月 3 日

11月14日 ～ 11月16日
11月27日 ～ 11月30日
12月 5 日 ～ 12月 7 日

10月 6 日 ～ 10月 7 日
10月10日 ～ 10月14日

11月 2 日 ～ 11月 4 日

11月 2 日 ～ 11月 5 日
11月 7 日 ～ 11月10日
11月10日
11月10日 ～ 11月11日
11月16日 ～ 11月18日
11月17日

11月18日

11月29日 ～ 12月 2 日 
11月29日 ～ 12月 3 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日
12月14日 ～ 12月16日
12月15日 ～ 12月17日
12月22日 ～ 12月23日
12月28日

10月 1 日 ～ 10月 2 日

10月 3 日 ～ 10月 5 日
10月 4 日 ～ 10月 6 日
10月 4 日 ～ 10月 7 日
10月 5 日 ～ 10月 8 日
10月10日 ～ 10月13日
10月14日 ～ 10月17日
10月18日 ～ 10月21日
10月25日 ～ 10月28日
10月29日 ～ 11月 1 日
11月 5 日 ～ 11月 7 日
11月 6 日 ～ 11月 8 日
11月 9 日
11月13日 ～ 11月17日
11月20日  ～ 11月21日
11月20日 ～ 11月22日
11月23日
11月27日 ～ 11月28日
11月30日 ～ 12月 2 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日

10月 3 日 ～ 10月 5 日
10月 5 日 ～ 10月 6 日
10月10日 ～ 10月13日
10月13日 ～ 10月14日
10月17日 ～ 10月21日

10月26日 ～ 10月28日

11月 1 日

11月 1 日 ～ 11月 4 日

11月 7 日 ～ 11月10日

11月15日 ～ 11月17日

11月17日

11月18日
11月21日 ～ 11月24日
11月27日 ～ 11月30日
12月 5 日 ～ 12月 8 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日

12月19日

12月23日

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
第１２回広東国際テキスタイル機器エキシビション
Lineapelle アジア(革製品、装飾部品、人工物、ファブリクス)
チャイナ国際グリーン新商品＆テクノロジーショー2012
第９回広州国際ワイン＆スピリッツエキシビションオータム
2012広州国際商業用自動車エキシビション
202広州オートパーツ＆アクセサリエキシビション
広州コーヒーエクスポ2012
広州ティーエクスポ2012
第１０回チャイナ（広州）国際自動車エキシビション
2012広州自転車＆電気自動車エキシビション
第１７回チャイナ国際エキシビション（コーティング、
印刷用インク、接着剤）
第１９回広州ホテル設備＆補材エキシビション
2012広州ホテルフード＆ベバレッジエキシビション
アジアアニメーション＆ゲームエクスポ
2012第９回広州モーターカーカーニバル
広州ランジェリーフェア2012
2012チャイナ国際スクリーンプリンティング＆デジタル
プリンティングエクスポ
2012チャイナ国際テキスタイルプリンティングエクスポ
2012チャイナ（広州）国際サイン＆インクジェットプリン
ティングエクスポ
第５回チャイナ国際海事エクスポ
チャイナ（広州）国際フード＆ベバレッジトレードフェア
フードホスピタリティワールド チャイナ2012
チャイナ（広州）ウェディングエクスポ2012ウィンター

台湾国際光電池エキシビション
スタディインオーストラリア2012
台湾金物ショー
第１３回新世紀ファーニチャーショー
台北シューズショーオータム＆ウィンター2012
第１４回台北国際グラフィックアートエキシビション
フォール2012国際エデュケーションエクスポ
2012台北国際トラベルフェア
アート台北2012
2012台北国際建築材料＆ファーニチャーショー
2012台湾国際旅行おみやげエキシビション
コーヒーワールドエクスポ2012
台北国際ティーエクスポ2012
台北国際ワインエクスポ2012
台湾国際フードショー2012
2012台湾国際チェーンストアフェア
台湾グループ購買ショー2012
インフォメーション＆コミュニケーションテクノロジー
（ICT）エクスポ
第２４回台北国際ビル、建設＆装飾エクスポ
台北自動車ショー
台北キッズ＆マミー・ベイビーショー
台北国際デジタルフォトグラフィー＆メディア機材
エキシビション2012
2012台北国際トラベルフェア
2012ヨーロッパエデュケーションフェア
インフォメーション＆コミュニケーションテクノロジー
（ICT）エクスポ
第２４回台北国際ビル、建設＆装飾エクスポ
台北トイ＆子供用品フェア
第３８回台北国際エレクトロニクスショー
2012ブロードバンド台湾エクスポ
2012台湾国際グリーン産業ショー
2012ビルディング台湾-国際スマートグリーンシティエクスポ
2012台湾国際クラウドテクノロジー＆インターネットエクスポ
台北スタイル2012（ファッションアパレルエクスポ）
2012台北紡織ショー
TPCA(台湾プリント回路アソシエーション) ショー2012
Eアセンブリエクスポ台湾2012
グリーンテクノロジーエクスポ台湾2012
サーマルマネージメントエキスポ台湾2012
国際マイクロシステム、パッケージング、組み立て＆
回路技術エキスポ台湾
2012台湾国際アクアリウムエキスポ

ナショナルサイエンス＆テクノロジーフェア2012
オイル＆ガス タイ2012
フード＆ホテル タイ2012
ファスナーフェア タイ2012
タイ インターナショナルロジスティクスフェア2012
バンコク　インターナショナルギフトフェア2012
（家庭用品）

タイランド　リテールフード＆ホスピタリティサービス
2012
コスメティックフェア2012
タイランド　ヘルス＆ビューティショー2012

深圳
深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

Macau Fisherman's Wharf 
Convention & Exhibition  
Centre（マカオ）

バンコク国際貿易
展示センター 
（Bangkok 
International 
Trade & 
Exhibition Centre）

バンコク

台北
Taipei World Trade 
Center Hall 1

Taipei World Trade 
Center Hall 3

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hall

広州
広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
メタレックス2012（金属機械製品）
タイランド　ファニチャー＆ハウスウェア2012（家具・雑貨）
ホームビルダーエキシビション2012
ホームバイヤーズエクスポ2012 
コスメティクス＆美容フェア
タイランドファーニチャーグランドセール2012
第２５回タイツーリズムフェア
タイモバイルエキスポ2012
ブックエキスポ2012
バンコクウェディング（ファッション・ジュエリー）フェア2012
スポーツワールドエクスポ2012
バンコクウェディングフェア2012
ファッション＆ジュエリーフェア2012
バンコクファーニチャーフェア2012
ナショナルハーブエクスポ2012
第50回　バンコクGems＆Jewelryフェア2012
グリーンビルディング＆レトロフィットエクスポアジア
2012（エコ建築＆関連部品導入・改造）

ビルメンテナンス＆アセットマネジメントエクスポアジア
2012
プール＆スパテクノロジーアジア2012
タイ国際エキシビション（プロ向けオーディオ、照明、AV、
放送、システム統合＆設置テクノロジー

タイ国際建築機器・設備＆テクノロジーエキシビション
2012
TFICファニチャーアウトレット2012
SME タイランドエクスポ2012
エネルギーフェア2012
ファニチャーフェスティバル
テレビ＆電化製品フェスティバル
トラベルフェスティバル
ウェディングフェスティバル
ビューティー・スパ・ヘルス・スポーツフェスティバル
ラグジュアリーフェスティバル（雑貨・アクセサリー）
ファッションフェスティバル
フードフェスティバル
第26回タイアップフェア2012（トラベル）
健康食品＆美容フェスティバル2012
ホテルエキップメントエクスポ2012
TCCエクスポ
ホームプロエクスポ
第25回BABBバードショー
第29回タイランドインターナショナルモーターエクスポ
2012

家具・インテリアデコレーションエクスポ
Metalexベトナム2012(国際工作機器&金属加工技術
エキシビション）

Nepconベトナム2012(電子部品&半導体テクノロジー
エキシビション)

Vietbrew 2012 & Vietdrink 2012 (国際ビール・
ビバレッジ産業エキシビション & 国際飲料技術産業エキ
シビション)

ベトナム国際パッケージング＆プリンティング産業
エキシビション

第１２回ベトナム国際プラスティック＆ラバー産業
エキシビション
ベトナム食品加工＆薬品技術産業エキシビション
ベトナム国際プリント＆ラベル産業エキシビション
トレードショー（金属裁断、工作機械、部品関連）
ベトナムグラフィックテクノロジーエキシビション
ベトナム国際ショップ＆フランチャイズショー
テレコミュニケーション＆ITエキシビション
ベトナムエレクトロニクスエキシビション
ベトナム国際インターネット & IT エキシビション
ベトナムテキスタイル & 衣類エキシビション
ベトナムサイゴンボート、フィッシング＆
ウォータースポーツエクスポ2012
国際餌＆家畜産業エキシビション 
ベトナムウォーターエキシビション
メディファーム・デンタルハノイ（ヘルスケア産業＆歯科
産業メディカルフェア）

第２１回ベトナム国際インダストリアルフェア
（各種工作機器）
国際トレードフェア（建設＆ビルテクノロジー）

家具・インテリア展示会
アセアン木材家具展示会
家具・インテリア展示会
第9回MDA海岸調査会議2012
フィノベートアジア2012
シンガポール家具・インテリア・ランドスケープ
エクスポ2012

Impact Exhibition & 
Convention
Centre

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
SITEX2012（電子機器）
パーフェクトリビング2012
SUR-FIN アジアパシフィック2012（表面処理・精密工学）
タンク貯蔵アジア2012
家具・インテリア展示会2013
BEXアジア2012 省エネ建築展示会
アジア スマートグリッド 2012
アジア次世代エネルギー展示会
APVIA 2012 PV アジアパシフィックエクスポ
（太陽光発電）
フランチャイズ＆ライセンスアジア2012
おいしい日本 2012
アジアエクスポシンガポール
第19回国際石油＆ガス産業展示会
アジアテレビフォーラム＆マーケット

K-Ummah Beratuエクスポ2012
ハルフェスト2012
EGマザー＆ベビーエクスポ2012
リノベーションエクスポ2012
マレーシア　イナクラフトライフスタイル
建物・物産展示会2012
Anugerah Skrin 2012
パメランコムテック2012
クアラルンプール独創的コンテンツ国際市
第6回ウェルネス起業家展示会2012
第2回MLM Golden MIDASチャリティーナイト2012
第6回独立起業家リーダーシップコンベンション2012
フィルムフェスティバルマレーシア
中国輸入＆輸出商品展示会
イスラム本フェアー2012
国際健康フェアー2012
第2回食品・飲料エクスポ2012
OUM会議
K-MLMエクスポ2012
モーターショー2012
BESアジアフォーラム
IFN 投資家アジアフォーラム2012
SUBSEAアジア2012
MTCグローバル木材市2012
第6回IAACAアニュアル会議
第19回マレーシア国際ジュエリーフェスティバル2012
第3回国際グリーン技術＆エコ商品展示会マレーシア
2012生産性＆イノベーションエクスポ2012
ホームデコレーション展示会１
ホームデコレーション展示会２
第26回東アジア保険会議
バイオマレーシア 2012 会議＆展示会
第8回アジア‐オーストラリア複合材料会議
自動化住宅・建築エクスポ 2012
第43回肺ヘルス世界会議
ファーマテック2012
国際消防会議＆展示会
ソーシャルメディアネットワーキング会議2012
バンクテックアジア2012
スター不動産フェアー2012
PIKOM PCフェアー2012

アジア食品原料見本市2012
ジョブフェアー
プラスチック＆ゴムインドネシア2012
ドッグショー
第27回トレードエクスポインドネシア2012
CARNIVAL WISATAトラベルフェアー
ジャカルタケマヨラン　ウェディングフェスティバル
WISUDA
ミュージッククリニックJapex 2012
ジャカルタ　オーディオプロエクスポ(JAPEX)2012
インドネシア防衛・航空宇宙・海洋エクスポ2012
全産業・印刷・オフィス向け・LED・サイン2012
グラステックアジア2012
インドネシア世界セラミックフェア 2012
REUNI AKBAR SMU KETAPANG
サクセスセミナー
ロックレゲエフェスティバル
食品・包装・IPEX・農業展示会2012
バスケットボールベテランSEDUNIA
製造業インドネシアシリーズ2012
第9回インドネシア　コイショー
NATAR BERSAMA
PERINGATAN HARI IBU
PERAYAAN NATAL GEREJA REHOBOT

Ho Chi Minh Tan Binh Exhibition & 
Convention Centre（ホーチミン）

Saigon Exhibition & 
Convention Center
（ホーチミン）

GiangVo Exhibition 
Centre & Fairground, 
Hanoi

Vietnam Exhibition 
& Fair Centre, Hanoi

ホーチミン・ハノイ

インドネシア
Jakarta 
International Expo
（ジャカルタ）

Hong Kong 
Convention &
Exhibition
Centre（香港） 

Kuala Lumpur 
Convention Centre
（クアラルンプール）

シンガポール
Singapore EXPO

保利世　博
（Poly World Trade 
Expo Centre）

バンコク

Queen Sirikit 
National 
Convention Centre

Sands Expo and 
Convention Centre, 
Marina Bay Sands

マレーシア
Putra World Trade 
Centre
（クアラルンプール）

バンコク国際貿易展示センター 
（Bangkok International Trade & Exhibition Centre）

Sands Expo and 
Convention Centre, 
Marina Bay Sands
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11月 1 日 ～11月 4 日
11月 2 日 ～11月 4 日

11月 7 日 ～11月 9 日
 
11月 8 日 ～11月10日

11月14日 ～11月16日
 
11月22日 ～11月24日
11月29日 ～12月 2 日
12月 5 日 ～12月 7 日

12月 6 日 ～12月 8 日
 
 
12月11日 ～12月13日

12月14日 ～12月16日
 
12月15日 ～12月17日
12月22日 ～12月25日

12月23日 ～12月26日

10月12日～10月15日
 
 

10月19日～10月22日
 

10月27日～10月29日

10月27日～10月30日

10月28日～10月30日
 9 月29日～10月 2 日

10月10日～10月12日

10月12日～10月14日

10月18日～10月21日
10月26日～10月28日
11月 7 日～11月 9 日
11月 9 日～11月11日
11月22日～11月25日

12月 7 日～12月 9 日

10月25日～10月28日
12月24日～12月27日

10月 1 日～ 10月 4 日
 

10月15日～ 10月17日
 
 
10月22日～ 10月25日
10月29日～ 10月31日
11月 6 日～ 11月 8 日
11月16日～ 11月21日

11月25日～ 11月27日

11月28日～11月30日
11月30日～12月 2 日

12月12日～12月14日

12月14日～12月16日

10月15日～10月19日
10月23日～10月27日
10月31日～11月 4 日

11月 8 日～11月10日
 
 
 
 
 
 

11月 8 日～11月10日

11月 9 日～11月11日
11月14日～11月16日

11月22日～11月24日

11月22日～11月25日
11月22日～11月26日
11月23日～12月 2 日
11月23日～12月 2 日

11月28日～11月30日

12月10日～12月12日
 

10月 1 日～ 10月 5 日
 
10月31日～ 11月 3 日

11月14日～11月16日
 

11月21日～11月23日

11月29日～12月 1 日

12月22日～12月23日

10月 3 日 ～10月 5 日
10月 6 日 ～10月 7 日
10月11日 ～10月13日
10月12日 ～10月15日
10月16日 ～10月18日
10月18日 ～10月21日
10月20日 ～10月21日
10月26日 ～10月29日
11月 9 日 ～11月12日
11月16日 ～11月19日

11月23日 ～11月26日

12月 1 日 ～12月 9 日

12月13日 ～12月16日
12月21日 ～12月24日
10月 5 日 ～10月 8 日

10月19日 ～10月22日

10月26日 ～10月29日
11月10日 ～11月11日

12月 1 日 ～12月 9 日

12月13日 ～12月16日
12月21日 ～12月24日

10月 9 日 ～10月 12日

10月16日 ～10月18日

10月24日 ～10月26日
 

11月 9 日 ～11月12日

 8 月17日～ 8 月31日
 9 月 5 日～ 9 月 7 日
 9 月 5 日～ 9 月 8  日
 9 月 6 日～ 9 月 8 日
 9 月19日～ 9 月22日

10月16日～10月 21日

10月25日～10月28日

11月 6 日～11月 8 日
11月 7 日～11月11日

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
香港ウェディングバンケットエクスポ2012
香港ウェディングエクスポ2012
MIPIMアジア2012(不動産&財産トレードショー)
HKTDC香港オプティカルフェア
HKTDC香港国際ワイン＆スピリッツフェア
CosmoProfアジア2012
 (コスメティクス&ビューティートレードショー)
ラーニング＆ティーチングエクスポ2012
香港国際ジュエリー製造者ショー
AgriProアジア2012(アジアの農産物品エキシビション)
HKTDC Inno Design Technology エクスポ
（デザイン、テクノロジー）

Business of Design Week 2012
（デザイン、イノベーション産業）
HKTDC 世界中小企業エクスポ 
Cineアジア2012(シネマエキシビション)
第６９回クリスマスウェディングサービス＆
バンケットエクスポ
グローバルスポーツブランドエクスポ
ダイビング＆リゾートトラベルエクスポ
アジアゲームショー2012
第１０回香港フードフェスティバル2012
第１２回香港Homex（インテリア）
第５回電気機器＆ドメスティック電気製品エクスポ
チャイナソーシングフェア エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェアセキュリティ関連商品
コリアソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　
ベイビー＆チルドレンプロダクト

チャイナソーシングフェア クリスマス＆
シーズン関連プロダクト
チャイナソーシングフェア ギフト＆景品
チャイナソーシングフェア 家庭用品
チャイナソーシングフェア メディカル＆ヘルスプロダクト
チャイナソーシングフェア ソーラー＆省エネプロダクト
インドソーシングフェア　家庭用品
HKTDC香港国際ビルディング＆装飾用品＆機材フェア
チャイナソーシングフェア ファッションアクセサリー
チャイナソーシングフェア　衣類＆テキスタイル
チャイナソーシングフェア アンダーウェア＆スイムウェア
国際トレードフェア（環境保護）
インドソーシングフェア　衣類＆アクセサリー
スポーツソース アジアエキシビション
香港Trendy Buying エクスポ 2012(オータム)
第８回国際ホテルエクスポ
世界遺産トラベルエクスポ（マカオ）
アジア（マカオ）国際自動車用アクセサリーエクスポ2012
アジア(マカオ）国際自動車用エレクトロニクスエクスポ2012
第１７回マカオ国際トレード＆インベストメントフェア
2012チャイナ（マカオ）国際自動車エクスポ
ワイン＆グルメアジア2012
マカオ国際鉱山採掘者＆投資者エクスポ
トップマルケスアジア2012（豪華自動車、ヨットショー）
第６回ホーム＆家庭用品プロダクトエクスポ
第５回クリスマスショッピングフェスティバル
マカオ（チャイナ）国際ヨット輸出入フェア2012
第６回マカオ国際アニメーション＆コミックエクスポ

2012深圳モーターカーニバル＆第２回輸入自動車・
豪華自動車エクスポ
2012チャイナ（深圳）国際物流＆輸送フェア
第８回国際粘着テープ、保護フィルム＆
学フィルムエクスポ
第８回国際ダイカッティングエクスポ（型抜き）
第２０回チャイナ（深圳）国際ギフト＆ホームエクスポ
深圳・香港・マカオ国際旅行産業フェア
2012深圳国際ホスピタリティ設備＆補材フェア
第１４回チャイナ国際ハイテクフェア
第１４回チャイナ（深圳）国際携帯電話産業エキシビション
チャイナ国際タッチスクリーンエキシビション
2012国際プリント配線＆電子部品フェア
2012アジアゴルフエクスポ
第１４回深圳国際エキシビション
（アパレル生地、アクセサリ、糸）
2012深圳国際衣類OEM/ODNエクスポ
2012チャイナ（深圳）国際ファイナンスエクスポ

第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１１２回チャイナ輸出入フェア
第１２回広東国際エキシビション（アパレル生地、アクセサリ、糸）
第１２回広東国際エキシビション
（染物産業、テキスタイル化学）

AsiaWorld-Expo
（香港） 

The Venetian
Macao
（ベネチアン　マカオ）

11月21日～11月24日
12月 7 日～12月16日
 
 8 月23日～  8 月26日

 9 月15日～ 9 月23日
 9 月21日～ 9 月 23日
10月 4 日～10月 7 日
10月18日～10月25日
11月 3 日～11月11日
 8 月18日～ 8 月26日
 
 9 月 1 日～ 9 月 9 日
 
 9 月 5 日～ 9 月 9 日
 9 月13日～ 9 月17日 
 

 9 月19日～  9 月21日
 

9 月19日～ 9 月23日
 9 月27日～ 9 月30日
10月 3 日～10月 5 日

10月 6 日～10月14日

11月 1 日～11月 4 日
11月 3 日～11月11日
11月 8 日～11月11日
11月16日～11月23日
11月16日～11月25日
11月17日～11月18日

11月29日～12月10日

10月 3 日～10月 6 日

10月 4 日～10月 6 日

10月10日～10月12日

10月24日～10月27日

11月 1 日～11月 3 日
11月13日～11月16日

11月14日～11月17日

11月21日～11月24日

12月14日～12月16日

10 月10日～10月12日
11月 6 日～11月 8 日

12月 5 日～12月 8 日

10月17日～10月21日
 
12月 4 日～12月 7 日

 9 月29日 ～ 10月 7 日
10月17日～10月19日
10月27日 ～ 11月 4 日
10月30日 ～ 10月31日
11月 6 日

11月10日～11月18日

 

11月22日 ～ 11月25日
12月 1 日 ～ 12月 9 日
12月 4 日 ～ 12月 6 日
12月11日～12月12日
12月15日 ～ 12月23日
10月10日 ～ 10月12日

10月22日 ～ 10月24日

11月 1 日 ～ 11月 3 日

11月14日 ～ 11月16日
11月27日 ～ 11月30日
12月 5 日 ～ 12月 7 日

10月 6 日 ～ 10月 7 日
10月10日 ～ 10月14日

11月 2 日 ～ 11月 4 日

11月 2 日 ～ 11月 5 日
11月 7 日 ～ 11月10日
11月10日
11月10日 ～ 11月11日
11月16日 ～ 11月18日
11月17日

11月18日

11月29日 ～ 12月 2 日 
11月29日 ～ 12月 3 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日
12月14日 ～ 12月16日
12月15日 ～ 12月17日
12月22日 ～ 12月23日
12月28日

10月 1 日 ～ 10月 2 日

10月 3 日 ～ 10月 5 日
10月 4 日 ～ 10月 6 日
10月 4 日 ～ 10月 7 日
10月 5 日 ～ 10月 8 日
10月10日 ～ 10月13日
10月14日 ～ 10月17日
10月18日 ～ 10月21日
10月25日 ～ 10月28日
10月29日 ～ 11月 1 日
11月 5 日 ～ 11月 7 日
11月 6 日 ～ 11月 8 日
11月 9 日
11月13日 ～ 11月17日
11月20日  ～ 11月21日
11月20日 ～ 11月22日
11月23日
11月27日 ～ 11月28日
11月30日 ～ 12月 2 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日

10月 3 日 ～ 10月 5 日
10月 5 日 ～ 10月 6 日
10月10日 ～ 10月13日
10月13日 ～ 10月14日
10月17日 ～ 10月21日

10月26日 ～ 10月28日

11月 1 日

11月 1 日 ～ 11月 4 日

11月 7 日 ～ 11月10日

11月15日 ～ 11月17日

11月17日

11月18日
11月21日 ～ 11月24日
11月27日 ～ 11月30日
12月 5 日 ～ 12月 8 日
12月 7 日 ～ 12月 9 日

12月19日

12月23日

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
第１２回広東国際テキスタイル機器エキシビション
Lineapelle アジア(革製品、装飾部品、人工物、ファブリクス)
チャイナ国際グリーン新商品＆テクノロジーショー2012
第９回広州国際ワイン＆スピリッツエキシビションオータム
2012広州国際商業用自動車エキシビション
202広州オートパーツ＆アクセサリエキシビション
広州コーヒーエクスポ2012
広州ティーエクスポ2012
第１０回チャイナ（広州）国際自動車エキシビション
2012広州自転車＆電気自動車エキシビション
第１７回チャイナ国際エキシビション（コーティング、
印刷用インク、接着剤）
第１９回広州ホテル設備＆補材エキシビション
2012広州ホテルフード＆ベバレッジエキシビション
アジアアニメーション＆ゲームエクスポ
2012第９回広州モーターカーカーニバル
広州ランジェリーフェア2012
2012チャイナ国際スクリーンプリンティング＆デジタル
プリンティングエクスポ
2012チャイナ国際テキスタイルプリンティングエクスポ
2012チャイナ（広州）国際サイン＆インクジェットプリン
ティングエクスポ
第５回チャイナ国際海事エクスポ
チャイナ（広州）国際フード＆ベバレッジトレードフェア
フードホスピタリティワールド チャイナ2012
チャイナ（広州）ウェディングエクスポ2012ウィンター

台湾国際光電池エキシビション
スタディインオーストラリア2012
台湾金物ショー
第１３回新世紀ファーニチャーショー
台北シューズショーオータム＆ウィンター2012
第１４回台北国際グラフィックアートエキシビション
フォール2012国際エデュケーションエクスポ
2012台北国際トラベルフェア
アート台北2012
2012台北国際建築材料＆ファーニチャーショー
2012台湾国際旅行おみやげエキシビション
コーヒーワールドエクスポ2012
台北国際ティーエクスポ2012
台北国際ワインエクスポ2012
台湾国際フードショー2012
2012台湾国際チェーンストアフェア
台湾グループ購買ショー2012
インフォメーション＆コミュニケーションテクノロジー
（ICT）エクスポ
第２４回台北国際ビル、建設＆装飾エクスポ
台北自動車ショー
台北キッズ＆マミー・ベイビーショー
台北国際デジタルフォトグラフィー＆メディア機材
エキシビション2012
2012台北国際トラベルフェア
2012ヨーロッパエデュケーションフェア
インフォメーション＆コミュニケーションテクノロジー
（ICT）エクスポ
第２４回台北国際ビル、建設＆装飾エクスポ
台北トイ＆子供用品フェア
第３８回台北国際エレクトロニクスショー
2012ブロードバンド台湾エクスポ
2012台湾国際グリーン産業ショー
2012ビルディング台湾-国際スマートグリーンシティエクスポ
2012台湾国際クラウドテクノロジー＆インターネットエクスポ
台北スタイル2012（ファッションアパレルエクスポ）
2012台北紡織ショー
TPCA(台湾プリント回路アソシエーション) ショー2012
Eアセンブリエクスポ台湾2012
グリーンテクノロジーエクスポ台湾2012
サーマルマネージメントエキスポ台湾2012
国際マイクロシステム、パッケージング、組み立て＆
回路技術エキスポ台湾
2012台湾国際アクアリウムエキスポ

ナショナルサイエンス＆テクノロジーフェア2012
オイル＆ガス タイ2012
フード＆ホテル タイ2012
ファスナーフェア タイ2012
タイ インターナショナルロジスティクスフェア2012
バンコク　インターナショナルギフトフェア2012
（家庭用品）

タイランド　リテールフード＆ホスピタリティサービス
2012
コスメティックフェア2012
タイランド　ヘルス＆ビューティショー2012

深圳
深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

Macau Fisherman's Wharf 
Convention & Exhibition  
Centre（マカオ）

バンコク国際貿易
展示センター 
（Bangkok 
International 
Trade & 
Exhibition Centre）

バンコク

台北
Taipei World Trade 
Center Hall 1

Taipei World Trade 
Center Hall 3

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hall

広州
広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
メタレックス2012（金属機械製品）
タイランド　ファニチャー＆ハウスウェア2012（家具・雑貨）
ホームビルダーエキシビション2012
ホームバイヤーズエクスポ2012 
コスメティクス＆美容フェア
タイランドファーニチャーグランドセール2012
第２５回タイツーリズムフェア
タイモバイルエキスポ2012
ブックエキスポ2012
バンコクウェディング（ファッション・ジュエリー）フェア2012
スポーツワールドエクスポ2012
バンコクウェディングフェア2012
ファッション＆ジュエリーフェア2012
バンコクファーニチャーフェア2012
ナショナルハーブエクスポ2012
第50回　バンコクGems＆Jewelryフェア2012
グリーンビルディング＆レトロフィットエクスポアジア
2012（エコ建築＆関連部品導入・改造）

ビルメンテナンス＆アセットマネジメントエクスポアジア
2012
プール＆スパテクノロジーアジア2012
タイ国際エキシビション（プロ向けオーディオ、照明、AV、
放送、システム統合＆設置テクノロジー

タイ国際建築機器・設備＆テクノロジーエキシビション
2012
TFICファニチャーアウトレット2012
SME タイランドエクスポ2012
エネルギーフェア2012
ファニチャーフェスティバル
テレビ＆電化製品フェスティバル
トラベルフェスティバル
ウェディングフェスティバル
ビューティー・スパ・ヘルス・スポーツフェスティバル
ラグジュアリーフェスティバル（雑貨・アクセサリー）
ファッションフェスティバル
フードフェスティバル
第26回タイアップフェア2012（トラベル）
健康食品＆美容フェスティバル2012
ホテルエキップメントエクスポ2012
TCCエクスポ
ホームプロエクスポ
第25回BABBバードショー
第29回タイランドインターナショナルモーターエクスポ
2012

家具・インテリアデコレーションエクスポ
Metalexベトナム2012(国際工作機器&金属加工技術
エキシビション）

Nepconベトナム2012(電子部品&半導体テクノロジー
エキシビション)

Vietbrew 2012 & Vietdrink 2012 (国際ビール・
ビバレッジ産業エキシビション & 国際飲料技術産業エキ
シビション)

ベトナム国際パッケージング＆プリンティング産業
エキシビション

第１２回ベトナム国際プラスティック＆ラバー産業
エキシビション
ベトナム食品加工＆薬品技術産業エキシビション
ベトナム国際プリント＆ラベル産業エキシビション
トレードショー（金属裁断、工作機械、部品関連）
ベトナムグラフィックテクノロジーエキシビション
ベトナム国際ショップ＆フランチャイズショー
テレコミュニケーション＆ITエキシビション
ベトナムエレクトロニクスエキシビション
ベトナム国際インターネット & IT エキシビション
ベトナムテキスタイル & 衣類エキシビション
ベトナムサイゴンボート、フィッシング＆
ウォータースポーツエクスポ2012
国際餌＆家畜産業エキシビション 
ベトナムウォーターエキシビション
メディファーム・デンタルハノイ（ヘルスケア産業＆歯科
産業メディカルフェア）

第２１回ベトナム国際インダストリアルフェア
（各種工作機器）
国際トレードフェア（建設＆ビルテクノロジー）

家具・インテリア展示会
アセアン木材家具展示会
家具・インテリア展示会
第9回MDA海岸調査会議2012
フィノベートアジア2012
シンガポール家具・インテリア・ランドスケープ
エクスポ2012

Impact Exhibition & 
Convention
Centre

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
SITEX2012（電子機器）
パーフェクトリビング2012
SUR-FIN アジアパシフィック2012（表面処理・精密工学）
タンク貯蔵アジア2012
家具・インテリア展示会2013
BEXアジア2012 省エネ建築展示会
アジア スマートグリッド 2012
アジア次世代エネルギー展示会
APVIA 2012 PV アジアパシフィックエクスポ
（太陽光発電）
フランチャイズ＆ライセンスアジア2012
おいしい日本 2012
アジアエクスポシンガポール
第19回国際石油＆ガス産業展示会
アジアテレビフォーラム＆マーケット

K-Ummah Beratuエクスポ2012
ハルフェスト2012
EGマザー＆ベビーエクスポ2012
リノベーションエクスポ2012
マレーシア　イナクラフトライフスタイル
建物・物産展示会2012
Anugerah Skrin 2012
パメランコムテック2012
クアラルンプール独創的コンテンツ国際市
第6回ウェルネス起業家展示会2012
第2回MLM Golden MIDASチャリティーナイト2012
第6回独立起業家リーダーシップコンベンション2012
フィルムフェスティバルマレーシア
中国輸入＆輸出商品展示会
イスラム本フェアー2012
国際健康フェアー2012
第2回食品・飲料エクスポ2012
OUM会議
K-MLMエクスポ2012
モーターショー2012
BESアジアフォーラム
IFN 投資家アジアフォーラム2012
SUBSEAアジア2012
MTCグローバル木材市2012
第6回IAACAアニュアル会議
第19回マレーシア国際ジュエリーフェスティバル2012
第3回国際グリーン技術＆エコ商品展示会マレーシア
2012生産性＆イノベーションエクスポ2012
ホームデコレーション展示会１
ホームデコレーション展示会２
第26回東アジア保険会議
バイオマレーシア 2012 会議＆展示会
第8回アジア‐オーストラリア複合材料会議
自動化住宅・建築エクスポ 2012
第43回肺ヘルス世界会議
ファーマテック2012
国際消防会議＆展示会
ソーシャルメディアネットワーキング会議2012
バンクテックアジア2012
スター不動産フェアー2012
PIKOM PCフェアー2012

アジア食品原料見本市2012
ジョブフェアー
プラスチック＆ゴムインドネシア2012
ドッグショー
第27回トレードエクスポインドネシア2012
CARNIVAL WISATAトラベルフェアー
ジャカルタケマヨラン　ウェディングフェスティバル
WISUDA
ミュージッククリニックJapex 2012
ジャカルタ　オーディオプロエクスポ(JAPEX)2012
インドネシア防衛・航空宇宙・海洋エクスポ2012
全産業・印刷・オフィス向け・LED・サイン2012
グラステックアジア2012
インドネシア世界セラミックフェア 2012
REUNI AKBAR SMU KETAPANG
サクセスセミナー
ロックレゲエフェスティバル
食品・包装・IPEX・農業展示会2012
バスケットボールベテランSEDUNIA
製造業インドネシアシリーズ2012
第9回インドネシア　コイショー
NATAR BERSAMA
PERINGATAN HARI IBU
PERAYAAN NATAL GEREJA REHOBOT

Ho Chi Minh Tan Binh Exhibition & 
Convention Centre（ホーチミン）

Saigon Exhibition & 
Convention Center
（ホーチミン）

GiangVo Exhibition 
Centre & Fairground, 
Hanoi

Vietnam Exhibition 
& Fair Centre, Hanoi

ホーチミン・ハノイ

インドネシア
Jakarta 
International Expo
（ジャカルタ）

Hong Kong 
Convention &
Exhibition
Centre（香港） 

Kuala Lumpur 
Convention Centre
（クアラルンプール）

シンガポール
Singapore EXPO

保利世　博
（Poly World Trade 
Expo Centre）

バンコク

Queen Sirikit 
National 
Convention Centre

Sands Expo and 
Convention Centre, 
Marina Bay Sands

マレーシア
Putra World Trade 
Centre
（クアラルンプール）

バンコク国際貿易展示センター 
（Bangkok International Trade & Exhibition Centre）

Sands Expo and 
Convention Centre, 
Marina Bay Sands
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平成24年8月27日現在

福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
宮城 正志

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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平成24年8月27日現在

福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
宮城 正志

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、全
国
の

優
秀
な
和
牛
を
５
年
に
１
度
、一
堂
に
集

め
て
肉
質
や
体
型
な
ど
の
優
劣
を
競

う
、ま
さ
に
肉
用
牛
生
産
県
の
真
価
が

問
わ
れ
る
全
国
規
模
の
大
会
で
す
。節

目
と
な
る
第
１０
回
大
会
は
、「
和
牛
維

新
！
地
域
で
伸
ば
そ
う
生
産
力
　
築
こ

う
豊
か
な
食
文
化
」を
開
催
テ
ー
マ
と

し
て
今
年
１０
月
２５
日
か
ら
２９
日
ま
で
の

期
間
、佐
世
保
会
場
並
び
に
島
原
会
場

で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、和
牛
の
魅
力
を
県
内
外
の
多

く
の
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と
で
生
産
者

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、長
崎
県

の「
食
」、「
観
光
」、「
物
産
」、「
歴
史
文

化
」な
ど
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、全
国
和
牛
の

審
査
会
の
他
、多
彩
な
催
し
を
取
り
入

れ
て
一
般
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、総
合
的
な
大
会（
愛
称
：
和
牛
の
祭

典
i
n
な
が
さ
き
）と
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
大
会
に
は
、県
内
外
か
ら
３７
万
人
と
い

う
多
く
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
お
り
、

経
済
波
及
効
果
は
約
８８
億
円
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

第１０回全国和牛能力共進会
長  崎  県  実  行  委  員  会 事務局長 松永 孝三 氏

　
長
崎
県
の
農
業
は
地
域
を
支
え
る
重

要
な
産
業
で
す
が
、そ
の
中
で
、畜
産
は

農
業
産
出
額
の
３１
％
を
占
め
る
基
幹
的

作
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
肉
用
牛
は

７
年
連
続
で
県
内
第
１
位
の
品
目
別
産

出
額
を
誇
っ
て
お
り
、全
国
的
に
も
飼
養

戸
数
で
第
５
位
、飼
養
頭
数
で
第
８
位

と
な
る
な
ど
、本
県
は
全
国
有
数
の
肉

用
牛
生
産
県
で
す
。

　
今
回
の
共
進
会
で
好
成
績
を
収
め
る

こ
と
は
、長
崎
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
と
併
せ
て
、本
県
肉
用
牛
の
振
興
に
直

結
す
る
こ
と
か
ら
、県
、市
町
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
等
で
構
成
さ
れ
る
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、平
成
１９
年
の
設
立
以
来
、生

産
者
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
出
品
資
格
牛
を
拡
大
す
る
た

め
、牛
の
能
力
を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る

育
種
価
の
判
明
率
向
上
に
向
け
た
対
策

を
は
じ
め
、早
期
肥
育
技
術
の
確
立
や
高

能
力
な
出
品
候
補
牛
の
生
産
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
長
崎
和
牛
」目
指
せ
日
本
一
！

農業産出額　１，３９９億円
うち 畜 産　　４２９億円

肉用牛

ばれいしょ

米

豚

みかん

174

124

121

114

87

長崎県の農業産出額
ベスト５
 （平成２２年度）

産 出 額 （単位：億円） 
1
2
3
4
5

大会マスコット
「かさべこくん」

寄 稿
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５
年
に
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堂
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肉
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や
体
型
な
ど
の
優
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を
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、ま
さ
に
肉
用
牛
生
産
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の
真
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が

問
わ
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る
全
国
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模
の
大
会
で
す
。節

目
と
な
る
第
１０
回
大
会
は
、「
和
牛
維
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で
伸
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そ
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生
産
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こ
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な
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」を
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年
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か
ら
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日
ま
で
の

期
間
、佐
世
保
会
場
並
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に
島
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会
場

で
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ま
す
。

　
ま
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、和
牛
の
魅
力
を
県
内
外
の
多

く
の
消
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者
に
伝
え
る
こ
と
で
生
産
者

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、長
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県
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」、「
観
光
」、「
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産
」、「
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ど
の
魅
力
を
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に
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す
る
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の
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の
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催
し
を
取
り
入

れ
て
一
般
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、総
合
的
な
大
会（
愛
称
：
和
牛
の
祭

典
i
n
な
が
さ
き
）と
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
大
会
に
は
、県
内
外
か
ら
３７
万
人
と
い

う
多
く
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
お
り
、

経
済
波
及
効
果
は
約
８８
億
円
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

第１０回全国和牛能力共進会
長  崎  県  実  行  委  員  会 事務局長 松永 孝三 氏

　
長
崎
県
の
農
業
は
地
域
を
支
え
る
重

要
な
産
業
で
す
が
、そ
の
中
で
、畜
産
は

農
業
産
出
額
の
３１
％
を
占
め
る
基
幹
的

作
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
肉
用
牛
は

７
年
連
続
で
県
内
第
１
位
の
品
目
別
産

出
額
を
誇
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て
お
り
、全
国
的
に
も
飼
養

戸
数
で
第
５
位
、飼
養
頭
数
で
第
８
位

と
な
る
な
ど
、本
県
は
全
国
有
数
の
肉

用
牛
生
産
県
で
す
。

　
今
回
の
共
進
会
で
好
成
績
を
収
め
る

こ
と
は
、長
崎
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
と
併
せ
て
、本
県
肉
用
牛
の
振
興
に
直

結
す
る
こ
と
か
ら
、県
、市
町
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
等
で
構
成
さ
れ
る
大
会
実
行
委

員
会
で
は
、平
成
１９
年
の
設
立
以
来
、生

産
者
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
出
品
資
格
牛
を
拡
大
す
る
た

め
、牛
の
能
力
を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る

育
種
価
の
判
明
率
向
上
に
向
け
た
対
策

を
は
じ
め
、早
期
肥
育
技
術
の
確
立
や
高

能
力
な
出
品
候
補
牛
の
生
産
推
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
長
崎
和
牛
」目
指
せ
日
本
一
！

農業産出額　１，３９９億円
うち 畜 産　　４２９億円

肉用牛

ばれいしょ

米

豚

みかん

174

124
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114

87

長崎県の農業産出額
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 （平成２２年度）
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▲各会場のご案内▲競いのエリア（前回「鳥取大会」の様子）

▲ハウステンボス（ⓒHuis Ten Bosch/Ｊ－14530）

▲ハウステンボス（ⓒHuis Ten Bosch/Ｊ－14530）

▲会場を盛り上げる“よさこい踊り”

▲佐世保メイン会場

松浦市平戸市

佐世保市

佐賀県

波佐見町

川棚町

西海市

時津町 長与町

長崎空港

長崎駅 長崎芒塚IC
長崎IC

長崎多良見IC
諫早IC

大村IC

嬉野IC

武雄JTC

MR中佐世保駅
佐世保駅

長崎市

諫早市

雲仙市
島原市

南島原市

大村市

東彼杵町

諫
早
駅

383
204

206

251

57

389

499

202

204

【アクセス】
　車　：西九州自動車道佐世保

みなとICから約1分
列　車：JR佐世保駅から徒歩で15分
※審査・展示会場は、関係者のみ来場可

【アクセス】
　車　：西九州自動車道佐世保

みなとICから約10分
列　車：松浦鉄道中佐世保駅から

徒歩で約3分

肉牛の部会場

【アクセス】
　車　：長崎自動車道東そのぎICから

約30分
西九州自動車道大塔ICから
約15分

列　車：JRハウステンボス駅から
徒歩で約5分
JR佐世保駅からJRで約20分

飛行機：長崎空港から高速船で約50分
長崎空港から特急バスで約60分

【アクセス】
　車　：諫早ICから島原方面へ約70分
列　車：島原鉄道島原外港駅

島原外港からバスで約10分
　船　：島原外港からバスで約10分

佐世保メイン会場

島原会場

審査とイベントを佐世保市で、
一部イベントを島原市で行います。
楽しい内容が盛りだくさんです!

各会場のご案内

佐々町

佐世保みなとIC

　
１０
月
に
は
全
国
か
ら
の
選
り
す
ぐ
り

の
代
表
牛
４
８
０
頭
が
長
崎
の
地
に
集

結
し
、性
別
や
発
育
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
9
つ
の
エ
ン
ト
リ
ー
部
門
毎
に
優
劣

を
競
い
合
い
ま
す
が
、５
年
に
１
度
の
大

会
だ
け
に
、佐
世
保
メ
イ
ン
会
場（
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
）の
種
牛
の
部
の
審
査
会
場

内
で
は
、ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
緊
張

感
の
中
、め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
日
本
一
を
か
け
た
真
剣
勝
負
が
展
開

さ
れ
る
は
ず
で
す
。「
長
崎
和
牛
」が
日

本
一
の
栄
冠
に
輝
く
よ
う
、多
く
の
皆

様
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
会
の
会
場
や
期
間
に
つ
い
て
は
45

頁
、表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場（
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
）で
は
、和
牛
ら
し
い
体
型
や
品
位
な

ど
を
競
う
種
牛
の
部
の
審
査
会
の
ほ
か

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。肉
質
や

肉
量
を
競
う
肉
牛
の
部
の
会
場
の
う
ち
、

審
査
・
展
示
を
行
う
佐
世
保
市
食
肉
地

方
卸
売
市
場
は
関
係
者
の
み
の
参
観
と

な
り
ま
す
が
、セ
リ
を
行
う
佐
世
保
市

体
育
文
化
館
は
一
般
の
皆
様
も
見
学
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

徒
歩
5
分
の
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
中

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

〈
島
原
会
場
〉

　
島
原
会
場
で
は
、味
わ
い
の
エ
リ
ア
の

Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
で
、小

浜
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、大
村
あ
ま
辛
黒
カ

レ
ー
、富
士
宮
や
き
そ
ば
、津
山
ホ
ル
モ

ン
う
ど
ん
、日
田
や
き
そ
ば
な
ど
の
美

味
し
い
グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

集
い
の
エ
リ
ア
で
は
、２７
日（
土
）に
歌

手
の「
さ
だ
ま
さ
し
」さ
ん
に
よ
る
島
原

ラ
イ
ブ（
事
前
申
込
に
よ
る
入
場
整
理

券
が
必
要
）を
は
じ
め
、同
日
の
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
２
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、２８
日（
日
）

は「
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
」お
笑
い
ラ
イ

ブ
、そ
し
て
両
日
と
も
本
大
会
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
さ
べ
こ
く
ん
」

の
仲
間
の〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〞が
大
集
合
し

ま
す
。

　
ま
た
、学
び
の
エ
リ
ア
で
は
、和
牛
や

農
業
を
も
っ
と
知
る
た
め
の
ア
グ
リ
研
究

広
場
を
は
じ
め
、災
害
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
和
牛
肉
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、長
崎
県
子
ど
も
伝
統
芸
能

大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
時
に
開
催
さ
れ
る
、

「
2
0
1
2
な
が
さ
き
実
り
恵
み
の
感

謝
祭
i
n
島
原
」や「
島
原
半
島
ツ
ー

（
日
）の「
よ
し
も
と
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
」

は
、２８
日
の「
ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
」の
出

演
が
決
定
！
ダ
ン
サ
ー
と
コ
ン
ト
の
融

合
、長
崎
初
上
陸
の「
ダ
ン
サ
ブ
ル
コ
ン

ト
」な
ど
と
併
せ
て
お
見
逃
し
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
社
会
科
見
学
や
子
供
さ
ん

と
一
緒
に
来
ら
れ
る
方
に
お
勧
め
な
の

が
、学
び
の
エ
リ
ア
の「
モ
〜
モ
〜
博
物

館
」で
す
。牛
の
不
思
議
な
生
態
や
長
崎

と
牛
と
の
関
わ
り
、美
味
し
い
牛
肉
の
秘

密
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
牛
博
士
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、嬉
し
い
特
典
と
し
て
、期
間

中
１５
時
以
降
、会
場
内
で
配
布
す
る
優

待
券
利
用
で
平
日
５
０
０
円
、土
日

１
，０
０
０
円（
小
人
は
５
０
０
円
）で

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
ご
入
場
い
た
だ
け

ま
す
。

　
大
会
期
間
中
は
多
く
の
来
場
者
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、会
場
周
辺
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。来
場
さ
れ
る
皆
様
に

は
、時
間
ど
お
り
に
会
場
に
到
着
出
来
る

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、宮
崎

県
西
都
市
長 

橋
田
和
実
氏
に
よ
る
講
演

会「
口
蹄
疫
１
３
０
日
の
戦
い
」が
２６
日

（
金
）１５
時
よ
り
、J
R
佐
世
保
駅
か
ら

　
ま
た
、島
原
会
場
は
、「
島
原
半
島
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
！
」を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、和
牛
の
審
査

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、佐
世
保
メ
イ
ン
会

場
で
の
審
査
の
模
様
を
映
像
中
継
す
る

と
と
も
に
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

な
ど
し
て
両
会
場
間
の
連
携
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　
次
に
各
会
場
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場
〉

　
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場
で
は
、競
い
の
エ

リ
ア
に
和
牛
の
日
本
一
決
定
戦
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
出
来
る
審
査
会
場
を
設

置
す
る
他
、味
わ
い
の
エ
リ
ア
で
は
、北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
、全

国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
が
試
食
で
き
る
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、長
崎
和
牛
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
県
内
特
産
品
の
販
売
な
ど
、美

味
し
い
魅
力
が
ぎ
ゅ
ぎ
ゅっ
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
集
い
の
エ
リ
ア
で
は
、郷
土
芸
能
や
県

民
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。２７
日（
土
）・
２８
日

大
会
の
開
催
場
所
と

開
催
期
間

全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
が

長
崎
に
集
結

〜
モ
〜
っ
と
見
た
か
！

　モ
〜
っ
と
食
べ
た
か
！
〜
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▲各会場のご案内▲競いのエリア（前回「鳥取大会」の様子）

▲ハウステンボス（ⓒHuis Ten Bosch/Ｊ－14530）

▲ハウステンボス（ⓒHuis Ten Bosch/Ｊ－14530）

▲会場を盛り上げる“よさこい踊り”

▲佐世保メイン会場

松浦市平戸市

佐世保市

佐賀県

波佐見町

川棚町

西海市

時津町 長与町

長崎空港

長崎駅 長崎芒塚IC
長崎IC

長崎多良見IC
諫早IC

大村IC

嬉野IC

武雄JTC

MR中佐世保駅
佐世保駅

長崎市

諫早市

雲仙市
島原市

南島原市

大村市

東彼杵町

諫
早
駅

383
204

206

251

57

389

499

202

204

【アクセス】
　車　：西九州自動車道佐世保

みなとICから約1分
列　車：JR佐世保駅から徒歩で15分
※審査・展示会場は、関係者のみ来場可

【アクセス】
　車　：西九州自動車道佐世保

みなとICから約10分
列　車：松浦鉄道中佐世保駅から

徒歩で約3分

肉牛の部会場

【アクセス】
　車　：長崎自動車道東そのぎICから

約30分
西九州自動車道大塔ICから
約15分

列　車：JRハウステンボス駅から
徒歩で約5分
JR佐世保駅からJRで約20分

飛行機：長崎空港から高速船で約50分
長崎空港から特急バスで約60分

【アクセス】
　車　：諫早ICから島原方面へ約70分
列　車：島原鉄道島原外港駅

島原外港からバスで約10分
　船　：島原外港からバスで約10分

佐世保メイン会場

島原会場

審査とイベントを佐世保市で、
一部イベントを島原市で行います。
楽しい内容が盛りだくさんです!

各会場のご案内

佐々町

佐世保みなとIC

　
１０
月
に
は
全
国
か
ら
の
選
り
す
ぐ
り

の
代
表
牛
４
８
０
頭
が
長
崎
の
地
に
集

結
し
、性
別
や
発
育
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
9
つ
の
エ
ン
ト
リ
ー
部
門
毎
に
優
劣

を
競
い
合
い
ま
す
が
、５
年
に
１
度
の
大

会
だ
け
に
、佐
世
保
メ
イ
ン
会
場（
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
）の
種
牛
の
部
の
審
査
会
場

内
で
は
、ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
緊
張

感
の
中
、め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
日
本
一
を
か
け
た
真
剣
勝
負
が
展
開

さ
れ
る
は
ず
で
す
。「
長
崎
和
牛
」が
日

本
一
の
栄
冠
に
輝
く
よ
う
、多
く
の
皆

様
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
会
の
会
場
や
期
間
に
つ
い
て
は
45

頁
、表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場（
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
）で
は
、和
牛
ら
し
い
体
型
や
品
位
な

ど
を
競
う
種
牛
の
部
の
審
査
会
の
ほ
か

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。肉
質
や

肉
量
を
競
う
肉
牛
の
部
の
会
場
の
う
ち
、

審
査
・
展
示
を
行
う
佐
世
保
市
食
肉
地

方
卸
売
市
場
は
関
係
者
の
み
の
参
観
と

な
り
ま
す
が
、セ
リ
を
行
う
佐
世
保
市

体
育
文
化
館
は
一
般
の
皆
様
も
見
学
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

徒
歩
5
分
の
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
中

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

〈
島
原
会
場
〉

　
島
原
会
場
で
は
、味
わ
い
の
エ
リ
ア
の

Ｂ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
で
、小

浜
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、大
村
あ
ま
辛
黒
カ

レ
ー
、富
士
宮
や
き
そ
ば
、津
山
ホ
ル
モ

ン
う
ど
ん
、日
田
や
き
そ
ば
な
ど
の
美

味
し
い
グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

集
い
の
エ
リ
ア
で
は
、２７
日（
土
）に
歌

手
の「
さ
だ
ま
さ
し
」さ
ん
に
よ
る
島
原

ラ
イ
ブ（
事
前
申
込
に
よ
る
入
場
整
理

券
が
必
要
）を
は
じ
め
、同
日
の
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
２
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、２８
日（
日
）

は「
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
」お
笑
い
ラ
イ

ブ
、そ
し
て
両
日
と
も
本
大
会
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
さ
べ
こ
く
ん
」

の
仲
間
の〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〞が
大
集
合
し

ま
す
。

　
ま
た
、学
び
の
エ
リ
ア
で
は
、和
牛
や

農
業
を
も
っ
と
知
る
た
め
の
ア
グ
リ
研
究

広
場
を
は
じ
め
、災
害
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
和
牛
肉
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、長
崎
県
子
ど
も
伝
統
芸
能

大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
時
に
開
催
さ
れ
る
、

「
2
0
1
2
な
が
さ
き
実
り
恵
み
の
感

謝
祭
i
n
島
原
」や「
島
原
半
島
ツ
ー

（
日
）の「
よ
し
も
と
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
」

は
、２８
日
の「
ト
ー
タ
ル
テ
ン
ボ
ス
」の
出

演
が
決
定
！
ダ
ン
サ
ー
と
コ
ン
ト
の
融

合
、長
崎
初
上
陸
の「
ダ
ン
サ
ブ
ル
コ
ン

ト
」な
ど
と
併
せ
て
お
見
逃
し
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
社
会
科
見
学
や
子
供
さ
ん

と
一
緒
に
来
ら
れ
る
方
に
お
勧
め
な
の

が
、学
び
の
エ
リ
ア
の「
モ
〜
モ
〜
博
物

館
」で
す
。牛
の
不
思
議
な
生
態
や
長
崎

と
牛
と
の
関
わ
り
、美
味
し
い
牛
肉
の
秘

密
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
牛
博
士
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、嬉
し
い
特
典
と
し
て
、期
間

中
１５
時
以
降
、会
場
内
で
配
布
す
る
優

待
券
利
用
で
平
日
５
０
０
円
、土
日

１
，０
０
０
円（
小
人
は
５
０
０
円
）で

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
ご
入
場
い
た
だ
け

ま
す
。

　
大
会
期
間
中
は
多
く
の
来
場
者
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、会
場
周
辺
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。来
場
さ
れ
る
皆
様
に

は
、時
間
ど
お
り
に
会
場
に
到
着
出
来
る

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、宮
崎

県
西
都
市
長 
橋
田
和
実
氏
に
よ
る
講
演

会「
口
蹄
疫
１
３
０
日
の
戦
い
」が
２６
日

（
金
）１５
時
よ
り
、J
R
佐
世
保
駅
か
ら

　
ま
た
、島
原
会
場
は
、「
島
原
半
島
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
！
」を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、和
牛
の
審
査

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、佐
世
保
メ
イ
ン
会

場
で
の
審
査
の
模
様
を
映
像
中
継
す
る

と
と
も
に
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

な
ど
し
て
両
会
場
間
の
連
携
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　
次
に
各
会
場
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場
〉

　
佐
世
保
メ
イ
ン
会
場
で
は
、競
い
の
エ

リ
ア
に
和
牛
の
日
本
一
決
定
戦
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
出
来
る
審
査
会
場
を
設

置
す
る
他
、味
わ
い
の
エ
リ
ア
で
は
、北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
、全

国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
が
試
食
で
き
る
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、長
崎
和
牛
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
県
内
特
産
品
の
販
売
な
ど
、美

味
し
い
魅
力
が
ぎ
ゅ
ぎ
ゅっ
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　
集
い
の
エ
リ
ア
で
は
、郷
土
芸
能
や
県

民
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。２７
日（
土
）・
２８
日

大
会
の
開
催
場
所
と

開
催
期
間

全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
が

長
崎
に
集
結

〜
モ
〜
っ
と
見
た
か
！

　モ
〜
っ
と
食
べ
た
か
！
〜
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10/25（木）～29（月）

10/28（日）

佐世保メイン会場
ハウステンボス（佐世保市）

肉牛の部（セリ会場）
佐世保市体育文化館（佐世保市）

10/27（土）～28（日）

10/26（金）～28（日）

肉牛の部（審査・展示会場）
佐世保市食肉地方卸売市場（佐世保市）

島原会場
島原復興アリーナ（島原市）

▲「食べてみんね!長崎和牛」キャンペーン▲１００日前イベント パレードで大会をＰＲした佐世保会場

▲100日前イベント 大勢の来場者でにぎわった島原会場▲出島（長崎市）▲グラバー園（長崎市）

▲島原復興アリーナ

▲表1

開 催 会 場 お よ び 期 間

デ
ー
マ
ー
チ
」な
ど
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン

ト
が
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
和
牛
の
祭
典
i
n
な
が
さ
き
に
向
け

た
大
会
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、開

催
１
年
前
、２
０
０
日
前
と
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
７
月
７
日
に
平
戸
市
で
開
催
し
た

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
は
県
代
表
牛
選

考
会
と
同
時
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、

予
想
を
大
き
く
上
回
る
参
観
者
で
賑
わ

い
、日
本
一
に
向
け
た
意
気
込
み
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、佐
世
保
市
の
島
瀬
公
園

と
島
原
市
の
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

和
牛
の
祭
典
へ
の
誘
客
拡
大
を
図
る
た

め
、地
元
が
中
心
と
な
っ
て
一
般
市
民
に

向
け
た
１
０
０
日
前
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、開
催
機
運
は
大
い
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
日
か
ら
、「
食
べ
て
み
ん
ね
！

長
崎
和
牛
協
力
店
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し

て
、協
力
店
で
の
長
崎
和
牛
の
料
理
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、協
力

店
舗
数
は
順
調
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

（
８
月
20
日
現
在
：
2
0
0
店
舗
）

大
会
期
間
中
に「
長
崎
和
牛
肉
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。長

崎
県
内
の
該
当
施
設
に
宿
泊
し
、応
募

し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
抽
選
で
長
崎

和
牛
肉（
5
，0
0
0
円
相
当
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。応
募
方

法
は
、該
当
施
設
に
設
置
し
た
応
募
ハ
ガ

キ
に
宿
泊
確
認
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
、大
会
会
場
の
応
募
箱
に
投
函
す
る

と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、１０
月
は
、大
会
会
場
と
長
崎
県

内
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

旅
の
思
い
出
を
作
り
、さ
ら
に
当
選
の
楽
し

み
を
お
み
や
げ
に
持
ち
帰
って
く
だ
さ
い
。

　
第
１０
回
と
い
う
節
目
に
あ
た
る
本
大

会
は
、口
蹄
疫
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
も
極
め
て

重
要
な
大
会
で
す
。

　
復
興
を
後
押
し
す
る
意
味
か
ら
も
大

会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
、そ
し
て
全
国
か

ら
ご
来
場
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
第
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
大
会
の
成
功
が
日
本
の
農
業
が
元

気
に
な
る
契
機
と
な
る
よ
う
、今
後
と
も

万
全
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
大
会
と
合
わ
せ
て
、長
崎
の
自
然
や

歴
史
文
化
を
満
喫
し
た
い
と
い
う
方
の

た
め
に
、旅
行
プ
ラ
ン
に
役
立
つ「
応
援

団
ツ
ア
ー
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」を
紹
介
し
て

い
ま
す
。会
場
と
な
る
佐
世
保
コ
ー
ス
以

外
に
、ジ
ェッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
利
用
し
て
県

内
の
島
の
自
然
と
観
光
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く「
五
島
コ
ー
ス
」「
壱
岐
コ
ー
ス
」

「
対
馬
コ
ー
ス
」な
ど
、計
６
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、県
内
の
市
や
町
で
は
、旅
行

者
を
お
迎
え
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、大

会
期
間
中
限
定
の
特
典
や
特
別
イ
ベ
ン

ト
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。例
え
ば
、

長
崎
市
で
は
史
跡「
出
島
」と
連
携
し
た

企
画
展
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
や
、長
崎
市
内
観
光
施
設
へ
の
入

場
割
引
を
提
供
、松
浦
市
で
は
大
会
期

間
と
連
携
し
て「
旬（
と
き
）さ
ば
ま
つ

り
」や「
松
浦
と
ら
ふ
ぐ
ま
つ
り
」を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、１０
月
の
大
会

に
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、そ

し
て
長
崎
県
内
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
が
、さ
ら
に

も
う
一
つ
、誘
客
の
取
り
組
み
と
し
て
、

長
崎
県
内
の
市
や
町
も

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

機
運
も
高
ま
る
！

▲島原会場

▲ゆるキャラ大集合

▲長崎和牛を支えるエリート種雄牛「平茂晴」号
しゅゆうぎゅう ひらしげはる
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10/25（木）～29（月）

10/28（日）

佐世保メイン会場
ハウステンボス（佐世保市）

肉牛の部（セリ会場）
佐世保市体育文化館（佐世保市）

10/27（土）～28（日）

10/26（金）～28（日）

肉牛の部（審査・展示会場）
佐世保市食肉地方卸売市場（佐世保市）

島原会場
島原復興アリーナ（島原市）

▲「食べてみんね!長崎和牛」キャンペーン▲１００日前イベント パレードで大会をＰＲした佐世保会場

▲100日前イベント 大勢の来場者でにぎわった島原会場▲出島（長崎市）▲グラバー園（長崎市）

▲島原復興アリーナ

▲表1

開 催 会 場 お よ び 期 間

デ
ー
マ
ー
チ
」な
ど
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン

ト
が
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
和
牛
の
祭
典
i
n
な
が
さ
き
に
向
け

た
大
会
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、開

催
１
年
前
、２
０
０
日
前
と
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
７
月
７
日
に
平
戸
市
で
開
催
し
た

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
は
県
代
表
牛
選

考
会
と
同
時
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、

予
想
を
大
き
く
上
回
る
参
観
者
で
賑
わ

い
、日
本
一
に
向
け
た
意
気
込
み
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、佐
世
保
市
の
島
瀬
公
園

と
島
原
市
の
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

和
牛
の
祭
典
へ
の
誘
客
拡
大
を
図
る
た

め
、地
元
が
中
心
と
な
っ
て
一
般
市
民
に

向
け
た
１
０
０
日
前
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
な
ど
、開
催
機
運
は
大
い
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
同
日
か
ら
、「
食
べ
て
み
ん
ね
！

長
崎
和
牛
協
力
店
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し

て
、協
力
店
で
の
長
崎
和
牛
の
料
理
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、協
力

店
舗
数
は
順
調
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

（
８
月
20
日
現
在
：
2
0
0
店
舗
）

大
会
期
間
中
に「
長
崎
和
牛
肉
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。長

崎
県
内
の
該
当
施
設
に
宿
泊
し
、応
募

し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
抽
選
で
長
崎

和
牛
肉（
5
，0
0
0
円
相
当
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。応
募
方

法
は
、該
当
施
設
に
設
置
し
た
応
募
ハ
ガ

キ
に
宿
泊
確
認
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
い
、大
会
会
場
の
応
募
箱
に
投
函
す
る

と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、１０
月
は
、大
会
会
場
と
長
崎
県

内
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

旅
の
思
い
出
を
作
り
、さ
ら
に
当
選
の
楽
し

み
を
お
み
や
げ
に
持
ち
帰
って
く
だ
さ
い
。

　
第
１０
回
と
い
う
節
目
に
あ
た
る
本
大

会
は
、口
蹄
疫
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
、

災
害
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
も
極
め
て

重
要
な
大
会
で
す
。

　
復
興
を
後
押
し
す
る
意
味
か
ら
も
大

会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
、そ
し
て
全
国
か

ら
ご
来
場
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
第
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
大
会
の
成
功
が
日
本
の
農
業
が
元

気
に
な
る
契
機
と
な
る
よ
う
、今
後
と
も

万
全
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
大
会
と
合
わ
せ
て
、長
崎
の
自
然
や

歴
史
文
化
を
満
喫
し
た
い
と
い
う
方
の

た
め
に
、旅
行
プ
ラ
ン
に
役
立
つ「
応
援

団
ツ
ア
ー
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」を
紹
介
し
て

い
ま
す
。会
場
と
な
る
佐
世
保
コ
ー
ス
以

外
に
、ジ
ェッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
利
用
し
て
県

内
の
島
の
自
然
と
観
光
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く「
五
島
コ
ー
ス
」「
壱
岐
コ
ー
ス
」

「
対
馬
コ
ー
ス
」な
ど
、計
６
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、県
内
の
市
や
町
で
は
、旅
行

者
を
お
迎
え
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、大

会
期
間
中
限
定
の
特
典
や
特
別
イ
ベ
ン

ト
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。例
え
ば
、

長
崎
市
で
は
史
跡「
出
島
」と
連
携
し
た

企
画
展
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
や
、長
崎
市
内
観
光
施
設
へ
の
入

場
割
引
を
提
供
、松
浦
市
で
は
大
会
期

間
と
連
携
し
て「
旬（
と
き
）さ
ば
ま
つ

り
」や「
松
浦
と
ら
ふ
ぐ
ま
つ
り
」を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、１０
月
の
大
会

に
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、そ

し
て
長
崎
県
内
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
が
、さ
ら
に

も
う
一
つ
、誘
客
の
取
り
組
み
と
し
て
、

長
崎
県
内
の
市
や
町
も

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

機
運
も
高
ま
る
！

▲島原会場

▲ゆるキャラ大集合

▲長崎和牛を支えるエリート種雄牛「平茂晴」号
しゅゆうぎゅう ひらしげはる
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、医薬品が増産となった化学が上昇する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、主力の衣料品や飲食料品が低調となる等、2ヵ月ぶりに前年を下回りまし

た。住宅建設は、「貸家」や「分譲」が前年比大幅に増加する等、好調に推移しています。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに上昇
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は95.0となり前月比2.0％上昇しました。
主要業種では、前月に一部工場で定期メンテナン

スがあった鉄鋼が反動増となった他、医薬品が増産と
なった化学が上昇。一方、クレーン、産業用ロボットが
減産となった一般機械が低下しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業（右軸） 化学工業（右軸）
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3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、3,237戸と前年同月

比11.7％増加し、3ヵ月連続で前年を上回りました。
「持家」は前年を下回ったものの、消費増税を意識
した先行投資等から、建売住宅・分譲マンション等の
「分譲」が前年比大幅増加しており、好調な着工が続
いています。アパート等の「貸家」でも、前年を上回り
ました。

国土交通省出所

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6
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■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 4ヵ月連続で前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比18.9％増の698件、金額は同26.8％増の313億円
となり、請負金額は4ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、東九州自動車道等の大型案件が

一段落した「独立行政法人等」が前年比で減少した
一方、「市町村」、「その他」は前年比増加しました。

西日本建設業保証出所

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6
2011 2012

500

400

300

200

100

0

（億円）
50

0

▲50

（％）

■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額は前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比2.7％増の38件、負債総額が同41.1％
減の約35億円となりました。
建設業を中心に小口の倒産が相次ぎましたが、大

型倒産の発生が少なかったことから負債総額は前年
を下回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 2ヵ月ぶりに前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比1.1％減の

536億円と、2ヵ月ぶりに前年を下回りました。
主力の衣料品や飲食料品が振るわなかった他、家

電が前年の地デジ対応特需の反動により大幅減とな
りました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、医薬品が増産となった化学が上昇する等、緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、主力の衣料品や飲食料品が低調となる等、2ヵ月ぶりに前年を下回りまし

た。住宅建設は、「貸家」や「分譲」が前年比大幅に増加する等、好調に推移しています。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに上昇
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は95.0となり前月比2.0％上昇しました。
主要業種では、前月に一部工場で定期メンテナン

スがあった鉄鋼が反動増となった他、医薬品が増産と
なった化学が上昇。一方、クレーン、産業用ロボットが
減産となった一般機械が低下しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業（右軸） 化学工業（右軸）
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3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、3,237戸と前年同月

比11.7％増加し、3ヵ月連続で前年を上回りました。
「持家」は前年を下回ったものの、消費増税を意識
した先行投資等から、建売住宅・分譲マンション等の
「分譲」が前年比大幅増加しており、好調な着工が続
いています。アパート等の「貸家」でも、前年を上回り
ました。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 4ヵ月連続で前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比18.9％増の698件、金額は同26.8％増の313億円
となり、請負金額は4ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、東九州自動車道等の大型案件が

一段落した「独立行政法人等」が前年比で減少した
一方、「市町村」、「その他」は前年比増加しました。

西日本建設業保証出所
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■福岡県の公共工事請負高
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5.企業倒産 負債総額は前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比2.7％増の38件、負債総額が同41.1％
減の約35億円となりました。
建設業を中心に小口の倒産が相次ぎましたが、大

型倒産の発生が少なかったことから負債総額は前年
を下回りました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 2ヵ月ぶりに前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比1.1％減の

536億円と、2ヵ月ぶりに前年を下回りました。
主力の衣料品や飲食料品が振るわなかった他、家

電が前年の地デジ対応特需の反動により大幅減とな
りました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、産業用ロボットが増産となった一般機械や、飲料が増産となった食料品・たばこが上昇しており、

緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、高額商品に動きがあった他、新店舗開店効果により前年を上回っていま

す。住宅建設は、分譲マンションが在庫調整の進展により好調なことから、前年並みを維持しています。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに上昇
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は103.6となり、前月比8.3％上昇し
ました。
主要業種では、電子部品・デバイスや輸送機械は、

ほぼ前月並みの水準で推移した一方、産業用ロボット
が増産となった一般機械や、飲料が増産となった食料
品・たばこが上昇しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 7ヵ月ぶりに前年を下回る
6月の新設住宅着工戸数は、1,036戸と前年同月

比0.2％減少し、7ヵ月ぶりに前年を下回りました。
「貸家」が前年比減少するも、「分譲」がマンションの
在庫調整進展により好調なことから、全体では、前年
並みの着工戸数となりました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 4ヵ月ぶりに前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比12.0％増の372件、金額は同0.8％増の113億円
となり、請負金額は4ヵ月ぶりに前年を上回りました。
発注者別では、「県」、「市町村」が前年比減少した一

方、九州自動車道等の大型案件のあった「独立行政法
人等」が前年比増加しました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比53.8％減の6件、負債総額は同81.9％
減の約6億円となりました。
卸売業で約2億円の倒産があったものの、件数、負

債総額ともに前年を下回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 4ヵ月連続で前年を上回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増の

128億円と、4ヵ月連続で前年を上回りました。
衣料品が低調だったものの、高額商品に動きがあっ

た他、昨年7月のスーパー開店効果もあって飲食料品
が増加する等、全体としては前年を上回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、産業用ロボットが増産となった一般機械や、飲料が増産となった食料品・たばこが上昇しており、

緩やかな持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、高額商品に動きがあった他、新店舗開店効果により前年を上回っていま

す。住宅建設は、分譲マンションが在庫調整の進展により好調なことから、前年並みを維持しています。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに上昇
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は103.6となり、前月比8.3％上昇し
ました。
主要業種では、電子部品・デバイスや輸送機械は、

ほぼ前月並みの水準で推移した一方、産業用ロボット
が増産となった一般機械や、飲料が増産となった食料
品・たばこが上昇しました。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 7ヵ月ぶりに前年を下回る
6月の新設住宅着工戸数は、1,036戸と前年同月

比0.2％減少し、7ヵ月ぶりに前年を下回りました。
「貸家」が前年比減少するも、「分譲」がマンションの
在庫調整進展により好調なことから、全体では、前年
並みの着工戸数となりました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 4ヵ月ぶりに前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比12.0％増の372件、金額は同0.8％増の113億円
となり、請負金額は4ヵ月ぶりに前年を上回りました。
発注者別では、「県」、「市町村」が前年比減少した一

方、九州自動車道等の大型案件のあった「独立行政法
人等」が前年比増加しました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比53.8％減の6件、負債総額は同81.9％
減の約6億円となりました。
卸売業で約2億円の倒産があったものの、件数、負

債総額ともに前年を下回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 4ヵ月連続で前年を上回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増の

128億円と、4ヵ月連続で前年を上回りました。
衣料品が低調だったものの、高額商品に動きがあっ

た他、昨年7月のスーパー開店効果もあって飲食料品
が増加する等、全体としては前年を上回っています。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、新造船が減産となった輸送機械が前月から低下したものの、依然高操業を維持しており、緩やか

な持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、昨年の大型百貨店閉店の影響が続いており、11ヵ月連続で前年を下回っ

ています。住宅建設は、長崎市中心部の分譲マンションが好調な他、「持家」や「貸家」でも前年を上回る等、緩や
かな持ち直しの動きがみられます。

1.生産活動 総合指数は2ヵ月ぶりに低下
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は144.4となり、前月比2.0％低下し
ました。
主要業種では、新造船が減産となった輸送機械や、

アルコールの生産が減少した食料品、シリコンウエハ
が減産となった電子部品・デバイスが低下。一般機械
は、ほぼ前月並みで推移しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、601戸と前年同月比

37.5％増加し、2ヵ月連続で前年を上回りました。
消費増税を意識した先行投資等から、長崎市中心

部の分譲マンションが好調な他、「持家」「貸家」でも前
年を上回りました。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比6.0％減の284件、金額は同23.5％減の92億円と
なり、請負金額は2ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、工業団地造成等の大型案件のあっ

た「市町」が前年比増加した一方、「国」、「独立行政法
人等」、「県」では前年比減少しました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比25.0％減の6件、負債総額が同90.9％
増の約12億円となりました。
建設業で約5億円の大型倒産が発生し、負債総額

は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 11ヶ月連続で前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比7.2％減の

91億円と、11ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年7月末の百貨店閉店の影響が大きく、衣料品

を中心に全般的に低調に推移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
生産活動は、新造船が減産となった輸送機械が前月から低下したものの、依然高操業を維持しており、緩やか

な持ち直しの動きが続いています。
消費面では、大型小売店販売額が、昨年の大型百貨店閉店の影響が続いており、11ヵ月連続で前年を下回っ

ています。住宅建設は、長崎市中心部の分譲マンションが好調な他、「持家」や「貸家」でも前年を上回る等、緩や
かな持ち直しの動きがみられます。

1.生産活動 総合指数は2ヵ月ぶりに低下
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は144.4となり、前月比2.0％低下し
ました。
主要業種では、新造船が減産となった輸送機械や、

アルコールの生産が減少した食料品、シリコンウエハ
が減産となった電子部品・デバイスが低下。一般機械
は、ほぼ前月並みで推移しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、601戸と前年同月比

37.5％増加し、2ヵ月連続で前年を上回りました。
消費増税を意識した先行投資等から、長崎市中心

部の分譲マンションが好調な他、「持家」「貸家」でも前
年を上回りました。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比6.0％減の284件、金額は同23.5％減の92億円と
なり、請負金額は2ヵ月連続で前年を下回りました。
発注者別では、工業団地造成等の大型案件のあっ

た「市町」が前年比増加した一方、「国」、「独立行政法
人等」、「県」では前年比減少しました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額は前年を上回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比25.0％減の6件、負債総額が同90.9％
増の約12億円となりました。
建設業で約5億円の大型倒産が発生し、負債総額

は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 11ヶ月連続で前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比7.2％減の

91億円と、11ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年7月末の百貨店閉店の影響が大きく、衣料品

を中心に全般的に低調に推移しています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いているものの一部に減速傾向が見られる
生産活動は、電子部品・デバイスがわずかに上昇し、緩やかな持ち直しの動きが続いているものの、一般機械

や食料品が低下する等、一部に減速傾向が見られます。
消費面では、大型小売店販売額が、昨年6月のスーパー閉店の影響が続いており、11ヵ月連続で前年を下回

りました。住宅建設は、アパート等の「貸家」は前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに低下
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は97.8となり、前月比1.8％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスがわずかに上昇

したものの、一般機械や食料品が低下し、総合指数は
前月比でマイナスとなりました。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業

120

80

110

100

90

180

140

20

60

100

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5
2011 2012

3.住宅建設 9ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、345戸と前年同月比

2.7％増加し、9ヵ月連続で前年を上回りました。
「持家」は前年を下回ったものの、「分譲」が前年並
みとなった他、アパート等の「貸家」は前年を上回りま
した。

国土交通省出所
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■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比9.3％増の200件、金額は同115.4％増の80億円
となり、請負金額は2ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、病院等の大型案件があった「独立行

政法人等」や、学校増改築等の案件が多かった「市町」
が前年比増加しました。

西日本建設業保証出所
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■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

5.企業倒産 負債総額は前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比25％増の5件、負債総額は同48.5％減
の約7億円となりました。
建設業で1億円超の倒産が2件発生した他は、大型

倒産の発生はなく、負債総額は前年を下回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 11ヵ月連続で前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％減の

53億円と、11ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年6月のスーパー閉店の影響が続いている他、

家電が前年の地デジ対応特需の反動により大幅減と
なりました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いているものの一部に減速傾向が見られる
生産活動は、電子部品・デバイスがわずかに上昇し、緩やかな持ち直しの動きが続いているものの、一般機械

や食料品が低下する等、一部に減速傾向が見られます。
消費面では、大型小売店販売額が、昨年6月のスーパー閉店の影響が続いており、11ヵ月連続で前年を下回

りました。住宅建設は、アパート等の「貸家」は前年を上回りました。

1.生産活動 総合指数は3ヵ月ぶりに低下
5月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は97.8となり、前月比1.8％低下しました。
主要業種では、電子部品・デバイスがわずかに上昇

したものの、一般機械や食料品が低下し、総合指数は
前月比でマイナスとなりました。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所
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3.住宅建設 9ヵ月連続で前年を上回る
6月の新設住宅着工戸数は、345戸と前年同月比

2.7％増加し、9ヵ月連続で前年を上回りました。
「持家」は前年を下回ったものの、「分譲」が前年並
みとなった他、アパート等の「貸家」は前年を上回りま
した。

国土交通省出所
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4.公共工事 2ヵ月連続で前年を上回る
6月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比9.3％増の200件、金額は同115.4％増の80億円
となり、請負金額は2ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、病院等の大型案件があった「独立行

政法人等」や、学校増改築等の案件が多かった「市町」
が前年比増加しました。

西日本建設業保証出所

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6
2011 2012

140

120

100

80

60

40

20

0

（億円）
150

100

50

0

▲50

（％）

■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

5.企業倒産 負債総額は前年を下回る
7月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比25％増の5件、負債総額は同48.5％減
の約7億円となりました。
建設業で1億円超の倒産が2件発生した他は、大型

倒産の発生はなく、負債総額は前年を下回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 11ヵ月連続で前年を下回る
6月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％減の

53億円と、11ヵ月連続で前年を下回りました。
昨年6月のスーパー閉店の影響が続いている他、

家電が前年の地デジ対応特需の反動により大幅減と
なりました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。 機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。 大型小売店販売額は、店舗調整前の値。 なお、前年比増
減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、
２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。預貸金残高は
年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.2
▲1.8
1.0
▲0.5
▲0.4
▲0.2
▲0.0
0.4
0.5
0.8
1.0
0.9
1.1
0.9
0.8
1.0
1.5

41,662
40,930
41,350
40,694
40,789
40,780
40,659
41,224
40,891
40,922
41,350
41,034
41,098
41,743
41,262
41,112
41,381

2.4
1.7
3.5
2.7
2.5
2.7
2.7
2.7
3.0
3.4
3.5
3.3
2.6
2.2
1.9
1.9
2.2

56,720
57,671
59,694
59,556
59,474
58,876
58,974
59,339
58,999
59,530
59,694
59,515
59,560
61,012
60,637
60,680
60,795

▲1.1
▲13.9
▲4.4
4.9
1.5
1.4
▲3.6
▲9.2
▲14.1
3.2
▲6.4
▲5.4
5.1
▲1.9
▲6.7
7.2

▲16.3

15,480
13,321
12,734
1,071
1,165
1,081
1,026
1,001
976
1,095
1,032
985
1,038
1,161
1,004
1,148
975

5.1
5.1
4.5
4.5
4.6
4.7
4.3
4.1
4.5
4.5
4.6
4.6
4.5
4.5
4.6
4.4
4.3

0.48
0.52
0.65
0.62
0.63
0.65
0.66
0.67
0.68
0.69
0.71
0.73
0.75
0.76
0.79
0.81
0.82

319,060
318,315
308,838
301,174
286,056
309,356
309,078
298,931
314,275
295,066
352,005
309,449
292,825
329,671
339,069
304,653
292,937

427,912
429,967
420,538
310,021
561,723
469,906
381,716
347,444
402,887
350,792
749,899
350,820
405,735
364,900
386,381
309,716
581,983

1,283,429
1,284,665
1,138,752
71,916
92,348
97,570
84,621
111,670
100,507
102,611
95,470
119,578
147,494
197,189
119,225
127,158
149,837

▲1.8
▲0.2
▲3.0
▲0.7
▲3.9
▲2.3
▲4.5
▲2.8
▲2.0
▲4.7
0.7
▲2.7
3.2
5.0
4.4
1.2
2.4

▲3.4
0.5
▲2.2
▲3.3
▲6.3
1.4
▲1.7
▲1.4
▲4.0
▲1.8
▲1.2
0.1
2.2
4.4
2.9
▲0.1
3.6

▲10.1
0.1

▲11.4
▲23.1
▲17.0
▲13.8
▲16.6
▲8.8
25.9
27.8
16.1
30.7
29.0
64.6
111.4
76.8
62.3

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月
台 前年比（％）

▲5.7
10.9
▲18.5
▲38.0
▲23.9
▲30.0
▲29.6
0.7
28.3
23.9
23.3
42.4
33.2
82.1
92.5
63.9
39.8

2,634,048
2,920,499
2,381,121
128,366
201,986
214,825
188,369
279,874
219,830
220,542
193,603
238,090
301,250
443,030
186,698
210,418
282,351

億円 前年比（％）
▲5.6
▲2.1
▲0.9
▲1.3
0.4
1.8
▲1.8
▲2.4
▲0.5
▲1.6
0.6
▲0.1
1.3
6.1
0.1
▲0.1
▲2.2

197,758
195,791
195,933
15,774
16,033
17,843
15,574
14,728
16,057
16,370
20,910
17,383
14,659
16,032
15,664
15,753
15,682

指数 前年比（％）
▲1.4
▲0.7
▲0.3
▲0.4
▲0.4
0.2
0.2
0.0
▲0.2
▲0.5
▲0.2
0.1
0.3
0.5
0.4
0.2
▲0.1

100.1
100.0
101.5
101.9
101.9
102.2
102.1
101.9
101.1
101.0
101.0
100.9
101.1
101.6
101.7
101.2
100.5

100.7
100.0
99.7
99.9
99.7
99.7
99.9
99.9
100.0
99.4
99.4
99.6
99.8
100.3
100.4
100.1
99.6

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲5.3
▲0.1
1.5
1.6
1.9
2.2
2.2
2.0
1.3
1.3
0.8
0.3
0.4
0.3
▲0.4
▲0.7
▲1.4

前年比（％）
▲43.7
19.6
16.2
42.9
21.6
33.2
31.2
▲7.7
3.1
13.1
▲2.2
▲0.5
13.1
11.8
13.0
4.4
▲7.2

前年比（％）
▲30.8
▲7.3
▲4.1
▲5.0
5.0
18.5
9.8

▲18.2
▲8.9
▲8.5
▲9.0
1.1
9.4
7.8
16.5
15.4
3.3

前年比（％）
▲10.6
7.2
0.1
▲2.9
▲2.6
19.1
6.9
▲9.7
▲8.1
▲5.1
▲8.8
▲2.7
1.5
▲2.3
2.5
8.2
0.1

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

▲27.9
3.1
2.6
6.4
6.0
21.2
14.0
▲10.8
▲5.8
▲0.3
▲7.3
▲1.1
7.5
5.0
10.3
9.3
▲0.3

788,410
813,126
834,215
63,726
72,785
83,398
81,986
64,206
67,273
72,635
69,069
65,984
66,928
66,597
73,647
69,638
72,566

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値
年月

前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％）） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 1

2011 年
2010 年

▲22.0
▲2.2
3.5
8.8
7.6
2.9
16.6
▲23.3
2.9
16.2
18.2
3.7
5.5

▲20.4
▲13.9
▲3.5
▲0.0

77,776
76,043
78,693
6,219
6,759
7,153
7,366
5,751
6,569
6,398
5,928
6,297
5,588
6,077
6,493
6,000
6,759

9.7
▲10.6
▲3.4
▲14.1
▲3.4
▲15.9
3.5
3.3
3.2
6.8
0.6
8.5
16.8
8.0
5.4
36.7
14.1

127,120
113,626
109,755
6,355
9,984
9,597
9,536
12,009
10,702
8,447
7,134
5,661
7,049
13,978
12,431
8,686
11,390

▲34.8
18.0
12.1
12.4
9.9
9.9
19.2
12.2
17.9
11.5
8.2
9.5
9.2
10.6
8.1
9.3
▲2.2

▲33.1
24.4
▲2.7
▲10.3
▲1.6
▲3.3
2.8
2.3
▲3.8
▲4.5
▲8.0
▲9.2
▲2.7
5.9
7.9
10.0
▲2.3

▲27.2
7.0
7.8
0.1
7.7
▲2.8
0.5
▲2.3
▲0.6
3.1
▲2.5
0.7
2.8
▲2.8
5.7

▲14.8
5.6

▲8.9
▲1.2
5.9
8.0
4.6
4.4
6.3
6.0
7.5
8.6
3.8
2.5
1.0
9.6
10.8
4.7
6.3

▲21.3
16.7
▲3.5
▲8.0
▲1.7
▲2.6
0.6
▲2.6
0.0
▲4.1
▲2.4
▲1.5
1.5
11.9
16.0
11.7
▲1.1

81.1
94.4
92.2
89.4
92.8
93.8
94.6
92.8
94.5
92.9
95.0
95.9
94.4
95.6
95.4
92.2
92.6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

97.2
96.0
101.7
104.0
101.1
101.1
102.8
102.9
103.8
103.3
101.5
103.6
103.1
107.5
109.6
108.8
107.5

82.1
95.8
92.4
87.5
93.8
94.4
94.7
93.9
94.8
93.0
96.1
95.0
95.3
95.8
96.4
95.1
94.2

▲21.9
16.4
▲2.3
▲4.6
▲0.6
▲1.7
1.6
▲2.4
0.9
▲2.9
▲3.0
▲1.6
1.5
14.2
12.9
6.0
▲1.5

2011. 5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.8
1.4
3.7
2.1
2.7
2.5
2.4
2.9
3.4
4.0
3.7
3.7
2.9
5.2
4.8
4.7
4.9

138,767
140,690
145,885
140,586
140,425
141,353
140,305
142,471
143,499
144,672
145,885
145,351
145,895
147,532
147,608
147,161
147,317

2.8
1.9
2.0
2.1
2.3
2.3
2.3
2.0
1.9
2.7
2.0
1.8
1.2
3.0
2.0
1.6
1.9

179,050
182,364
186,080
185,064
185,825
185,806
184,625
183,620
184,083
185,545
186,080
184,695
185,127
188,169
190,947
188,039
189,313

▲11.9
▲21.9
4.0
36.4
32.3
48.0
8.6

▲26.7
17.9
27.6
▲35.0
6.5
30.0
20.0
13.8
16.7
▲48.8

480
375
390
30
41
37
38
33
33
37
26
33
26
42
33
35
21

0.42
0.46
0.58
0.56
0.56
0.57
0.58
0.59
0.60
0.61
0.63
0.63
0.65
0.67
0.70
0.72
0.75

305,554
303,663
298,184
285,909
273,596
306,187
305,912
290,385
291,326
263,765
330,724
324,372
295,514
344,651
326,724
302,843
335,781

391,029
389,184
391,156
293,028
541,725
385,442
377,469
309,088
421,824
318,390
706,371
334,865
390,139
344,561
374,407
295,048
564,970

99,616
113,650
91,956
4,605
7,394
7,969
7,506
11,153
8,170
8,446
7,451
9,228
12,613
16,841
7,046
8,092
10,686

▲2.3
▲0.6
▲1.8
0.1
▲3.5
2.4
9.8
▲1.5
0.5

▲11.9
▲3.1
▲0.6
▲1.4
8.3
14.2
5.9
22.7

▲1.3
▲0.5
0.5
▲6.4
5.6
▲9.6
3.3
▲1.7
11.1
▲0.2
9.8
6.9
4.7
9.0
10.5
0.7
4.3

▲5.9
14.1
▲19.1
▲44.0
▲28.7
▲32.1
▲31.2
8.3
17.0
24.9
24.5
37.8
36.5
67.6
115.1
75.7
44.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
51,812
53,413
46,901
3,130
3,542
4,048
3,505
4,544
4,219
4,050
3,745
5,198
6,222
7,492
4,645
5,135
5,969

▲8.2
3.1

▲12.2
▲20.7
▲25.3
▲20.5
▲21.9
▲10.1
40.3
20.0
15.1
32.2
25.1
50.7
107.3
64.1
68.5

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲5.2
▲3.0
4.3
4.2
6.7
7.1
3.5
2.1
4.0
4.5
4.6
4.1
3.7
▲0.5
▲1.2
0.1
▲1.1

663,771
652,922
689,334
54,960
54,140
65,691
54,940
51,091
56,217
56,968
76,784
61,379
50,039
55,971
54,482
55,036
53,555

指数 前年比（％）
▲1.3
▲0.7
▲0.2
▲0.5
▲0.4
0.1
0.0
0.0
▲0.1
▲0.3
0.2
0.1
0.1
0.4
0.6
0.2
▲0.1

100.7
100.0
99.8
99.8
99.6
99.7
99.7
99.9
100.0
99.5
99.6
99.9
100.1
100.3
100.3
100.0
99.5

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲37.2
11.4
▲0.5
▲20.7
108.4
▲57.9
9.6

▲49.7
43.2
▲2.3
31.2
▲20.5
▲30.5
169.6
11.4
▲9.6
▲56.0

2,310
2,574
2,560
189
402
159
179
103
229
243
254
171
174
363
225
171
177

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲7.0
▲0.6
▲15.7
▲26.1
▲9.3
▲28.7
▲16.1
▲27.9
▲6.3
12.0
9.0
5.4

▲21.4
1.0
0.1
15.2
26.8

▲35.1
17.4
13.9
11.7
13.7
8.0
20.5
14.4
14.0
9.2
9.2
14.5
11.2
2.1
14.5
14.1
▲4.4

▲33.3
33.8
0.2
▲7.6
9.9
9.0
8.8
5.1
▲4.5
▲4.8
▲2.2
7.0
10.8
15.2
23.3
12.4
▲5.0

3,965
3,941
3,321
163
247
258
299
321
346
300
259
177
155
487
281
188
313

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲45.5
▲0.7
46.1
167.2
18.9
45.7
▲17.4
229.5
85.1
54.6
126.7
11.5
▲25.0
▲1.3
▲4.2
▲4.6
26.6

前年比（％）
▲46.6
6.5
8.6

▲26.2
10.4
32.2
4.4
▲9.3
13.9
9.0
▲0.9
▲13.8
2.2
9.8
0.3
28.6
19.9

前年比（％）
▲10.5
14.1
▲0.7
1.2
10.9
39.9
▲5.9
▲15.2
▲8.0
▲24.8
▲15.3
10.8
▲7.6
▲12.7
3.3

▲3.5
▲11.2

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

▲38.5
7.4
12.2
4.1
12.1
29.8
▲5.4
19.2
21.5
4.8
9.4
▲2.9
▲8.3
▲2.9
0.7
8.6
11.7

28,997
31,156
34,945
2,512
2,897
3,168
2,772
2,518
3,233
3,039
3,186
2,985
2,766
2,867
2,592
2,727
3,237

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲7.3
12.6
112.2
159.0
82.7
121.5
137.7
152.5
171.6
98.9
25.3
18.5
29.0
71.3
55.6
▲8.6

113.3
127.5
270.6
312.5
285.1
285.5
301.1
306.9
291.0
290.3
298.4
298.1
295.3
310.6
325.7
281.7

季調値 前年比（％）
▲22.8
18.4
▲0.5
▲4.9
2.4
2.3
0.7
▲1.5
10.3
3.5
8.1
3.0
1.9
16.8
24.8
8.7

78.4
92.8
92.4
87.4
94.3
97.5
96.3
92.4
94.8
93.8
100.6
99.0
96.2
96.6
97.1
96.6

季調値 前年比（％）
▲29.8
37.9
4.4
▲4.0
10.8
22.4
19.2
10.4
27.9
13.7
16.3
5.9
7.0
87.9
116.4
24.9

79.6
109.8
114.6
103.1
117.4
128.0
131.2
121.5
128.5
126.5
134.7
124.9
135.5
130.1
127.7
128.7

季調値 前年比（％）
▲36.1
25.9
8.5
11.9
17.4
▲2.9
6.7
2.6
3.5
4.3
5.2
4.4

▲16.0
▲11.4
▲1.7
▲11.9

72.7
91.5
99.3
99.5
110.9
95.9
100.0
98.8
98.2
100.1
99.1
101.7
88.5
83.6
91.7
87.7

季調値 前年比（％）
▲38.3
29.6
9.9
14.9
17.1
19.1
11.8
9.4
6.6

▲12.3
▲7.6
▲7.6
▲8.3
▲15.2
▲11.7
▲13.8

71.8
93.0
102.3
107.5
108.5
109.2
107.6
103.3
103.6
83.2
91.4
93.5
92.3
89.3
97.4
92.6

季調値 前年比（％）
▲24.6
29.4
▲3.1
▲2.3
▲12.0
2.5
3.7
▲7.4
3.5

▲10.6
▲14.4
▲8.1
▲3.7
▲0.8
▲1.4
5.0

76.0
98.4
95.3
95.0
90.0
97.1
97.6
90.5
94.4
87.4
86.1
98.1
98.1
101.5
93.6
99.8

季調値 前年比（％）
▲22.5
17.4
▲0.6
▲0.5
▲0.9
1.8
▲0.2
▲3.7
7.1
0.5
2.6
0.9
0.0
11.2
11.6
2.8

79.6
93.4
92.9
92.4
92.9
94.5
95.1
91.9
92.9
94.4
96.3
97.3
98.8
97.5
93.1
95.0

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5
2011 年
2010 年
2009 年

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

2012. 1
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。 機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。 大型小売店販売額は、店舗調整前の値。 なお、前年比増
減率は、調査対象事業所見直し（2010年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理してあるため、実数と乖離する。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、
２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。預貸金残高は
年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

完全
失業率

▲1.2
▲1.8
1.0
▲0.5
▲0.4
▲0.2
▲0.0
0.4
0.5
0.8
1.0
0.9
1.1
0.9
0.8
1.0
1.5

41,662
40,930
41,350
40,694
40,789
40,780
40,659
41,224
40,891
40,922
41,350
41,034
41,098
41,743
41,262
41,112
41,381

2.4
1.7
3.5
2.7
2.5
2.7
2.7
2.7
3.0
3.4
3.5
3.3
2.6
2.2
1.9
1.9
2.2

56,720
57,671
59,694
59,556
59,474
58,876
58,974
59,339
58,999
59,530
59,694
59,515
59,560
61,012
60,637
60,680
60,795

▲1.1
▲13.9
▲4.4
4.9
1.5
1.4
▲3.6
▲9.2
▲14.1
3.2
▲6.4
▲5.4
5.1
▲1.9
▲6.7
7.2

▲16.3

15,480
13,321
12,734
1,071
1,165
1,081
1,026
1,001
976
1,095
1,032
985
1,038
1,161
1,004
1,148
975

5.1
5.1
4.5
4.5
4.6
4.7
4.3
4.1
4.5
4.5
4.6
4.6
4.5
4.5
4.6
4.4
4.3

0.48
0.52
0.65
0.62
0.63
0.65
0.66
0.67
0.68
0.69
0.71
0.73
0.75
0.76
0.79
0.81
0.82

319,060
318,315
308,838
301,174
286,056
309,356
309,078
298,931
314,275
295,066
352,005
309,449
292,825
329,671
339,069
304,653
292,937

427,912
429,967
420,538
310,021
561,723
469,906
381,716
347,444
402,887
350,792
749,899
350,820
405,735
364,900
386,381
309,716
581,983

1,283,429
1,284,665
1,138,752
71,916
92,348
97,570
84,621
111,670
100,507
102,611
95,470
119,578
147,494
197,189
119,225
127,158
149,837

▲1.8
▲0.2
▲3.0
▲0.7
▲3.9
▲2.3
▲4.5
▲2.8
▲2.0
▲4.7
0.7
▲2.7
3.2
5.0
4.4
1.2
2.4

▲3.4
0.5
▲2.2
▲3.3
▲6.3
1.4
▲1.7
▲1.4
▲4.0
▲1.8
▲1.2
0.1
2.2
4.4
2.9
▲0.1
3.6

▲10.1
0.1

▲11.4
▲23.1
▲17.0
▲13.8
▲16.6
▲8.8
25.9
27.8
16.1
30.7
29.0
64.6
111.4
76.8
62.3

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月
台 前年比（％）

▲5.7
10.9
▲18.5
▲38.0
▲23.9
▲30.0
▲29.6
0.7
28.3
23.9
23.3
42.4
33.2
82.1
92.5
63.9
39.8

2,634,048
2,920,499
2,381,121
128,366
201,986
214,825
188,369
279,874
219,830
220,542
193,603
238,090
301,250
443,030
186,698
210,418
282,351

億円 前年比（％）
▲5.6
▲2.1
▲0.9
▲1.3
0.4
1.8
▲1.8
▲2.4
▲0.5
▲1.6
0.6
▲0.1
1.3
6.1
0.1
▲0.1
▲2.2

197,758
195,791
195,933
15,774
16,033
17,843
15,574
14,728
16,057
16,370
20,910
17,383
14,659
16,032
15,664
15,753
15,682

指数 前年比（％）
▲1.4
▲0.7
▲0.3
▲0.4
▲0.4
0.2
0.2
0.0
▲0.2
▲0.5
▲0.2
0.1
0.3
0.5
0.4
0.2
▲0.1

100.1
100.0
101.5
101.9
101.9
102.2
102.1
101.9
101.1
101.0
101.0
100.9
101.1
101.6
101.7
101.2
100.5

100.7
100.0
99.7
99.9
99.7
99.7
99.9
99.9
100.0
99.4
99.4
99.6
99.8
100.3
100.4
100.1
99.6

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

乗用車

▲5.3
▲0.1
1.5
1.6
1.9
2.2
2.2
2.0
1.3
1.3
0.8
0.3
0.4
0.3
▲0.4
▲0.7
▲1.4

前年比（％）
▲43.7
19.6
16.2
42.9
21.6
33.2
31.2
▲7.7
3.1
13.1
▲2.2
▲0.5
13.1
11.8
13.0
4.4
▲7.2

前年比（％）
▲30.8
▲7.3
▲4.1
▲5.0
5.0
18.5
9.8

▲18.2
▲8.9
▲8.5
▲9.0
1.1
9.4
7.8
16.5
15.4
3.3

前年比（％）
▲10.6
7.2
0.1
▲2.9
▲2.6
19.1
6.9
▲9.7
▲8.1
▲5.1
▲8.8
▲2.7
1.5
▲2.3
2.5
8.2
0.1

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

▲27.9
3.1
2.6
6.4
6.0
21.2
14.0
▲10.8
▲5.8
▲0.3
▲7.3
▲1.1
7.5
5.0
10.3
9.3
▲0.3

788,410
813,126
834,215
63,726
72,785
83,398
81,986
64,206
67,273
72,635
69,069
65,984
66,928
66,597
73,647
69,638
72,566

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値
年月

前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％）） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

2012. 1

2011 年
2010 年

▲22.0
▲2.2
3.5
8.8
7.6
2.9
16.6
▲23.3
2.9
16.2
18.2
3.7
5.5

▲20.4
▲13.9
▲3.5
▲0.0

77,776
76,043
78,693
6,219
6,759
7,153
7,366
5,751
6,569
6,398
5,928
6,297
5,588
6,077
6,493
6,000
6,759

9.7
▲10.6
▲3.4
▲14.1
▲3.4
▲15.9
3.5
3.3
3.2
6.8
0.6
8.5
16.8
8.0
5.4
36.7
14.1

127,120
113,626
109,755
6,355
9,984
9,597
9,536
12,009
10,702
8,447
7,134
5,661
7,049
13,978
12,431
8,686
11,390

▲34.8
18.0
12.1
12.4
9.9
9.9
19.2
12.2
17.9
11.5
8.2
9.5
9.2
10.6
8.1
9.3
▲2.2

▲33.1
24.4
▲2.7
▲10.3
▲1.6
▲3.3
2.8
2.3
▲3.8
▲4.5
▲8.0
▲9.2
▲2.7
5.9
7.9
10.0
▲2.3

▲27.2
7.0
7.8
0.1
7.7
▲2.8
0.5
▲2.3
▲0.6
3.1
▲2.5
0.7
2.8
▲2.8
5.7

▲14.8
5.6

▲8.9
▲1.2
5.9
8.0
4.6
4.4
6.3
6.0
7.5
8.6
3.8
2.5
1.0
9.6
10.8
4.7
6.3

▲21.3
16.7
▲3.5
▲8.0
▲1.7
▲2.6
0.6
▲2.6
0.0
▲4.1
▲2.4
▲1.5
1.5
11.9
16.0
11.7
▲1.1

81.1
94.4
92.2
89.4
92.8
93.8
94.6
92.8
94.5
92.9
95.0
95.9
94.4
95.6
95.4
92.2
92.6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

97.2
96.0
101.7
104.0
101.1
101.1
102.8
102.9
103.8
103.3
101.5
103.6
103.1
107.5
109.6
108.8
107.5

82.1
95.8
92.4
87.5
93.8
94.4
94.7
93.9
94.8
93.0
96.1
95.0
95.3
95.8
96.4
95.1
94.2

▲21.9
16.4
▲2.3
▲4.6
▲0.6
▲1.7
1.6
▲2.4
0.9
▲2.9
▲3.0
▲1.6
1.5
14.2
12.9
6.0
▲1.5

2011. 5
6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.8
1.4
3.7
2.1
2.7
2.5
2.4
2.9
3.4
4.0
3.7
3.7
2.9
5.2
4.8
4.7
4.9

138,767
140,690
145,885
140,586
140,425
141,353
140,305
142,471
143,499
144,672
145,885
145,351
145,895
147,532
147,608
147,161
147,317

2.8
1.9
2.0
2.1
2.3
2.3
2.3
2.0
1.9
2.7
2.0
1.8
1.2
3.0
2.0
1.6
1.9

179,050
182,364
186,080
185,064
185,825
185,806
184,625
183,620
184,083
185,545
186,080
184,695
185,127
188,169
190,947
188,039
189,313

▲11.9
▲21.9
4.0
36.4
32.3
48.0
8.6

▲26.7
17.9
27.6
▲35.0
6.5
30.0
20.0
13.8
16.7
▲48.8

480
375
390
30
41
37
38
33
33
37
26
33
26
42
33
35
21

0.42
0.46
0.58
0.56
0.56
0.57
0.58
0.59
0.60
0.61
0.63
0.63
0.65
0.67
0.70
0.72
0.75

305,554
303,663
298,184
285,909
273,596
306,187
305,912
290,385
291,326
263,765
330,724
324,372
295,514
344,651
326,724
302,843
335,781

391,029
389,184
391,156
293,028
541,725
385,442
377,469
309,088
421,824
318,390
706,371
334,865
390,139
344,561
374,407
295,048
564,970

99,616
113,650
91,956
4,605
7,394
7,969
7,506
11,153
8,170
8,446
7,451
9,228
12,613
16,841
7,046
8,092
10,686

▲2.3
▲0.6
▲1.8
0.1
▲3.5
2.4
9.8
▲1.5
0.5

▲11.9
▲3.1
▲0.6
▲1.4
8.3
14.2
5.9
22.7

▲1.3
▲0.5
0.5
▲6.4
5.6
▲9.6
3.3
▲1.7
11.1
▲0.2
9.8
6.9
4.7
9.0
10.5
0.7
4.3

▲5.9
14.1
▲19.1
▲44.0
▲28.7
▲32.1
▲31.2
8.3
17.0
24.9
24.5
37.8
36.5
67.6
115.1
75.7
44.5

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
51,812
53,413
46,901
3,130
3,542
4,048
3,505
4,544
4,219
4,050
3,745
5,198
6,222
7,492
4,645
5,135
5,969

▲8.2
3.1

▲12.2
▲20.7
▲25.3
▲20.5
▲21.9
▲10.1
40.3
20.0
15.1
32.2
25.1
50.7
107.3
64.1
68.5

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲5.2
▲3.0
4.3
4.2
6.7
7.1
3.5
2.1
4.0
4.5
4.6
4.1
3.7
▲0.5
▲1.2
0.1
▲1.1

663,771
652,922
689,334
54,960
54,140
65,691
54,940
51,091
56,217
56,968
76,784
61,379
50,039
55,971
54,482
55,036
53,555

指数 前年比（％）
▲1.3
▲0.7
▲0.2
▲0.5
▲0.4
0.1
0.0
0.0
▲0.1
▲0.3
0.2
0.1
0.1
0.4
0.6
0.2
▲0.1

100.7
100.0
99.8
99.8
99.6
99.7
99.7
99.9
100.0
99.5
99.6
99.9
100.1
100.3
100.3
100.0
99.5

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲37.2
11.4
▲0.5
▲20.7
108.4
▲57.9
9.6

▲49.7
43.2
▲2.3
31.2
▲20.5
▲30.5
169.6
11.4
▲9.6
▲56.0

2,310
2,574
2,560
189
402
159
179
103
229
243
254
171
174
363
225
171
177

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
▲7.0
▲0.6
▲15.7
▲26.1
▲9.3
▲28.7
▲16.1
▲27.9
▲6.3
12.0
9.0
5.4

▲21.4
1.0
0.1
15.2
26.8

▲35.1
17.4
13.9
11.7
13.7
8.0
20.5
14.4
14.0
9.2
9.2
14.5
11.2
2.1
14.5
14.1
▲4.4

▲33.3
33.8
0.2
▲7.6
9.9
9.0
8.8
5.1
▲4.5
▲4.8
▲2.2
7.0
10.8
15.2
23.3
12.4
▲5.0

3,965
3,941
3,321
163
247
258
299
321
346
300
259
177
155
487
281
188
313

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲45.5
▲0.7
46.1
167.2
18.9
45.7
▲17.4
229.5
85.1
54.6
126.7
11.5
▲25.0
▲1.3
▲4.2
▲4.6
26.6

前年比（％）
▲46.6
6.5
8.6

▲26.2
10.4
32.2
4.4
▲9.3
13.9
9.0
▲0.9
▲13.8
2.2
9.8
0.3
28.6
19.9

前年比（％）
▲10.5
14.1
▲0.7
1.2
10.9
39.9
▲5.9
▲15.2
▲8.0
▲24.8
▲15.3
10.8
▲7.6
▲12.7
3.3
▲3.5
▲11.2

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

▲38.5
7.4
12.2
4.1
12.1
29.8
▲5.4
19.2
21.5
4.8
9.4
▲2.9
▲8.3
▲2.9
0.7
8.6
11.7

28,997
31,156
34,945
2,512
2,897
3,168
2,772
2,518
3,233
3,039
3,186
2,985
2,766
2,867
2,592
2,727
3,237

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲7.3
12.6
112.2
159.0
82.7
121.5
137.7
152.5
171.6
98.9
25.3
18.5
29.0
71.3
55.6
▲8.6

113.3
127.5
270.6
312.5
285.1
285.5
301.1
306.9
291.0
290.3
298.4
298.1
295.3
310.6
325.7
281.7

季調値 前年比（％）
▲22.8
18.4
▲0.5
▲4.9
2.4
2.3
0.7
▲1.5
10.3
3.5
8.1
3.0
1.9
16.8
24.8
8.7

78.4
92.8
92.4
87.4
94.3
97.5
96.3
92.4
94.8
93.8
100.6
99.0
96.2
96.6
97.1
96.6

季調値 前年比（％）
▲29.8
37.9
4.4
▲4.0
10.8
22.4
19.2
10.4
27.9
13.7
16.3
5.9
7.0
87.9
116.4
24.9

79.6
109.8
114.6
103.1
117.4
128.0
131.2
121.5
128.5
126.5
134.7
124.9
135.5
130.1
127.7
128.7

季調値 前年比（％）
▲36.1
25.9
8.5
11.9
17.4
▲2.9
6.7
2.6
3.5
4.3
5.2
4.4

▲16.0
▲11.4
▲1.7
▲11.9

72.7
91.5
99.3
99.5
110.9
95.9
100.0
98.8
98.2
100.1
99.1
101.7
88.5
83.6
91.7
87.7

季調値 前年比（％）
▲38.3
29.6
9.9
14.9
17.1
19.1
11.8
9.4
6.6

▲12.3
▲7.6
▲7.6
▲8.3
▲15.2
▲11.7
▲13.8

71.8
93.0
102.3
107.5
108.5
109.2
107.6
103.3
103.6
83.2
91.4
93.5
92.3
89.3
97.4
92.6

季調値 前年比（％）
▲24.6
29.4
▲3.1
▲2.3
▲12.0
2.5
3.7
▲7.4
3.5

▲10.6
▲14.4
▲8.1
▲3.7
▲0.8
▲1.4
5.0

76.0
98.4
95.3
95.0
90.0
97.1
97.6
90.5
94.4
87.4
86.1
98.1
98.1
101.5
93.6
99.8

季調値 前年比（％）
▲22.5
17.4
▲0.6
▲0.5
▲0.9
1.8
▲0.2
▲3.7
7.1
0.5
2.6
0.9
0.0
11.2
11.6
2.8

79.6
93.4
92.9
92.4
92.9
94.5
95.1
91.9
92.9
94.4
96.3
97.3
98.8
97.5
93.1
95.0

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5
2011 年
2010 年
2009 年

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

2012. 1
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。 漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の4市場の合計。 
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車
大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲3.0
▲0.8
1.0
0.0
0.1
0.5
0.5
0.4
0.6
1.0
1.0
0.8
0.1
1.2
0.5
0.3
1.3

22,992
22,815
23,035
22,917
22,808
23,009
22,950
22,867
22,880
22,807
23,035
22,995
22,994
23,502
22,920
22,992
23,096

1.6
1.1
1.6
2.0
1.8
2.1
1.9
1.7
1.6
2.4
1.6
2.1
2.1
2.5
2.3
0.9
1.4

41,579
42,018
42,677
42,703
43,099
42,928
42,592
42,355
42,320
42,638
42,677
42,558
42,673
43,543
43,899
43,070
43,711

▲31.5
▲41.0
8.3
75.0
▲36.4
14.3
100.0
▲71.4
100.0
175.0
▲22.2
▲14.3
▲50.0
0.0
66.7
42.9
14.3

122
72
78
7
7
8
6
2
6
11
7
6
4
6
5
10
8

0.41
0.46
0.58
0.56
0.59
0.61
0.59
0.58
0.59
0.62
0.63
0.63
0.63
0.64
0.61
0.61
0.63

308,588
311,550
271,058
261,565
249,410
278,714
240,859
245,994
265,437
236,439
267,387
242,185
246,242
290,448
258,260
250,228
228,946

388,129
448,225
336,448
291,864
366,981
356,068
287,957
282,974
323,994
294,569
542,537
255,288
321,361
274,876
297,119
230,982
413,004

20,921
23,656
18,633
958
1,493
1,723
1,610
2,265
1,668
1,673
1,472
1,985
2,384
3,331
1,435
1,624
2,166

4.0
1.0

▲13.0
▲6.2
▲13.8
▲3.3
▲30.4
▲10.6
▲24.1
▲20.2
▲31.8
▲17.3
▲5.0
▲19.2
▲12.5
▲4.3
▲8.2

6.5
15.5
▲24.9
▲9.1
▲49.4
▲26.9
▲28.4
▲28.5
▲25.4
▲21.0
▲34.0
▲13.9
▲8.1
▲17.0
▲5.2
▲20.9
12.5

3.3
13.1
▲21.2
▲42.4
▲26.9
▲31.2
▲32.2
▲1.4
22.8
24.4
20.7
51.8
43.2
56.5
114.5
69.5
45.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,725
21,371
18,210
1,197
1,282
1,619
1,464
1,714
1,590
1,616
1,610
1,966
2,201
3,083
1,877
1,995
2,376

▲6.6
▲1.6
▲14.8
▲26.7
▲30.6
▲13.9
▲17.0
▲10.3
11.3
22.0
22.3
26.8
35.3
61.7
81.7
66.7
85.3

百万円 前年比（％）
117,941
120,621
121,789
10,005
9,806
12,204
9,732
8,742
9,321
9,603
12,893
10,547
8,721
9,236
9,201
9,479
9,100

▲5.5
▲1.0
▲1.9
▲0.6
0.6
3.6
▲7.4
▲5.8
▲5.2
▲6.1
▲2.5
▲5.1
▲4.4
▲3.5
▲4.9
▲5.3
▲7.2

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場門司税関 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月
指数 前年比（％）

▲1.0
▲0.7
▲0.5
▲0.6
▲0.6
▲0.4
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.2
▲0.4
0.1
0.4
0.5
0.5
0.0
▲0.2

100.7
100.0
99.5
99.7
99.4
99.3
99.2
99.8
99.9
99.4
99.2
99.6
99.6
100.0
100.0
99.7
99.2

千人 前年比（％）
▲7.4
▲6.1
▲10.2
▲11.6
▲0.3
▲4.5
▲12.6
▲4.4
▲8.7
▲8.8
3.3
18.1
▲25.4
10.7
26.5
▲0.6
▲8.5

2,387
2,241
2,012
254
129
146
262
184
216
203
110
107
105
163
164
253
118

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
2.3
▲6.1
35.9
631.1
▲49.2
▲15.4
4.9
1.4
15.9
4.6
37.5
▲19.1
56.9
171.5
30.0
▲54.7
▲25.5

596
560
761
130
51
29
60
57
70
71
45
74
86
174
49
59
38

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

24.4
▲9.5
▲10.4
30.3
▲32.4
▲15.2
▲7.4
▲23.0
▲2.5
▲14.7
19.2
▲24.9
62.5
▲18.0
11.9
▲13.2
▲23.5

▲53.0
12.6
18.5
▲6.8
28.8
▲7.5
45.4
12.1
24.9
96.5
▲25.4
▲4.4
21.5
10.8
12.2
27.9
▲19.6

7.4
▲3.5
▲12.2
▲48.7
▲29.2
▲38.0
40.9
21.4
▲43.7
86.8
▲62.8
▲2.6
68.0
▲30.0
▲45.1
30.7
9.8

1,959
1,774
1,590
90
121
191
140
159
174
122
143
64
120
169
97
78
92

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲18.5
▲4.4
11.5
19.9
6.4
9.3
13.3
7.0
16.3
6.9
8.0
12.0
▲12.6
5.2

▲10.5
▲3.4
▲7.9

59,901
57,267
63,871
5,686
4,367
4,535
4,861
4,720
5,207
6,014
6,650
5,399
4,974
5,453
5,490
5,495
4,023

漁業水揚金額
貿易

前年比（％）
▲53.9
▲7.1
72.5
128.6
▲10.0
31.3

1,000.0
393.8
64.9
37.9
▲89.9
12.3
311.8
9.1

▲67.2
85.4
316.7

前年比（％）
▲9.5
▲16.2
▲8.2
154.2
24.0
▲32.1
23.7
▲12.8
▲13.6
19.7
▲48.7
11.3
63.4
128.2
▲17.9
▲26.2
43.5

前年比（％）
▲13.7
5.9
0.9
▲4.8
6.6
12.2
4.2

▲11.7
▲2.4
8.1

▲40.5
22.3
27.9
11.9
20.8
14.3
6.2

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲16.9
▲5.2
0.6
39.6
14.1
▲10.9
45.5
▲20.5
6.2
13.8
▲51.7
17.0
56.4
65.0
▲13.8
5.8
37.5

5,767
5,466
5,501
448
437
443
627
473
535
485
326
578
574
627
419
474
601

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月
億円 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲21.9
0.9

▲20.9
▲38.3
▲40.3
▲15.6
▲23.5
▲42.1
▲19.5
▲7.4
8.3
▲6.4
15.3
▲6.1
▲2.6
▲9.8

前年比（％）
▲18.7
11.1
▲21.5
▲24.9
▲28.2
▲32.4
▲19.4
▲14.3
▲23.5
▲20.9
▲25.8
▲24.0
▲18.3
1.5

▲31.2
▲32.9
▲22.7

2,484
2,506
1,982
161
167
160
195
123
151
157
166
162
192
184
162
145

億円 前年比（％）
▲5.8
▲8.3
0.4

▲17.5
▲8.7
▲4.5
4.4

▲18.3
35.2
2.8
▲3.0
▲0.4
12.9
▲26.4
▲5.7
▲10.1

2,131
1,954
1,963
149
174
149
167
162
210
167
160
147
156
138
144
134

季調値 前年比（％）
▲6.9
▲3.6
5.3

▲13.8
▲8.1
▲7.0
▲3.2
▲8.5
3.7
16.2
9.1
10.5
23.8
23.3
27.4
39.0

110.8
106.7
112.3
106.3
101.4
102.1
105.0
108.8
112.4
128.2
124.0
131.9
126.7
146.9
149.2
138.9

季調値 前年比（％）
▲25.5
8.0

▲22.4
▲14.2
36.0
8.4
2.5

▲29.2
▲37.6
▲80.1
▲53.0
▲20.4
▲2.5
▲11.2
22.2
▲3.0

190.3
205.6
159.6
204.0
246.7
203.9
197.2
128.2
118.8
39.1
89.0
159.1
164.1
149.9
208.8
203.6

季調値 前年比（％）
▲0.7
4.6
0.8
▲2.1
▲3.1
▲0.5
5.7
6.2
▲2.2
▲0.8
3.3
6.0
5.2
4.8
▲0.2
4.7

101.0
105.7
106.5
103.7
103.1
107.4
107.6
111.9
103.3
105.5
110.1
108.7
105.9
114.5
110.0
106.3

季調値 前年比（％）
▲20.2
60.4
21.7
34.8
27.8
53.9
23.2
24.3
4.1
2.1

▲23.2
12.5
▲21.4
▲30.2
▲52.1
▲34.5

123.0
197.4
240.3
270.7
251.2
230.9
238.3
230.3
228.0
227.1
193.7
200.4
183.1
170.3
184.4
186.1

季調値 前年比（％）
▲17.4
13.5
▲1.2
0.9
15.7
14.5
7.0
▲5.7
▲13.4
▲22.3
▲20.6
4.4
▲4.1
▲9.2
▲14.7
▲6.6

125.9
142.8
141.1
153.4
160.1
151.6
146.7
127.5
122.6
117.4
118.8
156.2
137.1
127.0
147.3
144.4

6
7
8
9
10
11
12

2
3

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5
2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。
鉱工業生産指数（電子部品）は、経済産業省の統計調査において集積回路の一部に報告内容の修正があった為、2011年5月以降の数値が著しく大きくなっています。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.5
2.0
2.1
3.1
3.1
3.3
2.8
2.5
2.3
2.6
2.1
1.8
1.7
1.8
1.3
1.9
2.0

29,669
30,272
30,903
30,194
30,276
30,421
30,313
30,562
30,358
30,473
30,903
30,581
30,541
31,015
30,577
30,753
30,891

2.4
2.1
1.4
1.8
2.4
1.6
2.0
1.8
0.9
1.4
1.4
1.7
1.3
1.8
1.5
1.7
1.5

49,790
50,857
51,564
51,350
51,891
51,328
51,054
50,991
50,759
50,976
51,564
50,932
51,014
51,629
52,639
52,216
52,666

▲29.1
▲10.2
▲3.5
66.7
▲22.2
116.7
57.1
▲18.2
▲41.2
10.0
83.3
0.0

▲50.0
9.1

200.0
20.0
42.9

127
114
110
5
7
13
11
9
10
11
11
8
6
12
6
6
10

0.38
0.46
0.61
0.59
0.59
0.61
0.61
0.61
0.62
0.66
0.67
0.69
0.68
0.69
0.67
0.65
0.67

312,070
297,101
277,713
256,337
269,534
273,555
260,582
249,191
272,809
276,308
324,028
336,390
352,299
364,552
369,091
248,677
306,138

394,898
377,069
351,844
257,194
426,198
352,529
324,905
318,388
365,400
325,983
656,041
354,630
435,697
365,627
348,183
294,530
548,898

32,853
38,068
29,430
1,396
2,418
2,612
2,572
3,466
2,678
2,724
2,336
2,912
3,858
5,673
2,423
2,709
3,552

1.3
▲4.8
▲6.5
▲15.4
▲8.5
▲7.4
▲7.1
▲10.2
11.2
9.4
15.5
13.6
27.3
16.8
39.2
▲3.0
13.6

0.1
▲4.5
▲6.7
▲18.4
▲8.2
▲15.2
3.7
2.7
2.4
16.7
19.0
21.3
38.6
27.2
15.6
14.5
28.8

5.4
15.9
▲22.7
▲48.9
▲27.2
▲39.2
▲31.0
▲5.5
19.8
31.7
35.0
40.7
36.0
74.8
125.0
94.1
46.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
25,999
26,647
22,718
1,515
1,664
1,988
1,912
2,144
1,936
2,129
1,944
2,466
2,999
3,596
2,501
2,546
2,945

▲8.1
2.5

▲14.7
▲25.0
▲24.3
▲16.8
▲10.9
▲14.0
4.9
23.2
11.5
28.2
35.3
59.8
128.2
68.1
77.0

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲6.2
▲2.9
▲2.5
▲4.5
▲3.1
▲0.4
▲3.4
▲1.2
▲4.0
▲3.5
▲2.6
▲5.4
▲1.4
3.4
0.6
1.0
0.7

172,786
169,324
166,476
12,852
12,663
15,656
13,083
12,310
13,459
13,414
18,856
14,962
12,044
13,655
13,036
12,976
12,754

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.5
▲0.6
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.2
▲0.5
▲0.3
▲0.2
▲0.2
0.2
0.1
0.2
▲0.3

100.3
100.0
99.5
99.5
99.4
99.7
99.6
99.8
99.9
99.2
99.2
99.2
99.2
99.9
99.8
99.7
99.1

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲36.1
60.9
22.8
13.8
12.9
▲17.8
105.0
53.8
▲17.5
▲49.0
50.9
▲72.8
14.8
147.7
▲48.4
▲25.8
▲51.5

701
1,128
1,385
80
129
63
165
162
173
65
112
58
68
120
59
59
62

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
5.1
▲5.3
▲14.9
▲31.5
▲8.7
▲1.0
▲11.0
▲9.3
▲14.9
▲13.1
▲22.7
6.4
38.1
▲9.7
▲13.1
▲5.7
0.8

▲36.1
6.7
16.8
4.3
▲8.5
33.4
62.3
20.2
▲14.7
0.0
29.7
8.1

▲15.0
6.0
21.6
0.1
3.0

▲26.9
▲3.5
4.5
6.5
32.6
9.5

▲26.5
5.4
18.5
▲43.0
▲7.2
6.9
▲1.9
▲28.3
▲31.9
▲9.2
17.6

2,124
2,012
1,713
116
112
130
134
185
172
164
136
97
105
228
124
109
113

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲1.2
▲53.0
112.1
▲6.1
96.1
251.5
45.2
202.5
114.5
73.6
261.4
▲45.1
40.8
600.0
242.6
59.7
35.8

前年比（％）
▲36.7
▲13.0
7.6

161.3
65.5
▲1.9
148.2
▲44.3
▲10.5
▲37.4
6.7
57.2
101.5
12.5
154.9
4.3

▲17.3

前年比（％）
▲7.2
10.3
4.7
31.1
▲26.1
29.4
18.3
▲16.5
▲22.5
▲3.5
15.8
▲11.9
▲10.0
5.8

▲10.6
14.7
8.7

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲21.5
▲10.2
13.8
67.6
19.2
43.5
62.4
▲12.5
▲7.8
▲17.8
24.9
4.1
30.4
32.6
67.1
12.7
▲0.2

9,842
8,842
10,063
803
1,038
1,187
1,093
705
678
781
1,024
713
841
965
1,163
905
1,036

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲9.7
▲13.4
16.5
25.4
29.8
22.3
22.7
9.5
10.7
13.8
1.6
▲1.1
▲3.7
▲12.5
▲9.1
▲7.7

112.2
97.2
113.2
115.2
119.5
118.1
119.5
109.6
117.1
118.1
106.5
107.2
101.0
95.7
102.7
106.3

季調値 前年比（％）
▲21.6
16.9
1.6
7.4
▲5.0
4.2
▲1.0
▲6.8
1.6
8.7
7.4
0.1
9.1
7.5
▲0.1
8.9

79.2
92.6
94.1
93.8
89.9
93.1
94.0
90.3
92.7
95.0
101.3
95.9
102.5
100.9
93.5
99.7

季調値 前年比（％）
▲24.6
13.8
▲2.3
▲16.2
▲0.7
5.0
▲6.1
▲4.3
6.9
▲6.4
3.9

▲10.4
5.9
14.3
▲10.6
15.3

71.2
81.0
79.1
68.8
77.0
76.6
74.8
76.1
81.2
75.3
85.1
82.1
88.9
88.7
69.3
74.0

季調値 前年比（％）
▲37.3
85.0
18.2
60.8
52.9
▲2.9
1.8

▲15.7
▲8.5
64.4
▲5.6
13.6
22.6
6.9
▲4.4
▲6.2

49.0
90.7
107.2
120.6
93.4
104.4
102.0
95.3
103.3
154.0
118.7
106.7
137.0
101.2
94.9
117.8

季調値 前年比（％）
▲25.2
10.2
▲11.6
▲17.5
▲16.2
▲8.7
▲6.8
▲10.4
▲6.4
▲5.2
8.2
3.5
14.0
2.1
25.8
30.5

103.7
114.3
101.0
95.2
96.5
105.3
103.2
97.0
100.2
95.7
99.8
112.5
113.4
113.3
119.9
117.3

季調値 前年比（％）
▲ 2.2
▲ 1.7
4.8
10.1
▲ 1.5
16.5
7.8

▲ 6.6
1.6
8.7
3.9
8.4
7.6
4.1

▲ 6.2
5.0

95.7
94.1
98.6
99.7
96.3
107.0
100.5
91.7
95.2
100.4
97.9
98.9
102.4
102.4
99.0
105.5

季調値 前年比（％）
▲22.5
21.0
▲1.6
0.0
▲7.7
▲1.5
▲5.0
▲14.3
0.9
8.4
3.3
▲0.2
6.9
1.4
▲0.1
11.5

80.3
97.1
95.6
95.2
92.1
95.8
95.0
92.4
94.2
96.7
99.3
99.1
99.3
97.7
95.7
103.6

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

2012. 1

4
5
6
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。 漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の4市場の合計。 
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車
大型小売店
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

▲3.0
▲0.8
1.0
0.0
0.1
0.5
0.5
0.4
0.6
1.0
1.0
0.8
0.1
1.2
0.5
0.3
1.3

22,992
22,815
23,035
22,917
22,808
23,009
22,950
22,867
22,880
22,807
23,035
22,995
22,994
23,502
22,920
22,992
23,096

1.6
1.1
1.6
2.0
1.8
2.1
1.9
1.7
1.6
2.4
1.6
2.1
2.1
2.5
2.3
0.9
1.4

41,579
42,018
42,677
42,703
43,099
42,928
42,592
42,355
42,320
42,638
42,677
42,558
42,673
43,543
43,899
43,070
43,711

▲31.5
▲41.0
8.3
75.0
▲36.4
14.3
100.0
▲71.4
100.0
175.0
▲22.2
▲14.3
▲50.0
0.0
66.7
42.9
14.3

122
72
78
7
7
8
6
2
6
11
7
6
4
6
5
10
8

0.41
0.46
0.58
0.56
0.59
0.61
0.59
0.58
0.59
0.62
0.63
0.63
0.63
0.64
0.61
0.61
0.63

308,588
311,550
271,058
261,565
249,410
278,714
240,859
245,994
265,437
236,439
267,387
242,185
246,242
290,448
258,260
250,228
228,946

388,129
448,225
336,448
291,864
366,981
356,068
287,957
282,974
323,994
294,569
542,537
255,288
321,361
274,876
297,119
230,982
413,004

20,921
23,656
18,633
958
1,493
1,723
1,610
2,265
1,668
1,673
1,472
1,985
2,384
3,331
1,435
1,624
2,166

4.0
1.0

▲13.0
▲6.2
▲13.8
▲3.3
▲30.4
▲10.6
▲24.1
▲20.2
▲31.8
▲17.3
▲5.0
▲19.2
▲12.5
▲4.3
▲8.2

6.5
15.5
▲24.9
▲9.1
▲49.4
▲26.9
▲28.4
▲28.5
▲25.4
▲21.0
▲34.0
▲13.9
▲8.1
▲17.0
▲5.2
▲20.9
12.5

3.3
13.1
▲21.2
▲42.4
▲26.9
▲31.2
▲32.2
▲1.4
22.8
24.4
20.7
51.8
43.2
56.5
114.5
69.5
45.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
21,725
21,371
18,210
1,197
1,282
1,619
1,464
1,714
1,590
1,616
1,610
1,966
2,201
3,083
1,877
1,995
2,376

▲6.6
▲1.6
▲14.8
▲26.7
▲30.6
▲13.9
▲17.0
▲10.3
11.3
22.0
22.3
26.8
35.3
61.7
81.7
66.7
85.3

百万円 前年比（％）
117,941
120,621
121,789
10,005
9,806
12,204
9,732
8,742
9,321
9,603
12,893
10,547
8,721
9,236
9,201
9,479
9,100

▲5.5
▲1.0
▲1.9
▲0.6
0.6
3.6
▲7.4
▲5.8
▲5.2
▲6.1
▲2.5
▲5.1
▲4.4
▲3.5
▲4.9
▲5.3
▲7.2

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場門司税関 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月
指数 前年比（％）

▲1.0
▲0.7
▲0.5
▲0.6
▲0.6
▲0.4
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.2
▲0.4
0.1
0.4
0.5
0.5
0.0
▲0.2

100.7
100.0
99.5
99.7
99.4
99.3
99.2
99.8
99.9
99.4
99.2
99.6
99.6
100.0
100.0
99.7
99.2

千人 前年比（％）
▲7.4
▲6.1
▲10.2
▲11.6
▲0.3
▲4.5
▲12.6
▲4.4
▲8.7
▲8.8
3.3
18.1
▲25.4
10.7
26.5
▲0.6
▲8.5

2,387
2,241
2,012
254
129
146
262
184
216
203
110
107
105
163
164
253
118

消費者物価指数
（2010年 =100）

億円 前年比（％）
2.3
▲6.1
35.9
631.1
▲49.2
▲15.4
4.9
1.4
15.9
4.6
37.5
▲19.1
56.9
171.5
30.0
▲54.7
▲25.5

596
560
761
130
51
29
60
57
70
71
45
74
86
174
49
59
38

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

24.4
▲9.5
▲10.4
30.3
▲32.4
▲15.2
▲7.4
▲23.0
▲2.5
▲14.7
19.2
▲24.9
62.5
▲18.0
11.9
▲13.2
▲23.5

▲53.0
12.6
18.5
▲6.8
28.8
▲7.5
45.4
12.1
24.9
96.5
▲25.4
▲4.4
21.5
10.8
12.2
27.9
▲19.6

7.4
▲3.5
▲12.2
▲48.7
▲29.2
▲38.0
40.9
21.4
▲43.7
86.8
▲62.8
▲2.6
68.0
▲30.0
▲45.1
30.7
9.8

1,959
1,774
1,590
90
121
191
140
159
174
122
143
64
120
169
97
78
92

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲18.5
▲4.4
11.5
19.9
6.4
9.3
13.3
7.0
16.3
6.9
8.0
12.0
▲12.6
5.2

▲10.5
▲3.4
▲7.9

59,901
57,267
63,871
5,686
4,367
4,535
4,861
4,720
5,207
6,014
6,650
5,399
4,974
5,453
5,490
5,495
4,023

漁業水揚金額
貿易

前年比（％）
▲53.9
▲7.1
72.5
128.6
▲10.0
31.3

1,000.0
393.8
64.9
37.9
▲89.9
12.3
311.8
9.1

▲67.2
85.4
316.7

前年比（％）
▲9.5
▲16.2
▲8.2
154.2
24.0
▲32.1
23.7
▲12.8
▲13.6
19.7
▲48.7
11.3
63.4
128.2
▲17.9
▲26.2
43.5

前年比（％）
▲13.7
5.9
0.9
▲4.8
6.6
12.2
4.2

▲11.7
▲2.4
8.1

▲40.5
22.3
27.9
11.9
20.8
14.3
6.2

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

▲16.9
▲5.2
0.6
39.6
14.1
▲10.9
45.5
▲20.5
6.2
13.8
▲51.7
17.0
56.4
65.0
▲13.8
5.8
37.5

5,767
5,466
5,501
448
437
443
627
473
535
485
326
578
574
627
419
474
601

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 造船
生産高

機械等
生産高

電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月
億円 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲21.9
0.9

▲20.9
▲38.3
▲40.3
▲15.6
▲23.5
▲42.1
▲19.5
▲7.4
8.3
▲6.4
15.3
▲6.1
▲2.6
▲9.8

前年比（％）
▲18.7
11.1
▲21.5
▲24.9
▲28.2
▲32.4
▲19.4
▲14.3
▲23.5
▲20.9
▲25.8
▲24.0
▲18.3
1.5

▲31.2
▲32.9
▲22.7

2,484
2,506
1,982
161
167
160
195
123
151
157
166
162
192
184
162
145

億円 前年比（％）
▲5.8
▲8.3
0.4

▲17.5
▲8.7
▲4.5
4.4

▲18.3
35.2
2.8
▲3.0
▲0.4
12.9
▲26.4
▲5.7
▲10.1

2,131
1,954
1,963
149
174
149
167
162
210
167
160
147
156
138
144
134

季調値 前年比（％）
▲6.9
▲3.6
5.3

▲13.8
▲8.1
▲7.0
▲3.2
▲8.5
3.7
16.2
9.1
10.5
23.8
23.3
27.4
39.0

110.8
106.7
112.3
106.3
101.4
102.1
105.0
108.8
112.4
128.2
124.0
131.9
126.7
146.9
149.2
138.9

季調値 前年比（％）
▲25.5
8.0

▲22.4
▲14.2
36.0
8.4
2.5

▲29.2
▲37.6
▲80.1
▲53.0
▲20.4
▲2.5
▲11.2
22.2
▲3.0

190.3
205.6
159.6
204.0
246.7
203.9
197.2
128.2
118.8
39.1
89.0
159.1
164.1
149.9
208.8
203.6

季調値 前年比（％）
▲0.7
4.6
0.8
▲2.1
▲3.1
▲0.5
5.7
6.2
▲2.2
▲0.8
3.3
6.0
5.2
4.8
▲0.2
4.7

101.0
105.7
106.5
103.7
103.1
107.4
107.6
111.9
103.3
105.5
110.1
108.7
105.9
114.5
110.0
106.3

季調値 前年比（％）
▲20.2
60.4
21.7
34.8
27.8
53.9
23.2
24.3
4.1
2.1

▲23.2
12.5
▲21.4
▲30.2
▲52.1
▲34.5

123.0
197.4
240.3
270.7
251.2
230.9
238.3
230.3
228.0
227.1
193.7
200.4
183.1
170.3
184.4
186.1

季調値 前年比（％）
▲17.4
13.5
▲1.2
0.9
15.7
14.5
7.0
▲5.7
▲13.4
▲22.3
▲20.6
4.4
▲4.1
▲9.2
▲14.7
▲6.6

125.9
142.8
141.1
153.4
160.1
151.6
146.7
127.5
122.6
117.4
118.8
156.2
137.1
127.0
147.3
144.4

6
7
8
9
10
11
12

2
3

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5
2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。
鉱工業生産指数（電子部品）は、経済産業省の統計調査において集積回路の一部に報告内容の修正があった為、2011年5月以降の数値が著しく大きくなっています。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台
年月

前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効求人
倍率

0.5
2.0
2.1
3.1
3.1
3.3
2.8
2.5
2.3
2.6
2.1
1.8
1.7
1.8
1.3
1.9
2.0

29,669
30,272
30,903
30,194
30,276
30,421
30,313
30,562
30,358
30,473
30,903
30,581
30,541
31,015
30,577
30,753
30,891

2.4
2.1
1.4
1.8
2.4
1.6
2.0
1.8
0.9
1.4
1.4
1.7
1.3
1.8
1.5
1.7
1.5

49,790
50,857
51,564
51,350
51,891
51,328
51,054
50,991
50,759
50,976
51,564
50,932
51,014
51,629
52,639
52,216
52,666

▲29.1
▲10.2
▲3.5
66.7
▲22.2
116.7
57.1
▲18.2
▲41.2
10.0
83.3
0.0

▲50.0
9.1

200.0
20.0
42.9

127
114
110
5
7
13
11
9
10
11
11
8
6
12
6
6
10

0.38
0.46
0.61
0.59
0.59
0.61
0.61
0.61
0.62
0.66
0.67
0.69
0.68
0.69
0.67
0.65
0.67

312,070
297,101
277,713
256,337
269,534
273,555
260,582
249,191
272,809
276,308
324,028
336,390
352,299
364,552
369,091
248,677
306,138

394,898
377,069
351,844
257,194
426,198
352,529
324,905
318,388
365,400
325,983
656,041
354,630
435,697
365,627
348,183
294,530
548,898

32,853
38,068
29,430
1,396
2,418
2,612
2,572
3,466
2,678
2,724
2,336
2,912
3,858
5,673
2,423
2,709
3,552

1.3
▲4.8
▲6.5
▲15.4
▲8.5
▲7.4
▲7.1
▲10.2
11.2
9.4
15.5
13.6
27.3
16.8
39.2
▲3.0
13.6

0.1
▲4.5
▲6.7
▲18.4
▲8.2
▲15.2
3.7
2.7
2.4
16.7
19.0
21.3
38.6
27.2
15.6
14.5
28.8

5.4
15.9
▲22.7
▲48.9
▲27.2
▲39.2
▲31.0
▲5.5
19.8
31.7
35.0
40.7
36.0
74.8
125.0
94.1
46.9

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
25,999
26,647
22,718
1,515
1,664
1,988
1,912
2,144
1,936
2,129
1,944
2,466
2,999
3,596
2,501
2,546
2,945

▲8.1
2.5

▲14.7
▲25.0
▲24.3
▲16.8
▲10.9
▲14.0
4.9
23.2
11.5
28.2
35.3
59.8
128.2
68.1
77.0

出所 西日本建設業保証門司税関 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月
百万円 前年比（％）

▲6.2
▲2.9
▲2.5
▲4.5
▲3.1
▲0.4
▲3.4
▲1.2
▲4.0
▲3.5
▲2.6
▲5.4
▲1.4
3.4
0.6
1.0
0.7

172,786
169,324
166,476
12,852
12,663
15,656
13,083
12,310
13,459
13,414
18,856
14,962
12,044
13,655
13,036
12,976
12,754

指数 前年比（％）
▲0.7
▲0.3
▲0.5
▲0.6
▲0.6
0.1
▲0.2
▲0.3
▲0.2
▲0.5
▲0.3
▲0.2
▲0.2
0.2
0.1
0.2
▲0.3

100.3
100.0
99.5
99.5
99.4
99.7
99.6
99.8
99.9
99.2
99.2
99.2
99.2
99.9
99.8
99.7
99.1

消費者物価指数
（2010年 =100）

大型小売店
販売額

億円 前年比（％）
▲36.1
60.9
22.8
13.8
12.9
▲17.8
105.0
53.8
▲17.5
▲49.0
50.9
▲72.8
14.8
147.7
▲48.4
▲25.8
▲51.5

701
1,128
1,385
80
129
63
165
162
173
65
112
58
68
120
59
59
62

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
5.1
▲5.3
▲14.9
▲31.5
▲8.7
▲1.0
▲11.0
▲9.3
▲14.9
▲13.1
▲22.7
6.4
38.1
▲9.7
▲13.1
▲5.7
0.8

▲36.1
6.7
16.8
4.3
▲8.5
33.4
62.3
20.2
▲14.7
0.0
29.7
8.1

▲15.0
6.0
21.6
0.1
3.0

▲26.9
▲3.5
4.5
6.5
32.6
9.5

▲26.5
5.4
18.5
▲43.0
▲7.2
6.9
▲1.9
▲28.3
▲31.9
▲9.2
17.6

2,124
2,012
1,713
116
112
130
134
185
172
164
136
97
105
228
124
109
113

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲1.2
▲53.0
112.1
▲6.1
96.1
251.5
45.2
202.5
114.5
73.6
261.4
▲45.1
40.8
600.0
242.6
59.7
35.8

前年比（％）
▲36.7
▲13.0
7.6

161.3
65.5
▲1.9
148.2
▲44.3
▲10.5
▲37.4
6.7
57.2
101.5
12.5
154.9
4.3

▲17.3

前年比（％）
▲7.2
10.3
4.7
31.1
▲26.1
29.4
18.3
▲16.5
▲22.5
▲3.5
15.8
▲11.9
▲10.0
5.8

▲10.6
14.7
8.7

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

▲21.5
▲10.2
13.8
67.6
19.2
43.5
62.4
▲12.5
▲7.8
▲17.8
24.9
4.1
30.4
32.6
67.1
12.7
▲0.2

9,842
8,842
10,063
803
1,038
1,187
1,093
705
678
781
1,024
713
841
965
1,163
905
1,036

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2005年 =100） 鉱工業出荷指数
（2005年 =100）

鉱工業在庫指数
（2005年 =100）

新設住宅着工戸数

年月
季調値 前年比（％）

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年

▲9.7
▲13.4
16.5
25.4
29.8
22.3
22.7
9.5
10.7
13.8
1.6
▲1.1
▲3.7
▲12.5
▲9.1
▲7.7

112.2
97.2
113.2
115.2
119.5
118.1
119.5
109.6
117.1
118.1
106.5
107.2
101.0
95.7
102.7
106.3

季調値 前年比（％）
▲21.6
16.9
1.6
7.4
▲5.0
4.2
▲1.0
▲6.8
1.6
8.7
7.4
0.1
9.1
7.5
▲0.1
8.9

79.2
92.6
94.1
93.8
89.9
93.1
94.0
90.3
92.7
95.0
101.3
95.9
102.5
100.9
93.5
99.7

季調値 前年比（％）
▲24.6
13.8
▲2.3
▲16.2
▲0.7
5.0
▲6.1
▲4.3
6.9
▲6.4
3.9

▲10.4
5.9
14.3
▲10.6
15.3

71.2
81.0
79.1
68.8
77.0
76.6
74.8
76.1
81.2
75.3
85.1
82.1
88.9
88.7
69.3
74.0

季調値 前年比（％）
▲37.3
85.0
18.2
60.8
52.9
▲2.9
1.8

▲15.7
▲8.5
64.4
▲5.6
13.6
22.6
6.9
▲4.4
▲6.2

49.0
90.7
107.2
120.6
93.4
104.4
102.0
95.3
103.3
154.0
118.7
106.7
137.0
101.2
94.9
117.8

季調値 前年比（％）
▲25.2
10.2
▲11.6
▲17.5
▲16.2
▲8.7
▲6.8
▲10.4
▲6.4
▲5.2
8.2
3.5
14.0
2.1
25.8
30.5

103.7
114.3
101.0
95.2
96.5
105.3
103.2
97.0
100.2
95.7
99.8
112.5
113.4
113.3
119.9
117.3

季調値 前年比（％）
▲ 2.2
▲ 1.7
4.8
10.1
▲ 1.5
16.5
7.8

▲ 6.6
1.6
8.7
3.9
8.4
7.6
4.1

▲ 6.2
5.0

95.7
94.1
98.6
99.7
96.3
107.0
100.5
91.7
95.2
100.4
97.9
98.9
102.4
102.4
99.0
105.5

季調値 前年比（％）
▲22.5
21.0
▲1.6
0.0
▲7.7
▲1.5
▲5.0
▲14.3
0.9
8.4
3.3
▲0.2
6.9
1.4
▲0.1
11.5

80.3
97.1
95.6
95.2
92.1
95.8
95.0
92.4
94.2
96.7
99.3
99.1
99.3
97.7
95.7
103.6

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

6
7
8
9
10
11
12

2
3
4
5
6

2011. 5

2012. 1

2011 年
2010 年
2009 年

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

2012. 1

4
5
6
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熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

F
F
G
設
立
５
周
年「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
７
月
27
日（
金
）、F
F
G
設
立

５
周
年「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャッ
ス
ル（
熊
本
市
）で
開
催
致
し
ま
し
た
。会
場

で
は
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
役
員
は
も
ち

ろ
ん
、F
F
G
取
締
役
会
長
兼
社
長 

谷 

正
明
を

は
じ
め
、グ
ル
ー
プ
の
役
員
29
名
が
、お
取
引
先

を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。熊
本
県
を
中
心
に

福
岡
・
鹿
児
島
等
か
ら
7
0
0
名
を
超
え
る

お
客
様
に
お
越
し
頂
き
、盛
大
な
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

　
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
頭
取 

林 

謙
治
は
、

冒
頭
の
挨
拶
で
、「
当
行
は
F
F
G
の
一
員
と
し

て
、こ
の
５
年
間
、大
き
な
変
革
と
着
実
な
業
績

進
展
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も

ひ
と
え
に
、本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
お
取
引
先
の
絶
大
な
る
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。挨
拶
の
後
、会
場

は
F
F
G
と
ご
来
場
者
の
皆
様
と
が
懇
親
を
深

め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
F
F
G
設
立
５
周
年
を
機

に
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
は
、

来
年
４
月
、「
熊
本
銀
行
」へ
行

名
変
更
し
ま
す
。今
後
の
飛
躍

的
な
成
長
に
向
け
て
、お
客
様

と
の
更
な
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
強
化

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、F
F
G
は
、お
客
様
へ

の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を

掲
げ
て
い
ま
す
。今
年
迎
え
た

５
周
年
の
合
言
葉
を「
こ
れ
か

ら
も『
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん

に
。』」と
し
て
、人
と
人
、地
域

と
地
域
を
結
ぶ
金
融
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、更
な
る
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
松
永
　
圭
史
）

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、F
F
G
）は
、今
年
４
月
に
、設
立
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。設
立
５
周
年
に
あ
た
り
、

お
取
引
頂
い
て
い
る
お
客
様
への
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ふくおかフィナンシャルグループ

1

林頭取

会場風景

▲6.6
38.6
▲21.6
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熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

F
F
G
設
立
５
周
年「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
７
月
27
日（
金
）、F
F
G
設
立

５
周
年「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャッ
ス
ル（
熊
本
市
）で
開
催
致
し
ま
し
た
。会
場

で
は
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
役
員
は
も
ち

ろ
ん
、F
F
G
取
締
役
会
長
兼
社
長 

谷 
正
明
を

は
じ
め
、グ
ル
ー
プ
の
役
員
29
名
が
、お
取
引
先

を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。熊
本
県
を
中
心
に

福
岡
・
鹿
児
島
等
か
ら
7
0
0
名
を
超
え
る

お
客
様
に
お
越
し
頂
き
、盛
大
な
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

　
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
の
頭
取 

林 

謙
治
は
、

冒
頭
の
挨
拶
で
、「
当
行
は
F
F
G
の
一
員
と
し

て
、こ
の
５
年
間
、大
き
な
変
革
と
着
実
な
業
績

進
展
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も

ひ
と
え
に
、本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
お
取
引
先
の
絶
大
な
る
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。挨
拶
の
後
、会
場

は
F
F
G
と
ご
来
場
者
の
皆
様
と
が
懇
親
を
深

め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
F
F
G
設
立
５
周
年
を
機

に
、熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
は
、

来
年
４
月
、「
熊
本
銀
行
」へ
行

名
変
更
し
ま
す
。今
後
の
飛
躍

的
な
成
長
に
向
け
て
、お
客
様

と
の
更
な
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
強
化

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、F
F
G
は
、お
客
様
へ

の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を

掲
げ
て
い
ま
す
。今
年
迎
え
た

５
周
年
の
合
言
葉
を「
こ
れ
か

ら
も『
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん

に
。』」と
し
て
、人
と
人
、地
域

と
地
域
を
結
ぶ
金
融
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、更
な
る
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
松
永
　
圭
史
）

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、F
F
G
）は
、今
年
４
月
に
、設
立
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。設
立
５
周
年
に
あ
た
り
、

お
取
引
頂
い
て
い
る
お
客
様
への
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て「
５
周
年
感
謝
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

ふくおかフィナンシャルグループ
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林頭取

会場風景
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「
F
F
G
食
の
商
談
会
」

「
玉
名・山
鹿・菊
池
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡
」を
開
催
し
ま
し
た

　
本
商
談
会
は
、F
F
G
３
行
の
お

取
引
先
企
業
な
ら
び
に
熊
本
県
玉
名

市
、山
鹿
市
、菊
池
市（
以
下
熊
本

３
市
）の
食
品
関
連
企
業
の
販
路
拡
大

を
目
的
に
、福
岡
銀
行
本
店
ビ
ル
で

開
催
致
し
ま
し
た
。F
F
G
３
行
の

お
取
引
先
企
業
52
社
及
び
、熊
本
３
市

の
食
品
関
連
企
業
27
社
と
、百
貨
店
や

商
社
等
の
バ
イ
ヤ
ー
17
社
26
名
と
の
個

別
商
談
形
式
で
、延
べ
2
6
7
件
の
商

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
、参
加
企
業
の
皆
様
は
真
剣

な
面
持
ち
で
自
社
商
品
を
P
R
す
る

一
方
で
、バ
イ
ヤ
ー
は
新
し
い
商
材
の

発
掘
に
向
け
、そ
の
商
品
の
こ
だ
わ
り

や
味
を
一
点
ず
つ
確
認
す
る
等
、会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
商
談
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、参

加
企
業
か
ら「
短
い
時
間
の
中
で
も
内

容
の
濃
い
商
談
が
出
来
た
」「
商
談
以

外
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、非

常
に
役
立
つ
も
の
で
今
後
に
つ
な

が
っ
た
」等
の
感
想
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
参
加
企
業
の
満
足
度
は
、

「
大
変
満
足
し
た
」ま
た
は「
満
足

し
た
」と
回
答
し
た
企
業
が
全
体

の
80
％
と
、高
い
結
果
と
な
り
ま

し
た（
図
）。

　
F
F
G
で
は
、地
元
企
業
様
の

お
役
に
立
つ
べ
く
、様
々
な
商
談

会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
企
画・開
催

し
て
い
ま
す
。今
後
も
地
域
に

密
着
し
た
金
融
機
関
と
し
て
、質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、是
非
と
も

F
F
G
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活

用
下
さ
い
。

（
森
山
　
裕
司
）

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、F
F
G
）で
は
、７
月
24
日（
火
）に「
F
F
G
食
の
商
談
会（
F
F
G
経
営
者
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
商
談
会
）」な
ら
び
に

「
玉
名・山
鹿・菊
池
フ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
商
談
会
in
福
岡（
参
加
者
の
地
域
を
限
定
し
た
商
談
会
）」を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
そ
の
模
様
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

ふくおかフィナンシャルグループ

2

ふくおかフィナンシャルグループ

3

〈本商談会の満足度〉

大変満足した
やや不満

満足した

普通

24%
4%

16%

56% 「満足」以上が
80％

住
ま
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
１
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
＆
イ
ベン
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

1

　
福
岡
銀
行
は
、住
ま
い
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
の
ご
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
う「
住
ま
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
福
岡
銀
行
本
店
中
２
階
）」の
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
記
念
し
て
、

7
月
28
日（
土
）、福
岡
銀
行
本
店
に
お
い
て「
１
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
＆
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
大
改
造
！！
劇
的

ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」出
演
の
匠・髙
橋

浩
伸
氏
（
一
級
建
築
士
）が
登
壇
さ

れ
、「〝
匠
〞に
聞
き
た
い
！！
究
極
の
住

ま
い
づ
く
り
〜
感
動
の
住
空
間
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
〜
」と
題
し
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。髙
橋
浩
伸
氏
は
、ご
自
身
の

実
際
の
施
工
例
を
交
え
て
住
空
間
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、髙
橋
浩
伸
氏
と

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
よ
る
個
別
相
談
会

を
開
催
。多
数
の
参
加
者
が
、個
別
に
、

具
体
的
な
ご
相
談
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
建
築
士
の
方
の
お

話
が
直
接
聞
け
、非
常
に
興
味
深
か
っ

た
。今
後
の
住
宅
取
得
の
き
っ
か
け
に

な
り
そ
う
で
す
。」等
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

■ 住まいるギャラリー

住まいるギャラリーには、住宅の専門知識
が豊富な福岡銀行の建築士が常駐してお
ります。住宅購入やリフォーム等の検討を
始められたお客様から、具体的な検討段階
に入られたお客様に至るまで、それぞれの
ステップでの住宅に関する様々なご質問
やご相談に対して、専門的な立場でのアド
バイスを無料で承っております。是非、
お気軽にお立ち寄りさい。

1

■
イ
ン
テ
リ
ア・建
材
フ
ェ
ア
を
開
催

　
同
日
、住
ま
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、「
イ
ン

テ
リ
ア・建
材
フ
ェ
ア
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
も

開
催（
8
月
31
日
ま
で
開
催
）。バ
リ
ア
フ
リ
ー

関
連
商
品
や
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、照
明
器

具
、壁
紙
、ブ
ラ
イ
ン
ド
等
住
ま
い
づ
く
り
を

検
討
さ
れ
る
お
客
様
に
と
っ
て
関
心
の
高
い

イ
ン
テ
リ
ア・建
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
も
行
わ
れ
、イ
ベン
ト

会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

（
松
永
　
圭
史
）

■「
大
改
造
！！
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」

    

出
演
の
匠・髙
橋
浩
伸
氏
が
来
場
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MONTHLY SURVEY
2012年9月 VOL.52

夷守岳（ひなもりだけ1,344ｍ）　霧島山群の北東部に位置し、深い森に覆われ、美しい山容から生駒富士と呼ばれている。
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トップに聞く！
河合　弘吉 氏　河合製氷冷蔵 株式会社　代表取締役社長
中　健一 氏　株式会社 アジア食品　代表取締役
日髙　誠一郎 氏　長崎空港ビルディング 株式会社　代表取締役社長

和牛の祭典ｉｎながさき
寄稿

駐在員による海外リポート
特集
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